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プロローグ　突然の別れ




「ごめんなさい。ラルス、私と別れて」


ダンジョン都市クルトにある宿の一室で、別れの言葉が告げられた。




その言葉を発したのは幼なじみのコレットだ。子供のころから一緒に育ち、自然と恋に落ちて付き合っていた。





彼女の後ろにはパーティのリーダーであり、冒険者ギルドに勇者として認められたリヒトが、薄ら笑いをして俺のことを見ている。ヤツの左右には高威力、広範囲の攻撃魔法が得意なローザと、教会で聖魔法を覚えてから冒険者になった回復師のエヴァがいる。リヒトが二人の肩に腕を回して体を密着させていた。そう、リヒトはパーティ内でハーレムを作っているのだ。






俺の返答を待たずにコレットがリヒトのところに戻る。




ついさっきまで恋人だった女性がハーレムに加わっているが、特に驚きはない。




随分と前からコレットが寝取られていると気づいていたからだ。




いつか戻ってくると信じて、ずっと黙っていたんだが……どうやら無駄だった。




人の心が移ろいやすいのはわかっている。別の男を好きになっても恨みはしない。だが、せめてもっとましな別れ方はできなかったのだろうか？




他人が見ている前で別れ話をするような性格だとは思わなかった。




長い付き合いがあっても、わからないことは多いんだな……。



「ってことだ。さっさと、俺のパーティから出て行くんだな」


リヒトの嫌みったらしい声が耳に届く。



「あなたと付き合っていたことなんてすぐに忘れたい。早く出て行ってね」


俺のことはもう見たくないらしく、コレットがリヒトの胸にうずまった。




ローザとエヴァが慰なぐさめるようにして、彼女の背中をさすっている。




まるで俺が完全に悪者だ。何を言っても否定されてしまうだろう。まあ、こんなことをされてまで、今のパーティにいたいとは思わないから、嫌われていても構わないのだが。




コレットに未練はない。知らないところで勝手にやっていればいい。そう思えるほど、気持ちの整理は付いていた。



「わかった。出て行こう」


騒がしい酒場を出ようとした俺を、リヒトが呼び止める。



「おいおい待てよ。お前の装備品はこのパーティの資産だ。去って行くヤツには渡せない。全部返せよな」


リヒトは欲望にまみれた目で、ダンジョンで発見した俺の装備を見ていた。



　人類の天敵である魔物が大量に生息し、独自の生態系を築いている場所——ダンジョンには、貴重なアイテムがある。倒した魔物から剥はぎ取った素材や使っている武具を奪い取ることもあれば、アイテムそのものが落ちていることもあって、入手方法は様々だ。


俺の装備は最難関ダンジョンで、蜥蜴とかげ型の魔物から奪い取ったものだ。




譲ってくれるという約束で使っていたんだが、もう覚えていないようだ。



「それとも、パーティの資産は俺の物だと、主張してみるか？」

　パーティの資産とされているアイテムの所有権は、パーティという箱にあり、俺やリヒトを含めた個人にはない。これはパーティを脱退する際のトラブルを減らしたい冒険者ギルドが決めたルールであり、一切の例外は許されない。もしパーティの資産を個人に返したい場合は、パーティそのものを解散させる必要があるのだ。

「安心しろ。そんな無駄なことはしない」


心がさらに冷え込んでいく。




まるで血の通わないアンデッドになった気分だ。




そこまでしたいのであれば、もう何も言わない。好きにしろ。




反論するのも面倒なので、手切れ金だと割り切ることにした。



「全部返してやる」


身につけていた武具を取り外すと、すべて床に置いた。




残ったのは、服とウェストポーチに入っているポーション類、部屋に置いている野営グッズ、あとは二ヶ月分ほどの生活費しかない。これは個人資産なので渡す必要はないのだ。リヒトのやつも、武具に比べれば金にならないことは理解しているので、文句は言ってこなかった。




冒険者として活動を続けるには心許ないが、田舎村で再スタートするには十分な金だ。




リヒトたちと別れて宿を出ると、冒険者を引退した後に住むと決めていた村——ヤンに向かうのだった。






◇　◇　◇




「ようやく、あの男はいなくなったか」

　ことあるごとに俺の意見に反対し、邪魔をしていたラルスがパーティから去った。

　新人のあいつを拾って育ててきたが、ムカつく男だったので、すべてを奪い取ってから追い出したのだ。


数年越しの企みが成功して内心で笑っていると、右腕に柔らかい胸の感触がした。首を横に動かす。



「ねぇ〜。今日は、お祝いしましょ。せっかくだから買い物しない？」

　魔法使いのローザが甘い声を出して抱き着いていた。

　胸が大きく顔立ちがよい女だ。話も面白いので、俺のお気に入りである。

「私、欲しい物があるんだぁ〜」


手を俺の頬に這わせ、可愛いおねだりをする。




そういえば新しいアクセサリーが欲しい、と言っていたな。よし、ラルスを追い出した記念日として、特大の宝石が付いたネックレスを買ってやろう。



「それより、私と二人でご飯を食べに行きませんか？」

　今度は回復師のエヴァが腕を絡めてきた。控えめな胸が左腕に当たる。コイツは俺のことをすべて肯定する。便利な女だ。話は退屈で一緒に居てつまらないのだが、顔が良く俺だけに懐いているのがいい。飯ぐらいなら付き合ってもいいだろう。だが、二人きりはダメだ。盛り上げ役のローザも同行させる。

「それより、ダンジョンに行って魔物と戦いたいなぁ」

　俺の左右はローザとエヴァがいるので、コレットが抱きついてくることはなかった。


手を合わせて潤んだ瞳でお願いをしている。




コイツの顔は普通だ。目立った特徴もなく、どうでもいい存在なのだが、ラルスから奪い取った戦利品だと思えば愛でてやろうという気も起きる。理由次第ではお願いを叶えてもいいだろう。



「どうしてだ？」

「リヒトが頼りになるところが見てみたいなって！」

　ふん、よく言う。この女は頼りになるところを見たいのではなく、守られているという実感が欲しいだけだ。

　仲間を守る騎士様、そんな存在が好きで、誰にでも優しいラルスとは元々相性はよくなかった。


ラルス、お前が大切にしていたものを奪い取るのは簡単だったぞッ！！



「なんだ、コレットは俺が戦っているところが見たいのか？」

「うん！　リヒトが戦ってる姿を見るのが好きなんだ！　守られてる〜って感じがして！」

「それはアイツよりか？」

「もちろん！　比べものにならないよ！」

　いい答えだ。お前を残してよかった。俺を称賛するためだけに存在する女、最高だよ。


俺に不可能はない。女たちの願いぐらい、全部叶えてやろうじゃないかッ！！



「ふはははは！！　今日は気分がいいッ！　最高の日だなッ！」

　気に入らないヤツは消えて、すべてが手に入った。であれば、俺がやるべきことは一つ。

「よーし。さくっとダンジョンに行ってから、買い物をして最後に打ち上げをするぞ！」

　やりたいと思ったことをやり尽くす。それだけだ。


もう誰にも邪魔させない。この世を思い通りに操ってやろうじゃないか！！






◇　◇　◇





数日前にパーティを追い出された俺は、保存食を買い込んでから街道を歩いていた。




一人になったら寂しさのあまり、この前の決断を後悔するかと思っていたが、実際はそんなことはなかった。むしろ自由になれたと、今は晴れ晴れとした気持ちになっている。




人通りの多い街道を進んで宿場町で一泊してから、さらに進むと森が見えてきた。



「ここを通り抜ければ、ヤンにつくな」


森に囲まれたヤンの人口は数百人程度しかないが、旅の中継地として利用されることもあって、閉鎖的な雰囲気はない。村人はみんな旅人を歓迎し、また新しい住民を受け入れている場所でもある。そんな魅力的な村に俺も移住しようと考えているのだ。



「行くか」


歩きながら干し肉をほおばると、森の中に入る。その瞬間、敵意のこもった視線が俺を貫いた。




この気配は人ではなく魔物だろう。五年前に訪れたときは平穏で普通の森だったのだが。環境の変化によって魔物が出現するようになったのか？　疑問は尽きないが、今は近くにいる敵に集中したほうがよいだろう。




丸腰なので武器を構えることはできないが、問題ない。




不意打ちされないようにと慎重に歩くと、敵意のこもった視線も同時に進む。



　俺を見逃すつもりはないようだ。


道の脇にあった切り株に座ってあえて隙を見せる。水袋を取り出して水分を補給していると、ガサガサと草が揺れる音が聞こえて、三匹の小鬼——ゴブリンが出現した。緑色の肌と鷲鼻が特徴的で、よだれを垂らした口からは黄色い歯が見える。装備は貧弱で防具も腰布のみ。それぞれの手には、こん棒、剣、槍といった武器を持っているが、劣化が激しい。刃が欠けていた。




魔物はなぜか人を憎む。理由なんて知らない。




俺にとっては、交渉する余地のない敵だという事実だけで充分だ。




手を前に出して体内の魔力を練り上げると、一部の人にしか使えない超常的な現象を発生させる魔法を使う。



『エネルギーボルト』

　最後にマジックワードを唱えると、周囲に光り輝く数十本の矢が浮かび、ゴブリンに向かって放たれた。


無手だと思って油断していたヤツらが回避できるはずもない。穴だらけになると汚い悲鳴を上げて絶命した。




俺の職業は魔法剣士。剣と魔法の両方が使えるのだ。よく言えば万能型の冒険者で、武器がなくても戦う方法はいくつもある。文句を言わずにリヒトに装備を渡したのは、なくてもゴブリン程度なら倒せるからだ。



「さて、ゴブリンの剣は……やはりボロボロだな。錆さびだらけだ」


これじゃ使い物にならない。売り物にもならないだろう。まだ無手のほうがましなので、手に持った剣を投げ捨てる。



　あと回収できる物は、魔物の体内にある青い半透明の石——魔石だが、ゴブリン程度の魔物だと小指の爪より小さいので価値はほとんどない。苦労して取り出し、冒険者ギルドで売却しても飯代にもならないのだ。


手間を考えたら手を汚す価値はないので、処理することはせずに先に向かうことにした。今日の夜には森に住む動物たちが食べてくれるだろう。




その後も何度かゴブリンに襲われたが、魔法で撃退して順調に進む。日が暮れるころになってようやく森を抜けると、眼下に村が見えた。特に変わった様子はない。魔物に荒らされることなく、移住先に選んだヤンは今も存在し続けていたのだった。




新しい出会い





ヤンについた俺は、過去に一度だけ訪れたことがある宿屋に向かうことにした。




一階が酒場で、二階と三階が宿になっているオーソドックスなスタイルを採用した建物で、遅い晩ご飯もまとめて済ませる計画だ。




記憶に残っていた道を歩く。五年前から何一つ変わっていないため、道に迷うことはない。目的の建物に着くとドアを開けて中に入る。騒々しい音と、むわっとした生暖かい空気が俺を出迎えてくれた。



「いらっしゃい！」


元気いっぱいな声で看板娘が挨拶をした。




茶色く長い髪を後ろで縛っている女性で、名前は……ヘルミーネだったな。最後に会ったときより成長していて、時間が大分経ったんだなと感傷的になってしまった。





どうやら向こうは俺のことを覚えていないようなので、雑談はせずに注文をする。





「今日の定食とエールをくれ。それと一泊したいんだが、部屋は空いてるか？」

「大丈夫ですよー！　定食とエール、一人部屋を一つですね！」

「それでお願いしたい」

「はーい！　それじゃ、空いている席に座ってください」


店内を見渡すと席はすべて埋まっていた。相席しろってことか。席が余っている場所は一つしかなかった。一人で黙々と食事を進めている女性に、声をかけることにする。



「他の席が空いてないんだ。相席しても大丈夫か？」


声をかけた女が顔を上げた。




冒険者として様々な街を訪れて大勢の人と出会ってきた。そんな俺ですら見たことのない美貌の持ち主で、思わず動きが止まってしまう。きれいな金髪はランプの光を反射しており、青い瞳は人の心まで読み取ってしまうのではないかと感じさせるほど澄んでいた。



　肌が白いのは外に出る必要がないからであり、彼女の立場が高いことを物語っている。貴族がお忍びできているのであれば、先ほどの乱暴な発言は不味かったかもしれない。


彼女はキョロキョロと周りを見て、うなずいてから口を開く。



「本当ですね。どうぞ」


少し冷たい印象を受けたが、俺の口調を咎とがめるようなことはなかった。貴族というのは俺の思い違いだったようだ。




知らない男が近づいてきたので警戒している。そういった当たり前の反応なのだろう。



「ありがとう。助かる」


礼を言うと向かいの席に座って料理を待つ。




目の前の女性はパンを小さくちぎっては口に入れて、ゆっくりとかんでいる。



「俺はラルス。冒険者をしていた。あなたは？」


なんとなく無言で過ごすのが嫌だったので、簡単な自己紹介と質問をしてみた。




無視されて当然。多分反応はないだろうと思っていたが、意外なことに興味を持ってくれたようで食事の手が止まった。



「ご丁寧にありがとうございます。私はソフィー。教会で働いていました」

「働いていたということは」

「はい。今は辞めています。残りの人生は、この村でゆっくり過ごそうと思いまして……」

「奇遇だな。俺も冒険者を辞めて、ここで余生を過ごそうと思っていた」

「同じですね」


偶然にも目的が一緒だったことにソフィーは驚いたようで、目を大きく開いていた。




美人はどんな顔をしても美しいんだなと、新しい発見をしながらも返事をする。



「同じだな」


幼馴染みの恋人を取られてパーティを追い出されたと思ったら、こういった出会いもあるのか。人生は何が起こるかわからない。そんな当たり前なことを実感した瞬間だった。




共通点があると自然と親近感がわくものだ。




ソフィーと名乗った女性との会話は弾む。俺たちは追加でエールを注文して飲み、酔いが回ってきたこともあって、個人的な話もするようになった。今は、俺がヤンに来た経緯を話し終わったところだ。



「え、それじゃ、恋人を取られたうえに、冒険者のパーティから追い出されたんですか？」

「情けない話だけどな」


一言にまとめると、改めて酷い状況だな。




あまり他人に話すことでもなかったかなと、反省しつつ苦笑いを浮かべていると、ソフィーから意外な発言が飛び出した。



「そんなことないですよ。私も同じだったからビックリしただけです」


こんな美人を振る男がいるのか！？




まだ出会って僅わずかな時間だが、それでも彼女が優しく気遣いできる女性だということはわかる。俺から見れば外見も内面も完璧だ。正直、振った男の脳を心配するレベルだぞ。



「恋人に振られて教会から追い出されたってことか？」

「私の場合は勝手に決められた婚約者でしたけど、別の女性と結婚すると言われて、その後、教会からも追い出されてしまいました」

「それは……」


大変だったな。とは言えなかった。




女性一人で生きていくには厳しい世界だ。慰めにもならない言葉をかけても無意味である。追い詰めるだけだ。と、そんな風に考えていたが、ソフィーは俺が想像している以上に強い女性のようだった。



「今は、自由に行動できて楽しいです。こうやって、新しい出会いもありましたしね。今日は良いことばかりです」


俺に向けられた笑顔に見蕩みとれてしまった。




美しいだけでなく、芯が強い人だ。




勇者リヒトについて行ったコレットや他の女たちとは全く違う。比べてしまうのが失礼になってしまうほど魅力的だ。ここに住むと言っていたし、これからもっと仲良くなりたい。そう思うには十分だった。



「俺も出会えて良かったと思っている。この村では新参同士、仲良くやっていこう」


手を出して握手をしようとしたところで、ドンッとわざと大きい音をたてながら、俺が追加で注文していた料理が置かれる。




顔を上げると、顔にいくつもの切り傷があるハゲ頭の親父——この店の亭主が立っていた。



「ラルス。ナンパするなら余所に行ってもらうか」

「……料理を運ぶのはヘルミーネの仕事じゃなかったのか？」

「娘は別の客に料理を出している」

「そんな客より、俺を優先しろよ」

「するかよッ！！」

　親父の顔が近づき俺と睨にらみ合う。

「ケ、ケンカは良くないですよッ！！」

　突然始まった乱暴なやりとりに、ソフィーは慌てて仲裁に入った。

　お互いに本気で怒っていなかったのだが、他人から見るとそんな風に見えるのか。

「この口の汚い男はここの亭主で、給仕をしているヘルミーネの父親でもあり、俺とは五年前からの知り合いだ。今のはちょっとしたじゃれ合いで、ケンカしていたわけじゃないんだ。誤解させてすまない」


俺らの関係を察したソフィーはようやく落ち着きを取り戻す。



「うふふ、お知り合いだったんですね。殴り合いが始まるんじゃないかと、ドキドキしちゃいました」


ソフィーに笑顔が戻ると、今度は親父と二人で見蕩れることになった。



「おい、いつから女を変えたんだ！？」


さっきまで固まっていた親父が、俺の胸ぐらをつかんだ。




コレットからソフィーに乗り換えたと勘違いしたようだが、残念ながら違う。無視してもいいのだが、この手の噂は広がりやすい。真実を伝えておこう。



「落ち着けって。今さっき知り合ったんだよ」


何を思ったのかわからないが、親父の眉が吊り上がった。



「この店は連れ込み宿じゃねぇんだぞ！」

「このエロ親父がッ！！　席が空いてないから、座っただけだよッ！」

　娼婦を連れ込んだと勘違いしやがったッ！


ソフィーのような女性の前で、そんなこと言うんじゃねぇよ！




お前がヘルミーネに黙って、隣町の娼館に行ったのを知ってるんだぞ。バラしてやろうかッ！？



「お前なんて、隣町のお気に入り嬢に——」

「おまッ！　バカ！　やめろッ！」


コイツ、ごつい手で俺の口をふさぎやがった！




ゴツゴツして痛ぇんだよ！！




無理やり引きはがして立ち上がる。




お互いの両手をがっしりと組んで、単純な力比べを始めた。



「ラルス……やるじゃねぇか」

「現役の冒険者と対等だなんて、どんな鍛え方しているんだよ」


筋力は互角。骨がミチミチと嫌な音を立てているが、逃げるわけにはいかない。




お互いの息づかいが聞こえるほど顔を近づけて睨み合う。




周囲が俺らに気づいて、どっちが勝つか賭け事を始めた。




野太い声援が店内を支配して熱気が高まっていく。



「バカなことをやってるんじゃないの！！！！」


ボルテージが最高潮に達したところで止められてしまった。




声がするほうを見ると、腰に手を当てて怒っているヘルミーネが立っていた。




親父は俺から手を離すと娘に情けない声を出す。



「こ、これは違うんだ！」

「お父さん！　お客さんとケンカしたらダメって何度も言ったでしょ！」

「ラルスとはケンカじゃない……そう、久々に会ったから歓迎してただけなんだよ！」

「久々……？　お父さんの知り合いなんですか？」


おっと、話がこっちに来たぞ。




やはりヘルミーネは俺のことを覚えていないようだ。



「ああ、そうだ。ちなみに君とも会ったことがある」

「えぇ！？　それは失礼しました！　覚えてないなんて……」

　慌ててヘルミーネが頭を下げた。


真面目で良い子に育ったじゃないか。親父に似なくて良かったな。



「なんせ五年前だ。それにお母さんのことで大変だったころだし、覚えてなくても不思議じゃないよ」

「五年前……じゃあ、あの時の冒険者さんですか？」

「そうなるな」


俺が肯定するとヘルミーネに笑顔が戻る。



「あの時は、ありがとうございました！　そうだったら、特別なおもてなしをしなきゃ！」


彼女は俺に対して礼を言うと、調理場からお酒を一つ持ってきてくれた。



「お父さんが隠していた秘蔵の逸品です。無料なので遠慮なく飲んでください！」

「ありがとう」

　親父が絶望した顔をしたのが面白く、素直に受け取った。

「本当は色々とお話を聞きたいんですが、お仕事があって……お父さんのことよろしくお願いします」


最後にそう言ってからヘルミーネは給仕の仕事に戻った。




元気が良く、働き者で愛嬌あいきょうもある。もう少ししたら、村中で彼女を巡って争奪戦が始まるだろう。




真面目な娘を持った親父のほうは、どこからか椅子を持ってくると、店員にもかかわらず俺たちの席に座る。娘に働かせて自分は職務放棄するとはいい度胸じゃないか。



「お前は仕事しないのか？」

「料理する時間は終わったからな。後は客に酒を飲ませて閉店だ」


好き勝手に生きてて羨ましい。そんなことを感じてしまった。




からかう気も失せたので、料理が冷めてしまう前に食べるか。




パンと肉を口に入れる。さらに酒を喉に流し込んだ。冒険者の食事は早い。ちまちまと時間をかけて食べる余裕がないのだ。無防備な食事中に襲われる可能性を下げるために、みんな同じような食べ方をする。一分ほどで完食してしまった。



　親父のほうはヘルミーネが持ってきた秘蔵の酒をちびちびと飲んでいる。


腹が落ち着いたので前を見ると、相変わらずソフィーは俺らのことを笑顔で眺めていた。



「お二人は昔からの知り合いだったんですよね。失礼なお願いかもしれませんが、出会ったときのお話を聞かせてもらえませんか？　私、いろんなことが知りたいんです」


隠すことでもないし、食後のトークとしてソフィーのお願いを叶えてあげるのも悪くはないか。




彼女の目を見ながら、親父と出会ったころの話をする。



「五年前に一度、パーティ全員でヤンに来たことがあった。その時にちょうど魔物に襲われて、親父たちが困っていたんだよ」

「それをラルスさんのパーティが救った。そういうことですか？」


だったら良かったんだがな。子供に聞かせる話では、英雄的な行為をする冒険者もいるが、実際は違う。もっと利己的で打算的だ。



「依頼料が足りなかったから、パーティとしては引き受けなかった」


相手は人食いオーガ、依頼主は子供のヘルミーネで依頼料は銅貨五枚。その日の晩飯代にもならない金額だった。しかも当時は、村長から依頼を受けた冒険者が全滅したこともあり、正規の金を出してもオーガの依頼を受けるヤツは誰もいなかった。



「だが、コイツだけは違った」


俺の話を引き継ぐように親父が語りだす。



「うちの嫁がオーガに食われて、ヘルミーネは仇を討ってくれるヤツを探していたんだ。その時だ、ラルスが現れたのは。たった銅貨五枚で依頼を受けると、村を襲いに来たオーガと戦ってくれた」

「そんなことが……」


冒険譚を聞いている子供のように、ソフィーは目をキラキラと輝かせながら俺を見ている。




あの時の俺は若かったからできたことだ。今なら無視している自信が……ある。



「それからラルスさんは、どうなったんですか？」

「被害を出さずにオーガを倒したぜ」


おいおい、ソフィー。だからこっちを見るなって。英雄のような壮絶な戦いを期待されても困る。魔法でちまちま削って勝っただけなんだ。話せることはないぞ。



「やれることを、やっただけだ」


そのわかってますって笑顔はやめてくれ！　本当に地味で泥臭い戦いだったんだ！　ソフィーがイメージしているような、華麗な戦い方なんてしてないんだぞ……なんだか居心地が悪くなってきたな。この話題は終わりにさせよう。



「もう閉店の時間だろ？　辛気臭い話は終わりしよう。部屋に行く。親父、俺の鍵は？」

「おいおい、どうした？　急だな」

「疲れたんだよ。鍵をくれ」

「……わかったよ。ほれ」

　親父から部屋の鍵を受け取ると、部屋の番号を確認してからポケットにしまう。

「ソフィー。また今度」

「はい。またお会いしましょう」


軽く手をあげて別れの挨拶を終わらせると階段を上がっていき、部屋に用意されたベッドに入る。移動の疲れもあってすぐに眠りについた。






◇　◇　◇





翌日の朝。昨日は早く寝たこともあり体調は良好。パーティに追い出された俺が言うのも変だが、気分は良い。




あれだけヒドイ仕打ちをされたんだから、もっと長く恨み続けると思っていたんだけど、そんなことはなくむしろ清々した気持ちになっている。



「腹が減ったな」


ベッドから起き上がると身支度をして一階に降りる。




親父が立つカウンターの前に座ると注文をした。



「朝食を一つくれ」

「あいよ」


作り置きされていたパンとスープが目の前に置かれた。人口はさほど多くない村だから料理のバリエーションは少ない。俺は料理が苦手だからやろうとは思わないが、珍しい食べ物を出す屋台とか飯屋は意外と需要があるかもしれない。いや、すぐに飽きられてしまうか。新しい仕事にするのは厳しいかもしれない。



「お前が部屋に戻った後、ソフィーちゃんから聞いたぞ。恋人を寝取られたんだってな」

　考え事をしていたら親父がニヤニヤと笑っていた。無神経なことをズカズカと言いやがって。馬鹿にするような言い方に腹が立つ。


スープが入っている木製の皿を顔面に叩きつけようかと思ったが……それより、効果がある方法を思いつく。



「うっさいな。ヘルミーネに浮気していたことをバラすぞ」

「おいおい、俺がそんなことするわけないだろ？」

「三番街、メゾン娼館のキャロルに——」

「ストップ！　ストップ！　何でお前が知っているッ！」


クソッタレ勇者のリヒトが通っていたからだよ。




魔法使いのローザと回復師のエヴァを侍らせるだけでは足りずに、プロのお姉さん方にもお世話になっていたってわけだ。しかもあの二人も許可して利用していたということだから、俺の理解の範疇はんちゅうを超えている。




あの時はくだらない話をするなあといった感じで聞き流していたが、こんなところで役立つとは思ってもみなかった。



「止める理由があるか？　先にケンカを売ってきたのはどっちだ？」


嫌みったらしく嗤ってみせる。




別にそこまで怒っているわけではないが、舐められるわけにはいかない。戦いの中でしか生きられない冒険者の悲しい性ってやつだ。



「わかった。俺が悪かったって！　料理を一品追加する。それで手打ちにしないかッ！」

「肉だ」

「わかってるって！　ちょっと待ってろ」


調理場に向かう親父の後ろ姿を見ていると隣に人が座った。




ふんわりと甘い香りが漂っていて、それだけで誰だかわかる。



「おはよう。ソフィー」

「おはようございます。朝から仲が良いですね」


この村には不釣り合いな美女がこちらを見ていた。




俺と同じタイミングでヤンに移住し、二日連続で同じ席で食事をするなんて、不思議な縁を感じる。




カウンターに戻ってきた親父が分厚いステーキを置くと、また話を始める。



「お前を追い出したパーティのことだが……」

「おい」


さっきの話は終わったはずだろ。




眉間にシワを寄せて睨にらみつける。




ソフィーがいるからって、手加減するとは思うなよ。



「まあ、待てって。話は最後まで聞けよ」


親父は両手を軽くあげて降参のポーズをする。何が言いたいのかわからないが、先ほどのように馬鹿にするような雰囲気ではなさそうだ。




表情を元に戻して無言で話を催促さいそくする。



「ったく。もう少し落ち着けって」

「落ち着いている」

「わかった。わかった。で、話は簡単だ。お前を追い出したリヒトのパーティがダンジョンの攻略に失敗したらしいぞ」

「早くないか？　俺がパーティを離脱してから数日しかたってないんだぞ？」

「だが事実だ。お前が抜けた日にダンジョンに潜って、トラブルがあって依頼は失敗したらしい。落ち目だって噂が出回っているぞ」


リヒトは冒険者ギルドから勇者認定されている有名人だ。行商人の通り道にもなっているヤンにまで、噂が広まるのは不思議ではないが、撤退したという内容は信じられないものだった。




攻守に優れたリヒトと魔法に優れたローザ、重傷者でも回復できるエヴァに弓なら動く的でも百発百中のコレットの四人がいて、失敗と噂されるほどの敗退をする可能性があるのか……？




俺が抜けたから戦力は落ちているものの、それを計算したうえで動けないほど経験の浅いヤツらではなかったはずだ。




無理して奥を目指したか、イレギュラーな魔物に出会ったか、それとも冒険者同士の争いか……想像はいくらでもできるが現実味はなかった。ヤツらは強く、負けるイメージが湧かなかったからだ。



「簡単に負けるようなヤツらではない……何があったんだ？」

「ほー、追い出されたのに肩を持つんだな」

「事実だからな。で、何か聞いてないか？」

「行商人たちの話によると、どうやらダンジョン内で騎士と揉めたようだ」


プライドの塊とも呼ばれている騎士と、人を見下すことに慣れたリヒトが出会ったのか。そりゃトラブるわ。簡単にイメージできる。




俺がパーティにいたときだったら、代表して頭を下げて丸く収めてきたから大事にはならなかったんだが……まあ、あの四人じゃ無理だ。斬り合いにでも発展して、お互いに痛み分け。その後、国家権力によって罪に問われる流れか。



「ケンカを売る相手を間違えたな。確かに、あのパーティは終わりだ」

「だから皆、落ち目だと言っている。どんな罪に問われるかわからないが、もう会うこともないんじゃないか？」

「そうだな」


親父に同意しつつ、会話を静かに聞いていたソフィーの視線が気になって顔を見る。



「寂しくはないんですか？」


目が合うとソフィーが疑問をぶつけてきた。




驚いたのは一瞬。俺はすぐに返事をする。



「ずいぶんと前から追い出されるだろうなとは思っていたから、もう感情の整理は終わっている。どうなろうが俺には関係ない」


コレットが寝取られているかもしれない。その事実に気づいたときは、流石に落ち込みもしたし、寝付けない日々が続いていた。食欲だってわかなかったんだ。




だがそれも昔のこと。今はもう、縁がなかったのだと割り切れるまでには気持ちは落ち着いている。



「すごいですね……。私なんて、後悔ばかりしています」


そういえばソフィーも教会から追い出されたって話だったな。



「後悔？　教会で何があったんだ？」


教会という単語を出したときに彼女の肩がピクリと動いた。




思い詰めるような表情をして黙り込んでいる。




俺がソフィーの考えが終わるまで、じっと辛抱強くまっていると、ようやく頭と心の整理が付いたのか、ゆっくりと話し出した。



「私は教会でとある役職に就いていたんですが、新しい人に立場を追われてしまって。教会から追い出されたのは気にしていないのですが、仲が良かった人たちと会えなくなってしまったのが心残りなんです」


教会の役職付き？　助祭あたりか、いっても司祭レベルだろう。




少女に見えるソフィーからすると助祭でも驚くほど出世が早い。周囲の嫉妬で追い落とされたパターンか？　だが、それだと降格されるだけで、教会から追い出されるまではいかないはず。だとしたら他にも何かあるんだろうが、このタイミングで言わないということは他人に教えたくないことなのだろう。無理に聞き出す必要はないな。



「離れて寂しく思える友人がいるなんて、羨ましい」

「そう、なんでしょうか？」

「俺には大切に想える相手がいないからな」


元々、友人の少ない俺にとって、この人でなければいけない。そんな相手は昔のコレットだけだった。いつかまた見つかると良いなとは思うが、今は新しい仕事を見つけて生活基盤を整えるほうが重要だ。



「さて、そろそろ村長の家に行くかな」

「急だな」

「挨拶は早めのほうが良いからな。先に失礼する」


昨日は夜遅かったので後回しにしたが、これから村長に移住の挨拶をしなければならない。




食事をしているソフィーを残して、俺は店を出たのだった。







この村で一番大きい建物。そこに村長が住んでいる。村の中であれば、どこにいても見える場所にあるので迷うことはなかった。




家の前に立つとドアをノックする。老婆が出迎えてくれた。俺の記憶が正しければ村長の妻だったはずだ。



「どちらさまで？」


やや警戒心が残る声だ。知り合いばかりの村で、見慣れぬ男が来たのだから無理はないだろう。



「移住希望です。挨拶に来ました」


俺の言葉を聞いて納得したのか、老婆の表情が少しだけ柔らかくなった。




客間まで案内されると村長が来るまでしばらく待つことになる。




一見すると普通の部屋のように見えるが、いくつか気になるところがある。




例えば壁に掛けられた村周辺の地図。森のエリアに×印がいくつかあって不吉だ。他にも土に汚れた道具。そのほとんどが野営に使うものだが両刃の剣や鎧の一部もあって、なんでここに置いてあるのかがわからなかった。




もう少し詳しく調べてみようと思って、腰を浮かしたところで足音が聞こえた。様子をうかがっていると、しばらくしてドアが開く。



「おお、おぬしか！　元気じゃったか！」

「村長。お久しぶりです。魔法剣士のラルスです」


ヤンを荒らしていたオーガを討伐したときに、俺の顔を覚えてくれていたみたいだ。




友好的な笑みを浮かべたまま握手を交わす。



「移住希望者と聞いているが、冒険者は引退したのかね？」

「事情があって定住しようと決めました」

「ふむ、体のほうは特に問題はないか？」

「ですね。むしろ、オーガを倒したときより体のキレは良いですよ」


五体不満足で移住されても困るだろうから体の強さをアピールしておいた。




それがよかったのか、村長の年齢を感じさせるシワがさらに深まる。



「それは結構、結構。前に滞在していた場所はどこじゃ？」

「クルトです」

「なら、同じ領地内じゃから、領主様が出した条件は満たしておる。人柄は保証されているし、移住は問題ないじゃろ」


ヘルミーネから格安の依頼を受けたことが、こんな形で返ってくるとは思わなかった。自分のためにやったことではあるが、良いことはしておくものだな。




村長が一枚の羊皮紙を出す。移住に必要な内容を書き込むためだ。




俺は文字が書けるので、氏名に年齢などの情報を記入していく。



「すべて記入しました」

「不備はないようじゃな。ミディア！」


妻の名前を呼ぶとすぐに部屋に入ってきた。




村長が羊皮紙を渡したら、再びどこかに行ってしまう。



「これでお前も村の一員じゃ」

「よろしくお願いします」


審査ぐらいあると思ったが、拍子抜けするほどあっさりと終わってしまった。




生まれ故郷を出てからずっと冒険者として各地を旅していた俺が、今日からヤンの住民として生活することになる。記念するべき日となった。



「さて、相談があるのじゃが、よいか？」


嫌な予感はするが、新人の俺が断れるはずもない。



「相談とは何でしょうか？」

「まあまあ、慌てるんじゃない。ほれ、お茶でも飲むぞ」


村長がそう言ったタイミングで、老婆のミディアがお盆にグラスを二つ乗せて持ってきた。息の合った行動に、二人が長い年月ともに行動していたことを感じさせる。



「いただきます」


一口飲む。さっぱりとした中に、まろやかな甘味があって若葉の爽やかな香りが心を落ち着かせてくれた。お茶に疎うとい俺でも高級品だとわかるぞ。



「その表情だと気に入ってもらえたようじゃな。取れたてじゃないとこの味は出せん。出荷した時点で味は数段落ちる。ここに住む者の特権というやつじゃ」


笑顔で説明した村長は、カップを持つとお茶を飲む。



「うむ。ミディアが入れるお茶は最高じゃな」

「バカなこと言ってないで、早くお話ししたらどうですか？」

　ああ、やっぱり面倒な依頼があるんだな。冒険者ではなくヤンの一員になった俺は断れない。

「ラルスよ。地図を見てくれ」


抵抗は諦めて大人しく壁に掛けられている地図を見る。



「赤い×マークがついてますね」

「魔物が目撃された場所じゃ」


なるほどね。そっちか。魔物に殺された村人のマークだと思っていた。俺が想像していたよりかは良い状況のようだ。



「森に魔物が出現するのは数年に一度ぐらいだったが、今年は異常じゃ。もう十件以上も目撃されている」

「ダンジョンが近くに出現したということですか？」


魔物が出現する原因はいくつかあるが、そのうちの一つがダンジョンだ。突如現れて、魔物を吐き出す魔物の住処。コイツが近くに出現すると、魔物の目撃数が急増するのだ。




誰も姿を見たことはないものの、最奥にいると噂されているダンジョンマスターを倒せば、ダンジョンのすべてが手に入るらしいが、真偽は不明だ。もしこの噂が本当であれば、巨万の富と巨大な軍事力が同時に手に入るチャンスになるのだが……。



「そう思って調査を冒険者に依頼したのじゃが、何も見つからなかった。領主様は原因がわかったら報告しろというだけで、放置されている状況じゃ」


ダンジョンが見つかっていないのであれば、兵士は動かせないということだろう。無駄な金は使いたくないという領主の考えもわかる。



「俺に求めているのは調査と魔物の間引きですかね？」

「その通りじゃ。ラルスには自警団に入って、ヤンを守りながら調査してほしい。給金は村から出る。頼めるか？」


冒険者は引退したが、別に戦いが嫌いというわけではない。むしろ好きな部類だ。俺は引き受けてもよいと思っていた。



「出現する魔物の種類を教えてもらえますか？」

「メインはゴブリン、詳細は自警団のヤツらに聞くんじゃ」

　曖昧な情報なのが少し不安だが、仕方がない。依頼は引き受けよう。

「何もなければ三日に一回は休ませてください。また空いた時間は村の中で好きに行動してよいことを許していただけるのであれば、引き受けます」

「ただし、休みの間でも魔物が襲ってきたら対処してもらうぞ？」

「もちろんです。全力で皆さんを守りましょう」

「なら、問題なしじゃ」


戦いから離れて静かに暮らそうとしていた俺だったが、どうやらヤンでは真逆のことを求められていた。




冒険者に依頼すると金はかかるし、柔軟性にも欠ける。俺みたいな元冒険者の村人というのは使い勝手がいいのだろう。移住者だし、魔物に殺されたとしても文句を言う親族がいないというのもポイントは高いんだろうな。死ぬまで利用するとまでは思っていないだろうが、新参者なんだから役立つところを見せろ、といった考えはありそうだ。



「わかりました。仕事は明日から開始します」

「うむ。各所には連絡しておく。紹介状も渡しておこう。それと、今日からは移住者用の家に泊まるのじゃ」

　村長が銀色のシンプルな鍵を取り出したので受け取る。


しばらく宿屋で生活すると思っていたから助かった。その後は村での生活ルールを聞いてから、村長の家を出て新居に向かうことにした。







村の中でも立地の良い場所は昔から住んでいる人や、村長といった役職のある人たちが占拠している。一番立場の低い移住者の家なんて不便な場所にあるのが当然だ。




俺が住む家は村の端で森に最も近い場所にあった。半年前までは人が住んでいたようだが、もう使っていないらしい。ここが俺の新居となるのだ。



「思っていたより状態は良いみたいだ」


人が住まなくなった家は朽ちるのが早いというが、外観からは特に痛んでいるような場所は見当たらない。村長から受け取った鍵を使ってドアを開けて中に入ると、レンガ造りの家は少し埃っぽく感じた。




一人で住むには十分な広さで部屋は三つある。家具は置きっぱなしで、ベッドやテーブル、椅子など必要なものは一通りそろっている。簡単な掃除と洗濯をするだけで、すぐに住めそうだ。




少ない荷物を家に置くと、教えてもらった共同の洗濯場で水を汲んでシーツをゴシゴシと洗う。時間が遅いこともあり、近くには誰もいない。無心で作業をしていると、聞き慣れた声がした。



「ラルスさんもお洗濯ですか？」

　顔を上げて声の主を見ると、ソフィーが立っていた。両手でカゴを持っていて、中には大量の布が入っている。


女性だから衣服が多い……のレベルではない。こんな荷物を持って移動するなんて現実的ではないからだ。



「すごい量の洗濯ものだな」

「実はあの後、ヘルミーネちゃんと仲良くなったんですよ。そうしたら親父さんから提案があって、仕事を手伝う代わりに宿の一室を無料で貸してくれるってことになって」


あの親父、ソフィーが美人だからって優遇してないか？




いかにも世間知らずに見える彼女を手に入れようとして……と、そこまで想像してから頭を横に振って振り払う。




いや、さすがに考えすぎだ。ヤンにはヘルミーネと年の近い女性が少ないから、友だちづくりのためにといった感じで取引したのだろう。



「ラルスさんは、どこに住むことになったんですか？」


俺の隣に座って洗濯を始めたソフィーが質問をした。



「村の端で、周囲には建物はない。静かで気楽に暮らせる場所だな」

「そうなんですね！　今度、あいさつしに行きます！」

「楽しみにしている」


一人暮らしの男の家に女性が来るとは思えないので、実現しない口約束ぐらいの軽さで返事をした。その後も洗濯が終わるまでの間、俺が自警団に入ることが決まったことやヤンに訪れる前の話をしながら過ごす。




まだ出会って二日ではあるがソフィーとは性格があうのか、会話が止まることはない。退屈な洗濯は、いつの間にか終わっていた。



　まだ大量の洗濯物が残っているソフィーに別れを告げて、家に戻ってシーツを干してから村の中心にある自警団の建物に向かう。


中に入った俺は近くにいた若い男に村長からもらった紹介状を見せると、一目見ただけで投げ捨てられてしまった。




不覚にも予想しなかった行動に思考が止まってしまう。



「お前みたいなトロそうなおっさんが、自警団に入るだとぉ？　村長のジジィもついに耄碌もうろくしたか。見てわかる。お前は無理だ。さっさと帰りな」


ニヤニヤと人を見下すような笑みを浮かべていた。




若者特有の生意気な口の利き方には慣れている。お、活きがいいな、としか思わないが、舐められたままでは今後の仕事がやりにくくなる。どっちが上なのかこの場で証明しなければならないので、売られたケンカ買ってやろう。



「久々にガキの面倒を見るのも悪くはないか」

「あぁ！？　おっさん、もう一度言ってみろよ？」


ありきたりな挑発をしただけで、あっさりと餌えさに食いついてくれた。




自警団に所属している人のレベルが低すぎないかと心配になってしまうが、今回は都合が良いので気にしないことにした。



「もっと直接的に言わないとわからないようだな。遊んでやるからかかってこいよ」


人差し指をクイクイと前後に動かすと、顔を真っ赤にして飛びかかってきた。




殴りかかってくる腕を取って、力の流れにしたがって相手の体を回転させるようにして投げ飛ばす。



「ぐぇ」


カエルが潰れたときに出す声が若者から出た。




俺はそのまま顔面に足を乗せて少しだけ体重をかける。頭蓋骨ずがいこつからミシミシと嫌な音が聞こえた。




人を一方的に虐しいたげる行為は好きではない。今すぐ足を離したくなるが、それをしてしまえば軽く見られてしまう。ちょっかいを出しても、すぐに許してくれる柔いヤツだと評価されるのだ。自分の腕一本で生きていかなければいけない冒険者稼業において、その評価は致命的。誰もついてこなくなる。




荒事の多い自警団でも同様だろう。




俺たち平民はまともな教育は受けられないので、深く考えずに本能で行動する人が多い。最初に力によってどっちが上なのか示す必要があるのだ。



「た、助けてくれ！？　俺が悪かった！！！！」

「相手の力量を見極める能力もなければ、基本的な体術すらできない。その上、挑発に弱い。お前本当に自警団のメンバーか？」

「丸腰で弱そうに見えたから……」

「たったそれだけの理由で判断するとは、お前は本当に愚かだな」


歩き方や体格、手の厚みなど、判別方法はいくつもあるのに気づかないとは……。




それに体が華奢な女性でも魔力で強化すれば、岩を片手で持てるようになるんだぞ？




魔力持ちの平民が少ないからって、見た目だけで判断するなんて自殺するようなものだ。



「次から気をつけるんだな」


顔から足を離す。ようやく不快感から解放された。



「すまない。うちの若いのが世話になった」


後ろを振り返ると、顔に切り傷が残っている厳つい顔をした男が立っていた。




そいつは軽く頭を下げてから、ことの経緯を見守っていた他の自警団員に倒れている若者を医務室に連れて行くように指示を出す。




この場の中心になっている、彼こそがここの自警団の長なのだろう。



「子供のしつけは、親の責任だぞ？」


ゆっくりと歩いて男の前に立つ。




体格は良く、使い込まれている剣を腰にぶら下げている。荒事に慣れている人特有の空気をまとっていて、油断ならない人物に見えた。



「その通りだ。同じことが起こらないように、しっかりと教育をする」

「期待しているよ」


言い足りない気持ちはあるが、これからお世話になる組織だ。この男と争っても意味はないので今回はこの程度で終わらせることにした。



「助かる。俺は自警団をまとめているオルレ。君のことは人伝に聞いている。歓迎しよう」

「元冒険者のラルスだ。よろしく頼む」


言い終わってからお互いに握手を交わす。




これで俺は自警団の一員となる。小さい組織なので、トップが認めればそれで終わりなのだ。楽でよい。



「奥に俺の部屋がある。そこで森についての詳細を話そう」


オルレの後について執務室と思われる部屋に入った。




窓際にデスクがあり、羊皮紙がいくつか置かれている。オルレはその内の一つを手に取ると俺に渡す。



「森の調査書だ。これまでにわかったことが書いてある。文字は読めるか？」

「ああ、大丈夫だ」

　冒険者は依頼書を読まなければいけないからな。騙されないようにするためにも、ベテラン冒険者は一部例外を除いて文字が読める。


受け取った羊皮紙を読む。最近になって森に魔物が現れたこと、種類はゴブリンが多く次にスケルトンナイトの目撃が多いらしい。




ゴブリンだけなら近くに巣を作った可能性もあったが、自然発生しにくいスケルトンの目撃証言があるなら、やはりダンジョンの可能性のほうが高い。




何人か犠牲者もでているようだ。このまま被害が広まってしまえば行商人は別のルートを使うことになり、この村の収入は減ってしまう。領主に納める税金は変わらないので、村の負担は増えるばかりだ。そうなる前に村長は手を打っておきたかったのだろう。



「事情はわかった。明日から調査したいが、この通り、何も持っていない」


手をぶらぶらとさせて何も持っていないことをアピールする。




残念なことに装備は全部、リヒトに持って行かれてしまったからな。ダンジョンが発生している可能性があるなら、もう少しまともな装備が欲しい。魔法が使えるといっても連続で戦えば魔力切れを起こしてしまうから、攻撃の選択肢は多いに越したことはないのだ。



「使える武具を保管している場所に案内しよう」

　オルレが歩き出したので後を追う。左奥にあるドアを開き、細い通路を進むと鍵穴が二つもあるドアにたどり着く。

　勝手に持ち出されないように厳重に管理しているようだ。

　懐から取り出した鍵を使ってオルレがドアを開く。中に入っていったので、俺も部屋に入る。村の規模にしては多いと思えるほどの武具が並んでいた。

「ここにある物なら好きに使ってよい」

「ありがたい」


では、遠慮なく物色させてもらいますか。




両刃の剣や槍、金属製の盾まであるが、正直に言って質は悪い。村の小さな自警団が一般人に使う道具だと考えれば十分かもしれないが、魔物と戦うのであれば少々心許ない。



　剣を持って振ってみるがバランスが悪い。あまり使いたくないな。もっといい武具を用意して欲しいと言いたいところではあるが、これ以上の物は置いてないのだろう。


素手で戦うよりかはマシだと割り切るしかないか。



「これを借りるぞ」


質が悪い中でも多少はまともな片手で扱える長さの剣とレザーアーマー一式を手に取った。



「問題ない。森の調査は頼んだぞ」

「もちろんだ。任せてくれ」


俺も今日からヤンの住人なんだ。手を抜く気はない。




期待されていることだし全力を尽くそうじゃないか。




森の調査





翌朝。粗末なベッドで目を覚ますと、起き上がってから体をほぐす。頭と体が完全に目覚めてから簡単な朝食を済ませて、昨日買っておいた干し肉と固いパン、そして片手剣を持って森の中へと入っていった。




相変わらず不気味な雰囲気がする。以前より動物が少なくなり、その代わりに魔物が増えた影響だろう。




ヤンに向かっていたときは武器を持っていなかったので、気にはなっていたが調査せずに無視をしていた。だが今は最低限の用意はできているので原因を探る余裕はある。




剣を二、三回振って感触を確かめてから、魔力を通す。すんなりとはいかないが、俺の魔力が行き渡った。これによって強度と切れ味があがるのだ。強力な魔物と戦うには必須の能力で、上位の冒険者なら大抵は使える技術だ。



「よし、いくか」


ゴブリンやスケルトンナイトであれば十分に戦える準備はできた。




森の奥へと進み、二日前にゴブリンを倒した場所に戻る。



「丸一日以上は経過しているのに残っている……」


俺が魔法で殺したゴブリンの死体が地面に転がっている。食い散らかされた形跡はない。




肉食動物の食事になると思って放置していたのだが、この森にはほとんど残っていないようで、俺が想像していた以上に魔物が増えていそうだ。




死体から漂ってくる臭いを我慢しながら、しゃがんで地面を調べる。俺とゴブリンがつけた足跡の他に、別のものがあった。




五本線の足跡だ。目撃証言のあったスケルトンナイトが残したのだろう。数は二つ。ここにとどまった後、別の場所に移動したようだった。




足跡を追って俺も移動を始める。スケルトンナイトは明確な目的地はないようで、ふらふらとしている。同じ場所を何度も行き来することもあった。思考能力のない低級な魔物によくある行動なので不審だとは思わない。魔力に惹かれてさまよっているのだ。運が良ければダンジョンから放出される濃い魔力に向かうこともある。知らない森を当てもなく歩くより、スケルトンナイトの後を追ったほうが早く見つかるかもしれない。そういった偶然も期待して追っていると、どうやらスケルトンナイトの動きが変わったようだ。特定の場所に向かって迷いなく歩いた後がある。




向かう先にはヤンがあった。




森を抜け出してスケルトンナイトが村を襲う姿が脳裏に浮かぶ。



「クソッ！　初日からこれかよ！」


体内の魔力を練って身体能力を強化する。




足跡は新しかった。急げば間に合う！




草木をかきわけて足跡を追って進むと、ギリギリ拾える程度の小さい悲鳴が聞こえた。



「間に合えッ！」


走りながら剣を抜く。倒れた木を飛び越えて背の高い草を切り裂き、森の中に作られた道に飛び出した。



「ラルスさん！？」

　ヘルミーネをかばいながら、スタッフを巧みに使って応戦しているソフィーの姿があった。敵はスケルトンナイトが二匹。それぞれ剣と盾を持っている。攻守共にバランスの取れた個体だ。


ソフィーが使っているスタッフの先端には、虹色に輝く水晶が取り付けられていて周囲に小さいクリスタルがいくつも浮かんでいる。




このスタッフを俺は見たことがあった。




この国——ロンダルトの首都アクラで聖女がお披露目されたときだ。距離が離れていたので顔までは覚えていなかったが、その特徴的なスタッフだけは今も記憶に残っている。






　——別の女性と結婚すると言われて。

　——教会からも追い出されてしまいました。





初めて会った晩にソフィーが語っていたことだ。




恋愛関連で手痛い失敗をした俺は、その手の話題については深く追求しなかった。今そのことを後悔している。




もしソフィーが聖女だとしたら魔物やダンジョンより厄介な存在だぞ！



「ラルスさん！　時間を稼いでもらえますか！」

　少し悩んだが、今は将来の不安より目の前の問題を優先しよう。


言いたいことを飲み込んで、俺はソフィーに張り付いていたスケルトンナイトの一匹を蹴り飛ばす。



「任せろ！」


本物の聖女であれば何を狙っているのかわかる。俺は囮おとりになって時間を稼げばいいだけだ。




二匹のスケルトンが剣を振るう。俺が持っている片手剣で一本をはじき、もう一本は風の魔法で軌道をそらす。広範囲の魔法は使えないが、精密で高速な魔法を使えることが魔法剣士の真価と言える。




後ろに腰を抜かして尻餅をついたヘルミーネがいるので逃げ回ることはできないが、この程度であれば何時間でも戦い続けられる自信がある。




もっと強力な魔物と戦ったこともあるので余裕があるのだ。




その後も何度かスケルトンナイトの攻撃を回避していると、急に足下が光り出す。



『ターンアンデッド！』

　魔法名が叫ばれると同時に視界が真っ白になった。


教会が秘匿する聖魔法の一つだ。アンデッド系の魔物を消し去る強力な魔法で、使用者の力量で成功率と範囲が大きく変わる。




ソフィーが本当に聖女であれば、スケルトンナイトなら一瞬で消し去るだろう。




光によって視界が奪われたのは数秒。すぐに周囲が見えるようになった。



「……消滅している」


戦っていたスケルトンナイトの姿は一切残っていなかった。地面に二つの魔石と装備が残っているだけだ。



　これで少なくとも、駆け出しの回復師ではないことがわかった。残る可能性は、教会に所属している司祭級以上か、もしくは教会から特別に聖魔法を教わったベテランの回復師、そして聖女だろう。


こうなったら直接確認するしかない。



「そのスタッフは——」

「ラルスさん。後で説明します。村に戻りませんか？」


ヘルミーネのことを一瞬見てから、俺の言葉をさえぎって提案をした。



　聖女だと知っている人は少ないほうがよい。誰にも聞かれたくない話だろうし、ソフィーの提案を受け入れると決める。

「そうしよう。俺が先頭を歩くから、ソフィーはヘルミーネを支えながら歩いてもらえないか？」

「わかりました」


返事をするソフィーの手にスタッフがなかった。




仕舞う場所などないし、この場から消えたのだろう。あれだけ魔力の込められたスタッフなんだから、特殊効果の一つや二つがあっても不思議ではないか。ソフィーが聖女のスタッフを自由に使える状態だなんて、教会は把握しているのだろうか？　そんな疑問が浮かんだが、知っていたら対策をしているはずなので隠しているのだろうと自己解決した。



「さ、私の肩に腕を回してください。村に帰りましょう」

「ソフィーちゃん、ありがとう」


俺がスケルトンナイトの残した魔石を拾っている間に、ヘルミーネはソフィーに支えてもらいながら立ち上がった。お互いを支え合う仲の良い女友だちにも見える。



「お待たせしました。行きましょう」

「俺はゆっくり歩く。離れすぎないように気をつけてくれ」


剣は抜いたまま周囲を警戒しながら道を歩く。




魔物の存在は感じない。油断するべきではないが、当面の危機は去ったと考えても良いだろう。



　余裕が出てきたので、なぜ二人だけで森にいたのか理由を聞く。

「どうして二人はここに？」

「薬草を探しに行こうって私が誘ったんです」

　答えたのはソフィーだった。

「この森に魔物が出ることは知ってたんだろ？」

「はい……奥に行かなければ大丈夫だと思っていました。今思えば浅はかな考えでしたたね……」

　反省しているようで助かったというのに沈んだ声だった。

「ソフィーちゃん、強かったんだね！　かっこよかったよ！」

　そんな彼女を励ましたかったのか、ヘルミーネがやけに明るく振る舞う。

「そうかな？　ありがとう」

　突然褒められて驚いたみたいだ。戸惑いながらもソフィーは返事をした。

「あ、そういえば、あのキラキラした棒はどこにいったの？」


スケルトンナイトと戦うときに使っていた聖女のスタッフのことを言っているのだろう。当然の疑問だが、聖女だと隠しているのでバカ正直に教えるわけにはいかない。




ソフィーは返事に困っているみたいで目を泳がせている。




ここは俺が助けるか。



「護身用として俺が、魔力を使って呼び出せる武器を貸しておいたんだよ。最後に使った光もあの武器の力だ」


ソフィーが驚いた顔をして俺を見る。




返事をする代わりに軽くウィンクをした。



「そんな武器があるんですね！　すごく高そう」

「ダンジョンで見つけたから値段はわからないが、売ったら死ぬまで遊んで暮らせるだろうな」

「すごい。そんな高価な物だったんですね」

「だから、この武器の存在は秘密にしてほしい」

「わかってますって。他の人が見たら村の財産として提供しろとか言いそうですもんね」


真剣な表情をしたヘルミーネが、うんうん、と何度もうなずいていた。




新入りが高価な物を持っていたら周囲からの嫉妬は避けられない。




嫌がらせされるだけならまだマシなほうで、最悪、村長命令で村の共同資産にされる場合もあるのだ。



「だから、襲われそうになった二人を俺が助けたってことにしてもらえないか？」

「いいですよ！　その代わり、今晩は私のお店でご飯を食べてくださいね」

「さすが、宿屋の娘だな。商売が上手い」


これでしばらくは大丈夫だろう。すぐに噂が広まることはない。




後はソフィーから話を聞いて考えることにするか。







ヤンに戻ると、ヘルミーネを宿に帰してから自宅に戻った。




井戸からくんだ水を沸騰させて茶葉を入れる。形が歪な木製のコップに注いでからテーブルにまで持っていくと、がたつく椅子にソフィーが座っていた。



「ありがとうございます」


お礼を言った彼女はコップを両手で持つと、俺が淹れたお茶を飲む。



　この後はオルレや村長に報告することもあるので時間はかけたくない。

「お偉方と違って、言葉遊びをするつもりはない。思ったことをそのまま聞く。あのスタッフには見覚えがあるんだ。ソフィー、君は聖女なのか？」


コトリと音を立ててコップを置くと、数秒してからソフィーが口を開いた。



「ラルスさんがご想像した通りです。私は、ロンダルト王国第十三代目の聖女として選ばれたソフィー・フリーゼです」


できれば外れてほしかった想像だ。こんな大物がヤンに住んでるなんて、予想しろってのが無理な話だろう。




俺は吐き出しそうになった愚痴を飲み込む。



「家名は聖女になったときにつけられました。生まれは平民です」


聖女とは血統で選ばれることも、地位や資金力によって選ばれることもない。




聖魔法の適性が高い女性がその地位に就くのだ。過去に何度も平民から選ばれたこともあるので、珍しい話ではない。




治癒、結界、浄化……聖魔法でしかできないことは多い。聖魔法の使い手、その頂点に立つ聖女の役割は多岐にわたる。重傷を負った貴族の治療や教会の祭典への参加、騎士団に同行して魔物の殲滅せんめつに協力することもある。そして、病気や怪我で動けなくなるか、死ぬまでずっと奉仕活動を続ける人生を送るのだ。



「なるほど。ソフィーが聖女なのはわかった。なぜ、ここにいる？」

「…………」


言いにくいことなのか無言のままだ。問い詰めているようで可哀想に思ってしまうが、教えてもらわなければならない。



「今の聖女は十四代目。私には劣りますが聖魔法の適性が高く、私と違って教皇や貴族にとって都合の良い駒になっています」

「もしかしてソフィーは、貴族どもの圧力によって追い出されたのか……？」


であれば大問題だ。教会は政治から離れることにより独立性を維持していたので、権力者の意見が聖女交代にまで影響されるようになったのであれば、教会で聖魔法を学んだ回復師たちが権力者に囲われてしまうことにも繋がる。




前のパーティにいたエヴァのように今は冒険者になる回復師もいるが、今後はそれすらなくなってしまうだろう。冒険者の死亡率は高まり、市民は聖魔法の恩恵を受けにくくなってしまう。



「その通りです。今の教皇、私の婚約者だった方は、権力者とのつながりを強化する方針でした。古い考えを一掃するために象徴であった私を追い出したのです」


最悪だ。俺の予想を上回るほど状況は悪いみたいだ。




権力に屈したのではなく教会のトップが腐っているのだ。




もうこうなったら、貴族どもは甘い汁を吸い続けて離れないだろう。




それが権力者という生き物だ。教会を浄化するのは難しい。



「なるほど。教会の事情はよくわかった。ソフィーに追手はいないのか？」

「追い出されたといっても、元聖女を暗殺すれば信者から暴動が起こるでしょう。それに教会側にも事情があるので、すぐに何か問題が起こるなんてことはありません」


言い終わると同時に、ソフィーは乾いた笑いをしていた。



「それで、私のことは……」

「黙っていてほしい。そういうことだろ？」

「……はい」

「わかった。俺からは言わない」


事情は大まかだが把握できた。




ソフィーの話が本当であれば、しばらくの間は安全だろう。






◇　◇　◇





オルレや村長に、森でスケルトンナイトと戦ってヘルミーネやソフィーを助けたことを報告すると、即日、森への立ち入りを限定的に禁止する命令が出た。森の恵みを頼りに生きている人もいるので、一切の立ち入りを禁じることまではできなかったのだ。




どうしても森に入らなければいけない場合は、自警団のメンバーもしくは個人的に冒険者を雇うなどしなければいけない。村全体に緊張感が漂っている。






「今日も森に入るのか？」


俺に問いかけてきたのはオルレだ。




出会ってから対等な関係で話していたので、上司と部下ではなく悪友みたいな関係になっている。



「村長から早く原因を突き止めてくれと言われているからな。ダンジョンさえ見つかれば、領主からの援助も期待できるそうだ」


騎士団や冒険者を派遣するにはお金がかかる。重要な街であれば別だが、ヤン程度であれば仮に潰れてしまっても痛手にはならない。原因が判明するまでは人を動かす価値がないのだ。




逆にダンジョンさえ見つかってしまえば領主の力によって、ダンジョン攻略の拠点としてヤンが栄えることが約束される。



「ダンジョンを探すついでに魔石も回収しろと言われているし、結構大変なんだぜ」

「村の収入が減っているからな。今のヤンには魔石の売上も必要なんだよ。頑張ってくれ」


自警団の任務中に手にいれた魔石は、村の共同資産として取り上げられてしまうルールになっている。魔物を倒しても俺には何の得もないのだ。




魔道具の動力源として使われる魔石の需要はつきることはないので、行商人にでも売って、村の予算に加えるつもりだろう。



「ヤンの近くに魔物が出ると噂が広がって、行商人の数が減っている。早めにダンジョンを見つけてくれよ」

「わかってる。周辺に漂う魔力を追っていけば、早ければ数日、遅くても二、三週間で見つけられるさ」


時間をかければヤンの財務事情は悪化していく。ヘルミーネの宿なんて最初に影響を受けるのは間違いない。ソフィーがお世話になっているし、問題が表面化する前に解決したいとは思っている。



「俺は数日間、森にこもる。ヤンのほうは任せた」

「おう、村の外はお前に任せた。死ぬなよ」

「もっと危ない橋を何度もわたったことがあるんだ。この程度、問題ないさ」


床に置いていた大型の背嚢はいのうを背負う。保存食や水、テントなどが入っているので重い。準備は問題ない。体調も万全だ。



「行ってくる」

「気をつけろよ」


オルレと別れの挨拶を済ませるとダンジョンを探しに森の中へと入り、漂う魔力が濃い方向へ向かって歩いていく。




もし魔力を可視化したら、水に絵の具を垂らしてかき混ぜたような、濃い部分と薄い部分が絡み合った複雑な模様を描いているだろう。魔力が一番濃い場所にたどり着いたからといって、そこが中心とは限らないのだ。




魔力が濃いエリアを一つ一つ丁寧に探していき、ダンジョンを探す。気力と労力が非常にかかる任務だ。



「ここも外れか」


切り株に座って地図を広げるとマークをつける。




昼までに魔力が濃い場所を二ヶ所訪れたが、ダンジョンの入り口らしきものは見つからなかった。




水を飲んで保存食を食べると、すぐに立ち上がって調査を再開する。




ダンジョンが見つからないと何も始まらないのだ。ゆっくりしている時間はない。ヤンの経済的、人的被害が拡大する前に発見したい。




スケルトンナイトのようにフラフラと歩きながら草を切り裂いて道を作り、前に進む。もうすぐ日が暮れてしまう時間になって、ちょっとした広場に出た。



「湖というには、小さいか？」


中心には直径百メートルほどの水たまりがあった。未発見の場所らしく、村の地図には記載されていない。水は澄んでいて底まで見える。飲み水に使えそうだ。周囲を見渡すが動物の姿はない。やはりこの森から逃げ出してしまったのかもしれない。




こういった隠されたような場所にダンジョンが発生することは多い。もしかしたら見つかるかもしれない。そんな期待が膨らむ。



「まずは調査だな」


湖をぐるりと一周するように歩きながら、異変がないか確認をする。




ダンジョンの入り口は特徴的なので見落とすことはない。地面に大穴ができる、昨日までなかった城が急に出現した。そんな感じだ。だが残念なことに何も見つからなかった。水たまりの底にも、なにもない。




俺は地図にマークを付けると荷物を下ろした。




周囲は暗くなり始めたので探索を継続する時間がない。ダンジョンは見つからなかったが、野営場所としては適している。今晩はここで休むつもりだ。




手早くテントを組み立てて、保存食として持ってきた干し肉を食べる。湖の水を沸騰させてから水袋に追加した。




そのころになると、陽は完全に落ちて周囲は真っ暗だ。



『ライト』


明かりの魔法を使って光る球を浮かび上がらせてから、黒く小さい箱を一定間隔で周囲に置き、起動スイッチを入れる。これは魔物や動物が近づくと、使用者の脳内に警報音が鳴る魔道具だ。一人で野営する場合はこういた道具を使う。




野営の準備が終わったので、『ライト』の効果を切ってからテントに入って横になる。夜の森にただ一人だけ。一日中歩き回ったこともあり、すぐに眠気が襲ってきて、意識が薄れる。もうすぐ完全に寝てしまう。そんな瞬間に脳内にけたたましい音が聞こえて、一気に意識が覚醒した。




警報音が鳴っているだと！？




鞘から剣を抜くとテントから飛び出す。外には暗闇に浮かぶいくつもの赤い点があった。




ゴブリンは暗闇に浮かぶような眼は持っていない。この特徴的な光は、スケルトンナイトだ。



『ライトッ！』


アンデッドは生物から発する魔力を感知して、動きを把握していると言われている。暗闇のままだと俺だけが不利な状態になる。まずは周囲を明るくして状況を改善しようとしたのだが……なんだ、この数は！？　スケルトンナイトが十匹もいるぞ！




ダンジョン内ならともかく、野外でこの数のアンデッドがまとまって行動するのは珍しい。濃い魔力にひかれてここに集まったのか……？




考えている間にスケルトンナイトがゆっくりと近づいてきた。




この数に囲まれたら面倒だ。まずは数を削るッ！



『アイスボール』


魔力節約のために初級レベルの氷魔法を使う。




空中に浮かんだのは、人の頭ほどの大きさがある、いびつな形をした氷の塊だ。先頭のスケルトンナイトの頭部に衝突すると、糸が切れた人形のようにカラカラと音を立てて崩れ去る。




聖魔法への適性がない俺は『ターンアンデッド』は使えない。他の冒険者と同じように頭部を完全に破壊するか、もしくは体の大部分を破壊してスケルトンナイトを倒すしかないのだ。



『アイスボール！』


再び、氷の塊を浮かび上がらせるとスケルトンナイトに放つ。休まず、連続して魔法を使う。俺の近くに来るまでに数を半分までに減らすことができた。




ここから先は接近戦になる。体内で魔力を練って身体能力を強化すると、片手剣を持つ手に力を込めた。



「いくぞッ！」


声を出して気合を入れる。




左から右へ片手剣を横に振るう。スケルトンナイトの頸けい椎ついを切断すると、頭部がボトリと落ちた。




左右から振り下ろされる剣をバックステップでかわして、『アイスボール』を放ち、二匹を同時に軽く吹き飛ばす。背後から忍び寄ったスケルトンナイトの突きを、刀身の腹で軌道をそらして、蹴りの反撃をおこなう。




考えて行動していたら間に合わない。その一瞬、一瞬で、的確な判断をおこない攻撃を切り抜けて反撃していく。




囲まれないように動き回っていると、気づいたらすべてのスケルトンナイトを倒していた。



「ハァ、ハァ、ハァ………」


パーティを追い出されてから初めての本格的な戦いだった。




体は鈍っていない。危なげなく倒せたが、動き回ったことで疲労が蓄積している。もう一歩も動きたくない。



「魔石の回収は明日にしよう」


貴重な水場だというのに生き物の気配がないのは、近づく動物やゴブリンをスケルトンナイトどもが殺していたからだろう。




俺が全滅させた今、ここは安全なはずだ。スケルトンナイトの知能は低いので別働隊の心配はいらない。もう休んでも大丈夫なはず。




重い体を引きずって、テントに入り横になる。警報が再び鳴らないことを祈りながら目を閉じると、すぐに深い眠りへと落ちていった。







翌朝、目が覚めると片手剣を持ってテントの外に出た。




周囲には戦闘の跡が残っていて、骨の残骸や錆さびが浮かんでいる剣、あとは魔石が転がっている。




地面が物だらけだ。冒険者であれば持ち帰って売るとは思うが、俺みたいな村人が手に入れても共同資産にされるだけで、うまみはない。なによりこれからダンジョンを探すのに邪魔だ。




魔石だけ回収しよう。そう決めると邪魔な骨を踏まないように歩き、魔石を拾い上げた。青い半透明の石で大きさも普通だ。特筆することは何もない。昨日の夜に戦ったスケルトンナイトは普通の個体だったようだ。




すべての魔石を回収し終わると体を伸ばす。




疲労は抜けていて回復しきっている。よし、そろそろ朝食でも食べるか。



　テントの近くに戻って背嚢はいのうから干し肉を取り出すと口に入れた。塩辛く固くて不味い。だが、腹は膨れるので文句はない。


食べながら歩いて、近くにある湖をじっくりと見る。昨日は気づけなかったが小さな魚が住んでいるようで、この森の中でようやくまっとうな生き物に出会えて安堵した。




魚がいるってことは、やはり水の中にダンジョンの入り口はないだろう。もしあるなら魚ではなく水生の魔物が生息しているはずだ。



「さて、今日はどこに行こうか」


地図を取り出して次の目的地を探す。ここからさらに北に行くと人の背を優に超える大きい岩があるようだ。目印として使えるので行ってみるか。




目的地に向かう途中で、スケルトンナイトに出会ったが一匹だったので『アイスボール』の一撃で撃退する。道なき道を歩いて三時間ほど経過したころになって、ようやく目的地付近に到着した。この先にデカい岩があるはずだ。




視界をふさいでいた木を通り抜けるとジャリと砂を踏む音がして、周囲の雰囲気が一気に変わる。



「なんだ、これ……全く違う場所に出たぞ」


一言でいえば墓地だ。森が墓場に変わっていたのだ。




名前が刻み込まれた墓石が一定間隔で並んでいる。その数は数百を超える。土が掘り返されて、棺桶のふたが開いている場所もあった。スケルトンナイトはここから出現したのかもしれない。




視界の奥まで墓地が続いていて、全体の規模はわからない。この先にダンジョンがあるのは間違いないだろうが、ここまで大規模なのは初めて見た。




このまま進むか、それとも報告に戻るか悩んだのは一瞬、奥に進む決意をした。




ダンジョンを発見したと俺が話しても信じてもらうのに時間がかかるだろう。領主を動かすためにも必要なのは証拠。それもわかりやすいものだ。




例えばダンジョンから見つけた魔法の武具やアクセサリー、ポーションの類を持って帰ったほうが話は早いだろう。もしくは特大の魔石でもいい。




ダンジョン内の設備や物を持って帰る選択肢もあるが、ダンジョンを攻撃すると稀に大量の魔物が押し寄せてくることもあるから、できれば取りたくない手段だ。




墓地という見た目もあって、ダンジョンに慣れた俺でも恐怖心が湧き上がってくる。だが、逃げ帰るわけにはいかない。



「行くか」


周囲を警戒しながら墓地の中を進んでいく。




固く平らな地面は歩きやすく、人を奥へと誘導しているように感じる。




不思議なことに徘徊はいかいしているような魔物はいない。誰とも出会うことなくしばらく進んでいくと、左手のほうに石を積み重ねて作った屋敷が見えてきた。




壁の一部が崩れて屋根に穴が空いている状態ではあるが、貴族が住んでいたような高級感がある二階建ての建物だ。サイズも大きく数十人は暮らせそうで、周囲には迷路のような庭園がある。




あの屋敷が本当の入り口なのか？　それとも別の場所にあるのか？




この疑問に答えられる人はいない。だから調べるしかないのだが、今回は止めておこう。



「ゴースト、他にもレイスまでいるのか」


両方とも肉体から分離した魂だけの存在で、ゴーストは人間の体にとりついて体力を奪うだけだが、レイスは魔法まで使ってくる強力な魔物だ。肉体がないので普通の金属で作られた武器で攻撃しても、ダメージは与えられない。ヤツらと戦うのであればミスリル銀や聖刻文字が刻まれた武器、もしくは聖魔法ぐらいしかない。




自警団から借りた武器だけでは対抗できないのだ。




この中に入って探索するのは難しい。今回は見送ろう。




再び足を動かしてダンジョンの入り口を探す。しばらくは新しい発見はなく墓石に囲まれた道を歩いているだけだった。




景色は変わらず何もない。単調な時間が続いていく。この状態を何日も続けろと言われたら、嫌になって帰るだろう。そんなことを考えていたら、目の前に大きな穴が見つかった。気づくのがもう少し遅れたら、真っ逆さまに落ちていた。穴の中をのぞいてみるが、下は暗く底は見えない。




穴の壁には、らせん状の階段がある。あれを使って地下へ向かえということだろう。穴の奥にある魔力濃度は一段と濃くなっているので、下に降りた先に、ダンジョンの入り口がありそうだ。墓地や屋敷はダンジョンの影響で発生しただけで、俺がいる場所はまだダンジョンの中というわけではなかった。



　屋敷に出現していた魔物のことを考えると、これ以上進むのはリスクが大きいかもしれない。装備を調えてから再挑戦するべきか……今回は証拠を持って帰るのは諦めよう。


撤退の判断をすると背後から殺気を感じた。さらに頭上に何かが落ちてきそうな気配もあるので、横に飛ぶ。




ドンッ！




地面を叩く音とともに土煙が上がった。




くるりと回転して片手剣を構える。目の前には全身を覆うプレートアーマーを身につけ、分厚い剣を持った魔物が立っていた。身長は俺の倍以上ある。俺の記憶にあるよりデカいが、スケルトンナイトの上位種であるアンデッドナイトだろう。歩いてきた道は、コイツが塞ふさいでいるので使えない。背後はダンジョンの奥に進む深い穴がある。逃げるのは……難しそうだ。



「戦うしかないか」


安全を第一に調査したいと思っていたが、どうやら無理そうだな。目の前の敵を倒すことに決めた。




アンデッドナイトが剣を水平にすると、横薙ぎの一撃を放ってきた。




俺が使える風魔法で軌道をずらすことは不可能だ。剣がデカすぎる。背後には大きな穴があって後ろには下がれない。タイミングが重要だ。迫り来る分厚い刀身が俺の体を両断する寸前で跳躍してかわした。




大ぶりで技術のない攻撃ではあるが、少しでもかすってしまえば致命傷になるほどの、驚異的な攻撃力がある。やはり、見た目通り普通のアンデッドナイトではなさそうだ。ボスもしくはユニーク個体と呼ばれる存在だろう。普通ならダンジョンの奥に行ったときに戦うような魔物で、ダンジョンにすら入っていないこの場で出会ってよい存在ではない。




俺が持っている質の低い片手剣では鎧を砕くことも、行動不能に追い込むまで破壊することもできないだろう。



「魔法を使うか」


問題は何の魔法を使うかだ。『アイスボール』ではダメージは与えられない。高威力の魔法は発動に時間がかかる。



「ちッ」


考えをまとめていると、アンデッドナイトが再び攻撃をしてきた。




斜めから振り下ろされる剣を転がって避ける。立ち上がると同時に目の前に巨大な拳が迫ってきた。



『魔法障壁ッ！！！！』


周囲に透明の膜が出現すると、アンデッドナイトの拳が衝突。衝撃音と共に強烈な風が周囲に発生した。




アンデッドナイトは俺を殺すことを諦めない。『魔法障壁』を破壊しようとして、さらに力が込められていく。パリパリと、割れるような音が聞こえてきた。




俺を守っていた『魔法障壁』にヒビが入ったのだ。




マズイ！　このままだと力負けする！




魔力を込めて修復しようとするが間に合わない。ヒビが増えていく一方だ。このままじゃもたないッ！




ガラスが割れるような音と共に『魔法障壁』が破壊された。それと同時にバックステップをして宙に浮かぶと、風の魔法を使って体を後ろに吹き飛ばす。




俺はダンジョンの入り口——大きな穴に向かって落下していくことになった。




アンデッドナイトは大穴のふちに立って見下ろしているだけだ。



『フォールコントロール』


無属性の魔法を使って落下速度を遅くする。




あとは地面に着くまでゆっくりと落ちていくだけだ。




いくら力が強くてもここまでは来れないだろう！



「これるなら、来てみろってんだッ！」


挑発しながら嗤う。




その巨体では階段を使うこともできまい！　お前はそこで獲物が逃げてしまうのを見ていればいいんだ！




ん？　なんで力を溜めるようにして、しゃがんでいるんだ？




おいおい。まさか！　って、飛びやがった！！！！




アンデッドナイトの巨体が宙に浮かび、重力にしたがって落ちてくる。俺の真上にいて押しつぶそうとしていた。




脳みそ空っぽのくせに挑発にのるんじゃない！！




クソッ逃げ切ってやる！



『フォールコントロール』は落下のスピードを緩やかにするだけで、空中を自由に動くことはできない。新しい魔法を使わなければ！

『エアハンマー』


空気の塊が俺の体に当たった。本来は敵を吹き飛ばすのに使う攻撃魔法だ。




空中にいる俺の体は横に移動して壁に激突する。



「ウッ」


体に溜め込んだ空気が一気に外へ出た。威力は弱めているが強い衝撃を受けた。全身が痛い。目の前がクラクラする。だが、ダメージを受けたかいもあって危機は脱した。俺の目の前をアンデッドナイトが通り過ぎていく。そのまま落下していき、暗闇に飲み込まれていった。




そしてしばらくすると、低い衝撃音が耳に届く。



「この高さから落ちたことだし、倒せただろう」


体がデカく重い装備をしていた分、衝撃は大きかったはずだ。




俺はゆっくりと落ちるだけだ……と油断していたら、他の魔物に襲われそうな気もするので警戒は怠らない。





ここは間違いなくアンデッド型のダンジョンなのだから、壁をすり抜けて襲うといった奇襲攻撃もしてくるだろう。






回復師のエヴァがいたら聖魔法で大活躍したかもしれないが、アイツの場合は勇者リヒトを守ることだけに専念して、結局、俺一人の時と変わらないかもしれない。




見た目は慈悲深い聖職者に見えるが、エヴァは嫉妬と愛情が深く、愛する人以外の命など石ころと同じぐらいの価値しか見いだしていないのだ。魔法使いのローザは金と権力が大好きな女だったので、二人だけならバランスはとれていたようにも思える。彼女たちにコレットが対抗できるのか気になるが……いや、考えるのはよそう。俺には関係ない。それに、そろそろ地面が見えてきたぞ。




弱い太陽の光が、動かなくなったアンデッドナイトの姿を照らしてた。



「完全に倒したか……？」


地面が近づいてきたので足から静かに着地した。




片手剣を持ったまま慎重に近づく。アンデッドなので呼吸をしないからわかりにくいが、多分、大丈夫だろう。倒したように見える。




目の前の脅威がなくなってようやく周りを見る余裕ができた。近くには高さが十メートル以上もの石壁と、近くに半分ほど朽ち果てた門がある。中を覗のぞいて見ると廃墟が広がっていた。



「地下に存在する廃墟都市か」


住民の代わりにスケルトンナイトやレイス、他にもグールなどアンデッドが徘徊している。この中に入ってダンジョン発見の証拠を見つけるのは無謀だな。元聖女のソフィーがいれば、もっと奥まで行けただろうが、今は一人だ。無い物ねだりをしても意味はない。残念だが引き下がるとするか。




門から離れると、穴から落ちた場所に戻った。




アンデッドナイトは倒れたまま。変化はない。



「証拠の品を持って帰るとするか」


最初に見たのは地面に転がっている大剣だ。




人が持つには大きすぎて、これを持って階段を上がるのは大変そうだ。体力がもたない。アンデッドナイトの鎧も同様の理由で却下だ。




残る選択肢は体内に埋め込まれている魔石か。このレベルの魔物であれば拳ほどの大きさにはなるだろう。ヤンの近くに強力な魔物がいた証拠になるので、ダンジョン発見の報告にも信憑性が増す。領主は動くはずだ。




アンデッドナイトに近づく。プレートアーマーの一部を引き剥がすと、鎧の下にある骨が見えた。肋骨の辺りに魔石が見える。濃い青色で、うっすら光っている。それは魔石が稼働している証拠であり、魔物から抜き取ると光は消えてしまう——って、光ってるだとッ！？




コイツ、まだ動くッ！




俺が気づいたことを察したのか、アンデッドナイトの顎がカタカタと不気味な音をなら腕を大きく上げる。手のひらが頭上に迫ってきた。




魔法は間に合わない！




活路を見いだすため、前に飛び出す。地面に着地するとゴロゴロと転がった。




ギリギリのタイミングで奇襲をかわしたが、攻撃はそれでは終わらない。



「なにッ！？」


立ち上がろうとしたら足首を掴まれて転びそうになったのだ。




下を見ると地面から骨の手が生えている。




俺が驚愕している間にも二本、三本と増えていくので、掴まれていた手を蹴り飛ばしてアンデッドナイトから距離を取った。



「仲間を呼び起こしている……？」


地面からスケルトンナイトが這い出てくる。その数は十匹。決して倒せない数ではないが、それなりに時間はかかる。それにアンデッドナイトも参戦してくるはずなので、そこまでのリスクを背負ってまでして、この場に居続ける意味はない。




最悪、ここまで俺が案内すれば誰もがダンジョンだと納得するだろう。何も問題はない。




そう結論を出すと、反転して壁側にある階段に向かって走る。逃げ出すのだ。




しかし、世の中はどうも上手くいかないようにできているらしい。




階段を上る直前に頭上からスケルトンナイトが落ちてきた。




地上に向かう長い階段には、スケルトンナイトがぎっしりと詰まっていて、上までずらりと並んでいる。もう数はわからない。数えられないのだ。



「なんだこれ……」


ダンジョンに何度も入って戦ってきた。初心者向けから世界で最大の難易度を誇るダンジョンまで、幅広くだ。




奥に入ってしまえば魔物の集団に襲われることもあるが、こんな浅い場所でこの数は前例がない。




そもそも、ダンジョンはより深い場所で生物を殺すことを目的としているようで、入り口や低階層には弱い魔物しか出現しないと言われている。事実、他のダンジョンはそうだった。低階層ではゴブリンが単独で歩いていることも珍しくはない。




しかし、このダンジョンは入り口なのに全力で殺しに来ている！　あまりにも他と違いすぎるぞ！！




冒険者を引退して村人になった途端、イレギュラーなダンジョンに出会うなんて己の運の悪さを呪いたくなる。



「こんなところでは死ねないッ！」


なまくらの剣でスケルトンナイトを叩き落としながら階段をあがっていく。思うように進みはしないが、確実に前進はしている。だが、俺を邪魔するヤツは多い。アンデッドナイトの大剣が迫ってきた。




仲間ごと殺すつもりかッ！！



『魔法障壁！』


攻撃を中断して防御魔法を使用した。




衝突音と共に吹き飛ばされる。




骨の破片が宙を舞い、俺は壁に叩きつけられ、階段から落ちてしまう。




立ち上がると、アンデッドナイトを中心に大量のスケルトンナイトが俺のほうに向かってくる姿が見える。




落下の衝撃で片手剣は折れてしまい、まともな武器はない。



『アイスボール』や『エネルギーボルト』といった単体の魔法を使っていては、処理が間に合わないだろう。

「もう使わないと思っていたんだがな」


手の力を抜いて握ったままだった折れた剣を手放す。カランと硬質な音がした。



「とっておきを見せてやるよ」


右手を前に出して全身の魔力を集める。




体感的には数分だが、実際には数秒で刀身が虹色に輝く両刃の両手剣が現れた。




教会が大切に保管していて、聖女就任の際にだけ表舞台に出る聖剣だ。俺はそれを魔力で創り上げた。




一度見た武器を一時的に創れる力こそが、俺の奥の手。平民の間では世界を創ったといわれている創造神から授かった、ギフトという呼び方をされている能力だ。過去に水を創造する、家を創造するといった能力を持っていた人もいたらしい。創造できる対象は限定されている。たまたま俺の場合は、創造できるのが武器だったというわけだ。




この能力を知っているのはコレットだけだが、普通の剣しか創れないと思い込んでいる。実際は観察する時間さえあれば、どんな武器も創れるのだ。




もし、リヒトたちがギフト能力を知っていたら俺はパーティから追い出されなかったかもしれないが、元恋人が別の男とイチャイチャしている姿なんて見たくはないから、結果的には良かった。



「教会が誇る聖剣の威力、体感してみるか？」


迫りくる骨の集団に向かって嗤う。




魔法で創りだした剣を維持するのは簡単ではない。魔力の消費量は多く、軽いめまいがしてくるほどだ。




そんな状態にもかかわらず俺は聖剣に魔力を注いでいく。




虹色の刀身の光が強くなり、それと同時に聖なる気配が周囲を包み込む。聖剣の神々しさが増したのだ。




俺の近くにまで迫ってきたスケルトンナイトどもは、足を止めて後ずさっていた。



「そうだよな、この光、お前たちには辛いはずだ」


この聖剣を持つ者は『ターンアンデッド』を始めとした聖魔法が使えるようになる。




聖魔法に適性のない俺ですら魔力を消費するだけで使える上に、威力だって増幅される。全くもって便利な武器だ。教会が一般人の手に渡らないよう、厳重に管理しているのも納得の効果を持っている。




スケルトンナイトを吹き飛ばしながらアンデッドナイトが近づいてくるが、もう遅い。あと一歩というところで、光の壁に阻まれて俺に触れることは叶わなかった。それどこころか、光と接触している部分から煙が出ている。



「この光は『ターンアンデッド』と同じだ。焼けつくような痛さだろ」


悪態をついて気合を入れようとしたが、もう限界だ。魔力が底をつく。




今、俺が出せる最大の火力を受け取れッ！！



『聖なる光よ、不死者に滅びを。ターンアンデッド！』


聖剣の機能を使うワードを唱えると、真っ白い光の柱が天に向かって上がっていた。




俺を襲おうとしていたアンデッドナイトは、一瞬のうちに灰となって消えていく。さらに、地上から下を覗いていたスケルトンナイトも消し去っていった。




残ったのは光を失った魔石のみ。地面にいくつも転がっている。



「勝て……た」


すでに聖剣は消えている。魔力を使い尽くして全身に力が入らない。




どさっと地面に座ると、そのまま横になる。まぶたが重い。典型的な魔力枯渇症状だ。




周囲には『ターンアンデッド』の余波が残っていて、聖なる空気はまだ消えていない。この状態であればアンデッドは近寄ってこれないだろう。フラフラの状態で地上を目指すより、ここでいったん休憩したほうが安全かもしれない。




そんなことを考えていたら急に眠くなってきた。目がかすんで、視界がぼやける。




まずい。安全かも知らないで、寝てはだめだ！　起き上がれ、俺！　ここはダンジョンの中だぞ！




体を動かそうとするが、力が入るどころか抜けていく。意識は飛び飛びだ。




せめて仲間がいれば見張りを任せられたのに。




眠ってしまう瞬間、俺を追い出したパーティメンバーのことを思い出していた。






◇　◇　◇





小さいころからずっと一緒に育ってきた俺とコレットは、生まれ故郷の農村を飛び出して冒険者になると、二人でいろいろな仕事をこなしていたな。魔法の素養があった俺は、粗末な剣と初級の魔法で順調に成長していった。コレットだって弓の腕を上げていって、頼れる仲間になった。




けど、二人でできることは限られてくる。




長期の遠征やダンジョンの探索をするには人数が足りないのだ。




コレットと話し合ってパーティメンバーを追加することを決めて、出会ったのがリヒトとエヴァ、ローザの三人だった。




当時、リヒトは冒険者ギルドから勇者の称号は与えてもらっていなかったが、新人の俺より強く知識も豊富だった。いろいろな場所に連れて行ってもらい、そして危険から何度も助けてもらったことがある。新人のころは色んな経験を積ませてもらい、大きく成長させてもらったのだ。リヒトたちと出会ってなければ、俺やコレットは、あそこまで強くなれなかっただろう。もしかしたら死んでいたかもしれない。




パーティ内で孤立しても、斥候としていいように扱われても、そういった恩があったから今までずっと一緒に行動していたのだ。



　追い出されなければ今もその日々は続いていたはずだ。


それだけは断言できた。






◇　◇　◇




「まだ聖剣の効果は残っているのか」


意識を失っている間に、懐かしい夢を見ていたような気がする。




コレットと一緒に村を出たときは目標を達成する楽しみと、ちょっとした不安を抱えながら日々を過ごしていたっけな。死ぬまで別れることはない。そんな青臭いことを考えていた。危なくなったら過去のことを思い出すなんて、まだまだ未熟だ。俺は前を向いて歩くと決めたのだ。不要な思い出は捨て去ってしまわなければならない。




だるさや痛みが残る体を無理やり動かして、立ち上がる。



　頭を横に二、三回振ってから落ちている魔石を見る。数が多すぎて全部を持って帰ることはできない。一番大きいアンデッドナイトの魔石を拾ってから、背嚢はいのうが破裂しそうになるまで入れて、あとは置いていくことにする。


明日には、ダンジョンに吸収されて消えてしまうだろう。もったいないと感じはするが、これも思い出と一緒だ。不要だと割り切って忘れることにしよう。




壁に沿うようにして存在する階段を上って穴から脱出する。ここにも魔石がいくつも落ちていた。




俺がどれだけ危機的な状況だったのかよくわかる。




このダンジョンは危険だ。高難易度のダンジョンに挑むつもりで準備をしなければ、入り口に到着する前に全滅することだってありえるだろう。必ず村長に伝えよう。新しいダンジョンだからって油断するなよ、と。




もうすぐ完全に夜が訪れる。そうなればアンデッドどもの勢いは増すだろう。




落ちている魔石を全部無視して急ぎ足で出口へと進んだ。







ダンジョンから抜けだすと、魔物とは出会うことなく無事にヤンにまで戻ってきた。




持っていた武器は失い、服は所々破けている。家に帰って一休みしたいところだが、先に報告をしたほうが印象は良いだろう。




自警団が所有する建物を訪れると、オルレの執務室の前に立つ。ノックをしてからドアを開けて中に入った。



「問題があったのか？」


俺の姿を見るとオルレの眉間にしわが寄った。




トラブルに巻き込まれて逃げ帰ってきたと思っているのだろう。ある意味間違ってはいないが、想像よりはずっとマシな状況だぞ。



「問題はあったが目的は達成した」

「ということは、ダンジョンを見つけたんだな」

「あった。これが証拠だ」


机にアンデッドナイトの魔石を置く。




オルレから息をのむ音が聞こえた。



「こんなデカい魔石を見たのは初めてだ」

「冒険者でも、めったにお目にかかれないよ。それほど強力な魔物が、ダンジョンの入り口に付近に出現した。それが問題だ」

「といっても倒したんだろ？　なら解決じゃないか」


俺が倒したアンデッドナイトはユニーク個体だと思うので、二匹目が出現する可能性は低いだろう。同じ魔物が二度出現する心配はない。だが、俺が気にしているのはそこではないのだ。



「ダンジョンに入る前から強力な魔物が出るんだ、奥に進めばもっとヤバイ魔物がでるのは容易に想像がつく。もしかしたら、世界で最も危険なダンジョンの可能性だってあるぞ」

「ラルス、お前はヤンに出現したダンジョンは冒険者ですら入ることが難しい。そう言いたいのか？」

　話を聞いて頬が引きつったオルレが返事をした。

「そうだ。そもそも中で戦える人がいなければ、ダンジョンから産出される魔石やアイテムは手に入らない。放置していたら、魔物が溢あふれ出てくる可能性もある。もしかしたら、ヤンはデカい負債を抱えたのかもしれないな」


原理はわからないが、ダンジョンは魔物が定期的に生まれるような仕組みになっており、それを利用して冒険者は魔石やアイテムを荒稼ぎする。その状態を維持するのが大事なのだ。




難易度が高くて誰も入らないダンジョンになると、魔物は増え続けてダンジョンの外に出て被害を拡大させてしまうのだ。




今はスケルトンナイトが森の中を徘徊する程度で済んでいるが、ダンジョンを放置していたらその数は増え、最後はヤンを襲うことになるだろう。



「ダンジョンで見かけたのはアンデッドどもだ。森に徘徊しているスケルトンナイトはそこから出てきたのだろう。ゴブリンは別の場所から、移住でもしてきたんじゃないか？」

「そうなると、ダンジョンとは別にゴブリンの調査も必要か」

「まあな。ダンジョンほど急ぎじゃないと思うが、警戒はしておいたほうがいい」

「よしわかった！　これから村長のところに行って報告をするぞ！　発見者としてラルスも着いてきてくれ」

「そのつもりだ。詳細は村長のところで話そう」

　話がまとまると、俺たちは村長に会い、ダンジョンで見たことを全て伝えた。背嚢はいのうに詰まった魔石を見せると、すぐにでも領主に報告することが決まる。主なメンバーは村長と護衛オルレ。発見者はお留守番だ。新人の俺には任せられないということだろう。野心溢あふれる人なら抗議しただろうが、俺は逆だ。気配りありがとうとお礼が言いたいぐらいだ。面倒なことはお偉方に任せてヤンでのんびりしながら待っているさ。


つかの間の平穏





ダンジョン発見の報告をしてから三日後の早朝。旅立つ村長とオルレを見送ってから、ソフィーがお世話になっている宿に向かった。




まだ日が高いこともあって、一階の酒場に客はいない。親父が料理の仕込みをしているだけだ。



「朝飯の時間は終わったぞ」

「知っているさ。今日は仕事できた」


カウンターの椅子に座り親父を見る。




ゴツい見た目にそぐわない丁寧な包丁さばきだ。




トントンとテンポ良く食材を切る音が心地好い。




接客をしているときとは雰囲気が違う。




料理人とノリが良い親父、どちらも彼の一面を表しているのだろう。



「何のようだ？」

「オルレが一週間ほど村から離れている」

「噂は聞いているぞ。領主にダンジョン発見の報告をするらしいな」


小さい村だ。一日もあれば、そういった話は隅々まで行き渡る。




ダンジョンの存在はヤンにいる誰もが知っている状態だ。



「騒がしい時期に警備が手薄になるから、俺はここを任されたんだよ。今日はその挨拶に来た」


外部の人が多く訪れ、酒を飲む場所だ。この村で最もトラブルが起こりやすい。ダンジョン発見の噂が外部にまで広がれば、冒険者が利用することもあるだろう。村の腕自慢程度では役に立たない。




オルレは元冒険者らしく、客が暴れ出しても彼の力によって簡単に取り押さえていたらしいが、不在なので代わりに俺が抜擢ばってきされたというわけだ。



「単独でオーガも倒してしまうお前がいるなら安心だな。娘やソフィーちゃんに手を出すヤツやつは、叩き出してくれよ」


包丁を動かす手を止めて俺のことを見る。凶悪な笑顔を浮かべていた。



「任せろよ。酔っ払った冒険者なんて、敵にもならないからな」

「カッコイイ騎士様は、言うことが違うねぇ」

「なんだそれ？」

「ソフィーちゃんから話を聞いた。魔物に襲われて危険なところを助けに入ったんだろ？　お近づきになるチャンスじゃねぇか」


左手でわっかを作って右手の人差し指を出し入れするんじゃない！




料理の手を止めた途端、ただのエロ親父になりやがって！




今度また、ヘルミーネに密告してやるからな！



「俺は職務を全うしただけだ。下心なんてないぞ」


それにな、ソフィーは元聖女だ。教会から追い出されたとはいえ、彼女を慕う人たちは多いだろう。聖女に処女性を求めているヤツもいるから、気軽に手を出したら最後、そいつらにリンチにされる未来しか見えない！




ちょっとした知り合い、もしくは友人ぐらいがちょうどよい距離感なのだ。それ以上近づけば、ソフィーのトラブルも背負い込むことになる。



「チッ。つまんねーな」

「吟遊詩人でもあるまいし、他人を楽しませる趣味なんてない」


これ以上、親父の無駄話に付き合っても疲れるだけだ。



「邪魔したな。また夜に来る」

　返事を待たずに席を立ち、酒場兼宿の店を出ると、家に帰って昼寝をするのだった。




◇　◇　◇





目覚めたら太陽が沈みかけていた。




思いのほか疲れていたようで熟睡してしまったようだ。



　そろそろ親父の店に行って警備を始めるか。


固いベッドからおりて身支度をする。服の上からレザーアーマーを着込んで、ブーツやガントレットも装着する。すべて自警団からの借り物で品質は低いが、強そうに見えればそれで十分だ。威圧感があるだけで酒の力で暴走する人が減るので、剣を一本持って行くより仕事が楽になる。




防具を一通り身に着けてから最後に新しく支給された、なまくら剣二号を腰にぶら下げて家を出た。




外の空気は生ぬるい。今晩も暑そうだと思いながら道を歩いていると違和感に気づく。人が増えたか……？




特に武器をぶら下げている冒険者が多い。



「数日程度しか経っていないのに、ダンジョン発見の噂が外にまで広がっている？」


もしくは、周辺に魔物が出現することを知って、もしかしたらダンジョンがあるかもと期待してヤンに来たのかもしれない。もしそうなら、ダンジョンが領主の管理下に置かれて、探索するライバルが増える前に一稼ぎしようという魂胆なのだろう。



　嫌な予感がするので急いで向かう。親父の店に近づくと、外からでも室内の喧騒が聞こえていた。


数日前に俺が食事した時より賑やかだ。



「部屋がねぇって、どういことだよッ！！！！」


ドアを開けた瞬間、怒鳴り声が聞こえた。




クマのような大柄な男が宿屋の親父につかみかかっていた。その周りには仲間だと思われる冒険者が三人いる。男は二人、女が一人だ。




ヘルミーネはソフィーの胸に顔をうずめて、肩を小刻みに震わせていた。




ヤンは小さな村でここしか宿がない。ダンジョン目的できた冒険者が殺到して、部屋がすぐに埋まってしまったのだろう。これ自体は珍しいことではない。小さな村では、よくあることだ。




こういった場合は空き家を借りたりするか、諦めて村の近くで野営をするのだが……コイツらはゴネれば意見が通るとでも思っているみたいだ。




身勝手な考えで俺の仕事を増やし、ヘルミーネを悲しませやがって。沸々と怒りがわいてくるが理性で押しとどめる。ここで俺も暴れたりしたら収拾がつかなくなるからな。




大きく息を吸ってから吐く。




よし、落ち着いた。




騒がしい二人に近寄ると、親父とクマ男が同じタイミングで俺のことを見た。




無理矢理、笑顔を浮かべて声をかけることにする。



「よう、なんだか今日は賑やかだな」


まさか、邪魔が入るとは思っていなかったのだろう。親父に絡んでいた冒険者は驚くような表情を浮かべていた。




だがそれもすぐに怒りへと変わる。




親父から手を離すと無言で殴りつけてきやがった。手で受け止めてから、強く握りしめて抜け出せないようにする。クマのような顔を真っ赤にしながら腕を動かそうとしているのだが、魔力で身体能力を強化しているので逃れられない。



「話しかけただけで殴りつけるなんて酷いじゃないか。自警団に入っている俺にケンカを売ったんだ。覚悟はできているよな？」

「……悪かった。いきなり殴ろうとしたことは謝るから、手を離してくれないか？」


自警団を敵に回すのはマズいと思ったのだろう。クマのような男は、素直に引き下がってくれた。



「わかってくれて嬉しいよ」


力を抜いて手を離すと親父に話しかける。



「で、何があったんだ？」

「部屋が満杯でな。泊まれる場所がないんだよ」


親父が予想通りの返事をした。



　状況が整理できたので、あとは冒険者どもを納得させるだけだ。

「だそうだ。場所がないなら諦めるしかないぞ」

「明日から大仕事が始まるんだ！　今日はゆっくり休みたいんだよ。なんとかしてくれ！」


冒険者としての常識を破ってでも諦められないようだ。




よく見ればクマ男は疲れたような顔をしている。無理してここまできたのだろう。後ろで見守っていた他の仲間たちも同様で、寝られない日々が続いていたと思わせるような表情だ。



「大きな仕事ってなんだ？」

「ライバルが少ない内に一稼ぎしようと思って、発見されたばかりのダンジョンを見に来たのさ。今なら誰の物でもないんだろ？」


ヤンでも情報収集をしていたのだろう、場所まで知っているような言い方だ。




彼らの努力は褒めてもいいが、そのツケを宿の親父たちに押し付けようとするのは違う。



「そうだな。今なら領主や冒険者ギルドに売上の一部を収めることなく、好き勝手に動ける。だが、俺たちには関係ないことだ」

「いや、それは……」

「もしどうしても宿に泊まりたいなら、他の客と交渉するんだな」


俺の一言で、見物していた客は面倒に巻き込まれたくないと目線を外した。中には食事を終えて席を立つ者までいる。




誰も野宿なんてしたくないから、部屋を譲ってくれる人などいない。人数的に相部屋も難しいだろう。




このまま宿から追い出してもいいのだが、俺には少し知りたいことがある。条件が合えば助けてやろう。



「話は変わるが、どこからきたんだ？」


急な話題転換に不審感を見せるが、すぐにクマ男が口を開いた。



「クルトだよ。ダンジョン都市クルトからやってきた」


予想した通りだ。ダンジョンを中心に活動しているのであれば、可能性は高いと思っていた。俺が最後に活動していた街からやってきたようだ。



「クルトの話を聞かせてくれるなら、俺の家に泊めてもいい」

「本当かッ！！」

「嘘を言っても仕方がないだろ。ベッドは一つしかないから女性に使わせる。それでもいいか？」

「俺らは問題ないが、いいのか？」

「気にするな。その代わり、たっぷりと話してもらうぞ」

「それだけクルトの話が聞きたいってことだな。よし、わかった。それでいい」

「交渉成立だな！　親父、飯と酒の用意をしてくれ！」

　言い終わると、すぐに冒険者どもを連れて空いている席に座る。

「おいおい、ここで話すのかよ。ちゃんと仕事しろよな……」


会話を見守っていた親父のつぶやきは無視だ。




自警団のメンバーがここにいることが重要なんだ。酒さえ飲まなければ問題ない。




しばらくして、料理を持ってきた親父に「ちゃんと仕事はするから安心しろ」と一言声をかけてから、席に座っているクマ男たちと話すことにした。



「まず自己紹介をしよう。俺はラルス。元冒険者で、今はこの村で自警団をやっている」

「さっきは殴りつけて悪かった。ハンスだ。一応、パーティのリーダーで、剣士をしている」


ハンスと名乗ったクマ男と握手を交わす。



「俺の右隣に座っているのが斥候担当のルッツ、その隣がゴトルフで盾役をしている。最後に俺の左に座っている女性がデア、回復師だ」


ハンスに紹介されると、それぞれが軽く頭を下げて面倒だが必要な自己紹介が終わった。



「悪いが飯を食べたらすぐに寝たい。聞きたいことがあれば早めに言ってくれ」


それもそうだな。俺も仕事中だし、雑談はすっ飛ばして本題に入るとするか。



「ギルドから勇者の称号をもらったリヒトが、ダンジョン攻略に失敗したという話を聞いた。これは事実なのか？」


ダンジョンで懐かしい夢を見たときから、彼らのことがずっと気になっていたのだ。




一度思い出してしまうと、鍋にこびりついた焦げのように頭から離れてくれない。元に戻りたいとか、そういった気持ちではないが、では何かと問われれば答えに困ってしまう。モヤモヤとした想いが渦巻いている状態なのだ。



「その話は、こんなところにまで広がっていたんだな」

「なんせ冒険者ギルドが認めた勇者様の失態だからな。噂が広がらないほうがおかしいだろ？」

「まあ、そうだな」


所属しているギルドにとって都合の悪い話は言いにくいのだろう。




ハンスは苦笑いを浮かべていたが、すぐに言葉を続ける。



「ヤツは冒険者内でも有名だったから、クルト内では面白おかしく広がっている。騎士にケンカを売って負けた、とかな。だが、この噂の質が悪いところは、事実はもっとヒドイってことだ」

　騎士と揉めただけでも状況としてはかなり悪い。それをさらに上に行くトラブルがあったのか？

「騎士とトラブっただけじゃないと？」

「違う。トラブった相手は騎士じゃなく、爵位がもう少し上の貴族様だ」

「おいおい、嫌な予感しかしないぞ」

「それは正しい嗅覚だな。リヒトのヤツもそのぐらい慎重だったらよかったんだが……」


出会ったころからリヒトは自尊心の塊のような存在だったが、それに見合う実力もあったので誰も気にしていなかった。問題になりそうなときは俺が交渉して致命的なトラブルは忌避していたのだったが……四人だけになったことで、リヒトをコントロールする人がいなくなったのだろう。




戦力的には問題ないのは間違いないが、それ以外が壊滅的なのがあのパーティの特徴だったのだ。




何をやらかしたのか聞くのが怖いが、もう後には引けない。



「貴族様に何をしたんだ？」


すぐには返答せず、数秒ほど溜めてからハンスが重い口を開く。



「男爵の四男坊を斬り殺した」


四男といえ、平民が貴族を斬り殺した、だと？




バカなのか？




あまりの衝撃に思考が停止してしまった。




俺が住んでいるロンダルト王国の貴族は、平民の反抗を絶対に許さない。些細なことでも許してしまえば、長い目で見ると彼らの立場が揺らいでしまう可能性が出てくるからだ。




反抗的な平民は武力によって鎮圧する。




だから貴族は平民に勝ち続けなければいけない。




それなのに、勇者とはいえ男爵の息子が平民に斬り殺されてしまった。この恥をそそぐためには、手段は選ばずに制裁するだろう。そんなことリヒトだってわかっていたはずだ。なのに、どうして手を出したんだ？



「貴族を斬り殺すなんで、ダンジョンで何があったんだ？」

「倒した魔物が持っていた武器の所有権で揉めたらしい。貴族のヤツが、リヒトを殺して奪い取ろうとしたところを反撃して殺したんだとさ」


そんなことで貴族に手を出したのか？




ダンジョン内で貴族が獲物を横取りするなんて、ムカつくことだが珍しいことでもない。何度も経験してきたし、それを避けるために貴族がいるパーティには近寄らないようにしてたじゃないか。



「普通なら黙って渡すが、そうしなかったのか」

「だな」


あまりにも世間知らずな行動に驚きを通り越して呆れていた。



「冒険者ギルドは動いたんだろ？　その後はどうなったんだ？」


普通に考えれば処刑コースだろう。だが、ここで問題になってくるのはリヒトが持っている勇者の称号だ。




遙か昔、強力な魔物が現れて次々と国が滅ぼされたことがあった。魔物は教会が定めた勇者と聖女が倒して平和になったのだが、その後、勇者という言葉が一人歩きするようになる。




元は教会が定める勇者しかいなかったのだが、色んな組織が理由をつけて勇者の称号を与えるようになったのだ。冒険者ギルドも例外ではない。飛び抜けた実績を残した冒険者を勇者と呼ぶようになったのだ。




冒険者ギルドの勇者は組織の看板とも言える存在であり、何か問題が発生すれば総力を挙げてサポートしてくれる。今回のトラブルだって動いているはずだ。




男爵が勝手に判断して処刑することは難しい。国王の判断を仰がなければならない。




冒険者ギルドは、男爵ではなく国王と直接交渉していたはずだ。



「流石に貴族殺しをなかったことにはできなかったようだが、そのまま即処刑という事態は回避されている。パーティは解散。主犯のリヒトは国からいくつか無茶な仕事を任されているらしい。無事に生き残れば無罪放免だとさ」


よく考えたな。冒険者ギルドが認めた勇者であれば、この程度の困難は乗り越えられるだろう。そういった建前で国王はリヒトを殺そうとしているのか。




最悪、生き残ったとしても国の重要な問題はいくつか片付くだろうし、国王にとってはどちらに転んでも美味しい思いをするはず。



「ギルドが守ったのはリヒト一人。他の奴らは奴隷落ちだ。しかも犯罪奴隷なので、まともな扱いは期待できないだろう」


勇者の称号はパーティではなく個人が持つものだ。その結論に違和感はない。




彼女たちには、奴隷として使い潰される人生が待っているだろう。




パーティから追い出されてあまり時間は経過していないのに、あいつらの人生は大きく変わってしまったのだ。



「その後どうなったかは、俺たちは知らない。話はここまでだ」


そう言ってハンスの話は終わった。




俺の想像を軽々と越える問題を起こしたリヒトたちに呆れていた。未だに作り話ではないかと疑ってしまいそうな自分がいるほどだ。自殺願望があったと言われたほうが納得できる。



「もう十分か？」


ハンスは不安そうな顔をしている。




家に泊める対価として大丈夫だったのか知りたいのだろう。



「問題ない。正直、助かったよ。クルトから少し離れただけで、この手の情報はほとんど入ってこなくなるからな」

「ならよかった。これ以上のネタはないから、一晩の礼に足りるか心配だったんだ」


田舎では外の情報はなかなか手に入らない。貴重な話を聞けて満足したので少しだけサービスをしよう。



「十分すぎる情報だった。もらい過ぎているから、俺のほうからもネタを一つ提供しよう」

「ネタだと？」

「ヤンの近くで発見されたダンジョンの情報を特別に教える。第一発見者であり、俺しか知らない話だ」


ハンスたちの目の色が変わった。



「それは本当なのか？」

「もちろんだ。嘘をつく理由なんてない。聞きたくないなら話さないだけだが、どうする？」

「今は少しでも情報が必要なんだ。頼む、聞かせてくれ」

　四人全員が頭を下げた。親父と揉めていたときに感じたが、ハンスたちには余裕がない。恐らく何らかの問題を抱えていて、すぐに金が必要な状態なのだろう。

「もちろんだ。俺が体験したことを聞かせよう。ダンジョンに出現する魔物はアンデッドしか確認できていない。スケルトンナイト、ゴースト、レイスはダンジョンの入り口付近に出てくる。さらにユニーク個体らしいアンデッドナイトにも襲われた。クルトでいろんなダンジョンを経験してきた俺が断言する。難易度は最上級レベルだと思って挑んだほうがよい」


アンデッドという単語に素早く反応したのは回復師のデアだった。




疲れているはずなのに目は鋭い。



「スケルトンナイトにレイス……それにユニーク個体。どれもダンジョンの入り口で出会う魔物ではないですね。ハンスさん、この話が本当なら私たちが探索するのは難しいです。諦めたほうがよいかもしれません」


創造神を崇める教会はアンデッドを敵視しており、憎んでいる。そういった事情があるので、回復師は聖魔法を覚えるついでにアンデッドにも詳しくなり、今みたいな判断ができるのだ。



　デアの指摘にしばらく悩んでいたハンスだったが、方針は変わらなかった。

「だが、ダンジョンを見ないわけにはいかない」


気持ちはわかる。移動だけでお金は消えていくし、その間、収入は途絶えてしまう。




話を聞いただけで撤退するといった判断はできないだろう。




ハンスは何かを決意した様子で俺に質問をする。



「危ないと思ったらすぐに撤退する余裕はあるか？」

「その判断をデアがして、全員が素早く従うのであれば可能性はある」


アンデッドの専門家の言うことを素直に聞くのであれば、廃墟都市に入ることはしないだろうし、生きて帰るのは難しくない。そう思っての発言だった。



「わかった。発見者の言葉だ。従おう」

「良い判断だ。家に着いたらダンジョンに行くまでのルートも教える。生き残れよ」


ダンジョンから無事にでられたとしても、戦利品を持ってヤンに戻ってくることはないだろう。領主が抱えている騎士団と鉢合わせしたら没収されてしまうからな。




キッチリ稼いで生き残れよ。







その日の夜、約束通りハンスたちを家に泊めた。俺を含めて男どもはみんな仲良く床で寝ることになったが、疲れは取れたようで朝から感謝されてしまい、その数時間後にはダンジョンに向かって旅立っていった。




森の中につけた目印を教えたので、夜にはダンジョンにまでたどり着いていることだろう。




その後のことは俺には関係ないが、彼らに幸運が訪れることぐらいは祈っておこう。



「さて、仕事の前に家事をしておくか」


一人になった家で食器を洗ってから、汚れた服をかごに入れて共同の洗濯場に向かう。




雑談をしながら洗い物をしている主婦から離れた場所にソフィーがいた。




宿のベッドに使っているシーツを洗っているようだ。



「おはよう。朝から頑張ってるな」

「おはようございます。お客さんがいっぱい来ているので、この時間から洗濯しないと間に合わないんです」


俺への挨拶を済ますと、ソフィーはシーツをもんで汚れを落としていく。



「商売が繁盛してるなら良いことじゃないか」


隣に座って自分の服を手に取る。森の中を歩いていたこともあり泥やほこりがこびりついていた。




水路に流れる水に浸して必死に汚れを落としていると、ソフィーに話しかけられた。



「昨日はありがとうございました」


ハンスたちが暴れようとしたのを止めたことだろう。




気にしなくてもいいのに律儀なことだ。



「それが俺の仕事だからな。お礼を言わなくても良いぞ」

「それでもです。私は目立つわけにはいかないので助かりました」


宿に入ったとき、ソフィーがヘルミーネをかばうだけで行動を起こさなかったのが気になっていたが、今の一言で理由がわかった。




どんな形でも目立ってしまえば、例の元婚約者だった教皇が野放しにするのは危険だと判断して、動き出してしまう可能性がある。それが怖いのだろう。




大人しくしているからこそ、こうやってある程度の自由は確保されているということだろうか？




ソフィーに直接聞くわけにはいかないため、想像でしかないが大きく外れていない自信はある。



「役に立てたのであればよかったよ。あの後、ヘルミーネは大丈夫だったか？」

「どうすればいいのかわからなくなって泣いただけなので、今は落ち着いてます」

「ならよかった。今日もそっちに行くから、何かあったら遠慮なく言ってくれ」

「ふふふ、頼りにしていますね」


上品に笑うソフィーからは育ちの良さを感じた。




農家生まれの俺とは住む世界が違う。普通なら一生話す機会はなかったはずだ。




それがどうだ？　今は同じ村に住んで一緒に洗濯をしている。




人生とは何が起こるかわからないからこそ面白い。そんなことを言っていた詩人がいたな。当時はバカらしいと思って聞き流していたが、今は言っていたことも間違いではないと、思えるようになっていた。



「そういえば……発見されたダンジョンは、アンデッドばかりが出現するんでしょうか？」

　元聖女ということもあって、アンデッドには興味があるのだろう。


黙って一人で乗り込んでしまうことはないだろうが、教会の教え通りにアンデッドを倒しに行かないか少し不安ではあった。



「ダンジョンではアンデッドしか見てないな。やっぱり気になるか？」

「気にならないと言えば嘘になりますね。小さいころから見つけたら必ず殺せと教わって育ってきましたから」


アンデッドのことを話すソフィーの声は厳しく、親の仇を見るような目をしていた。




聖女になる素質があれば、その教育も厳しかっただろう。



「ソフィーが行けばダンジョン攻略もだいぶ楽になるかもな」

　アンデッドをどこまで憎んでいるのか、確かめるための言葉だ。反応次第で、対処を変えなければならない。

「そうかもしれませんが、私にも事情があるので勝手には行けません……」


ちゃんと考えて判断できている。これなら植え付けられたアンデッドへの恨みで暴走する可能性は低そうだ。これ以上は警戒しなくても大丈夫だろう。



「しがらみがあるんだな。まあ、俺にできる範囲であれば手助けする。無理だけはするなよ」

「ありがとうございます。口は悪いけど、優しいんですね」

「口が悪いは余計だ。それと、俺は優しくない。宿を手伝ってるんだ。もう少し人を見る目を養ったほうがいいぞ」


もう話すことはない。会話を打ち切って洗濯を再開する。



「人を見る目には、自信があるんですけど……」


ソフィーが小声でつぶやいたが、俺はあえて無視した。




自分のことなんて一番わからないものだ。もう少し冷静に、広い目で周囲を見られるように精進するんだな。







洗濯を終えた俺は自宅に帰ると濡れた服を干していく。




天気が良く、暖かくて気持ちが良い。




冒険者時代は戦いの連続だったから、のんびりと過ごせる日々が来るなんて思いもしなかった。これが続くことを祈るばかりだが……難しいかもしれない。




ダンジョンや元聖女、ゴブリンの集団と、問題になりそうなことはいくつもあるし、領主が本格的に動き出せばヤンは大きく発展する。その変化は良いことばかりではなく、むしろ悪いことのほうが多いかもしれない。その答えは誰にもわからないからこそ、何があっても大丈夫なように備えだけはしておく必要がある。




これから一生を過ごす村だ。少しでも貢献できるように鍛錬だけは怠ってはいけない。



「体でも動かすか」

　洗濯物を干し終わると、支給された剣を部屋から持ち出し、庭で素振りを始めた。


魔法剣士は、魔法と剣術や体術を組み合わせて、状況を有利にする戦い方を得意としている。剣術と魔法の両方を覚えて使いこなせなければいけないため、どちらも中途半端になりやすく、世間では使えないと言われることも多い。だが、極めれば万能だ。どんな事態でも切り抜けられる応用力があるのだ。



「ふぅ……」


時間をかけて身に着けた技術を確認し終わると、呼吸を整える。




そこでようやく、俺の鍛錬をずっと見ていた二人に声をかけた。



「待たせたか？」

「勝手に来ただけなので気にしないでください」


返事をしたのは先ほど別れたばかりのソフィーだ。彼女の背に隠れるようにしてヘルミーネが立っている。



「村はずれに来るなんて珍しいな？」

「洗濯所でラルスさんに会ったことを話したら、ヘルミーネちゃんがお礼を言いたいと話していたので、連れてきたんです」

　言い終わるとソフィーは背中に隠れているヘルミーネを前に出した。

「あ、あの……」


顔を真っ赤にして下を向いている。少女が頑張っているのだ。邪魔などせずに、黙って待つことにする。



「お父さんを助けてくれて、ありがとうございました！」


勇気を振り絞って言ったのだろう「仕事だ。気にするな」と言うのをためらってしまった。




人食いオーガを倒したお礼を言われたときのような感覚にもなり、ガラにもなく嬉しいと思ってしまったのだ。



「しばらくは宿の警備をする予定だから、困ったことがあれば遠慮なく頼ってくれ」


妹に接するような気持ちで、ヘルミーネの頭をなでる。



「やっぱり優しいじゃないですか」


ソフィーがニヤニヤと笑っている姿に耐えられず、顔が赤くなるのがわかる。




反論する余裕はなく逃げ出すようにして部屋に戻ることにしたが、二人は後を追ってくる。



　ドアを閉めて中に入れないようにすることも考えたが、流石にかっこ悪すぎるだろう。しかたなく、入室を許可することにした。


お茶を飲んでもらっている間に汗を拭いて、仕事用の装備を身に着けると、彼女たちが待つ部屋に戻った。



「仕事に行く」

「なら一緒に行きましょう。ヘルミーネちゃんもいいですよね？」

「う、うん」


接客をしていたときの元気な姿はどこかにいってしまっている。すっかり大人しくなってしまったヘルミーネが返事をすると、ソフィーはまたニヤニヤと笑っていた。何が楽しいんだ？　その後は黙ったままだし、どうしてほしいのかわからない。




俺はコイツらをどうやって扱えばいいのか悩み、そして考えることを放棄した。



「行くぞ」


一緒にいたいなら着いてくればいい。そうでなければ勝手に離れていくだけだ。




余計なことに思考を割く余裕はないのだ。一日でも早く村に俺という存在を受け入れてもらうためにも、まじめに働いて成果を出さなければならないからな。




二人の前を歩き通い慣れた道を進んで宿の前に着く。今日は静かだ。ドアを開けて中に入ると、寂しそうにカウンターに座る親父がいた。



「もうすぐ開店だと思うが、のんびりしてていいのか？」

「ヘルミーネが……」

「ん？」

「ヘルミーネが家を出ていったんだ！！！！！！！！」


急に泣き出して俺に抱きつこうとしてきたので、手を前に出して止める。



「何があったか知らないが、落ち着けッ！　俺にそっちの趣味はない！！」

「ソフィーちゃんと出て行ってから帰ってこないんだー！　きっと悪い男に騙されて——ブブッ」


カウンターから鍋を持ち出したヘルミーネが、親父の頭を遠慮なく叩いた。




娘に倒された哀れな男は頭を抱えて床で転がっている。



「もう！　お父さん！　ラルスさんの前で恥ずかしい姿を見せないでよッ！」

「ごめん！　ごめんって！　心配だったんだ。許してくれよ！」


追い打ちをかけるように何度も親父を叩き続けている。




ソフィーは二人のやり取りを無視して、代わりに開店の準備を進めていた。




おいおい、聖女さんよ。目の前で行われている暴行は無視していいのかよ？　あれ、全身が痣あざだらけになると思うぞ。




止めるべきかどうか悩んでいると、背後のドアが勢いよく開かれた。



「チーッス！　ラルスの兄貴ッ！」


今度は何だ？　兄貴なんて呼ぶような弟なんていないぞ。



「誰だ？」


後ろを振り返ると、前に顔を踏みつけた自警団のガキだった。




名前は憶えていない。俺が自警団の建物に訪れても顔は見かけなかったので、クビになって別の仕事にでも就いていると思っていた。



「兄貴！　ガンダルっす！」

「ああ、そんな名前だったんだな」

「うっす！　母ちゃんからもらった大切な名前っす！」


暑苦しい！　わかったから近づくなって！



「そんなお前に聞きたいことがある。なぜ俺が兄貴なんだ？」


数歩後ろに下がってから質問をした。




かまってオーラ全開の理由が知りたいのだ。



「強さにあこがれたっす！！　一生ついていくので、その強さの秘密を教えてほしいっす！」


ボコボコにしたら、なぜか懐かれた。全くもって意味がわからない。マゾじゃなければ頭のネジが二、三本吹き飛んでるぞ！



「で、何をお手伝いすればいいっすか！？」


考えるのも疲れた。何か言えば満足するだろう。



「とりあえず、あの親子ケンカを止めてこい」

「うっす！！」


何も考えずに命令したら、喜びながら二人の争いに入っていった。




フライパンで頭を叩かれながらも、ガンダルはヘルミーネの腕を押さえた。意外にやるな……と思ったら、スネを蹴られて手を離しやがった。



「イテテって、兄貴が困っているからやめるっす！」

「六歳まで寝小便してたガンダルのクセに生意気よ！！」


あ、頭にいい一撃をもらった。ダウンしたぞ。




自警団のメンバーなのだから、宿屋の娘に負けるなよ……。



「ヘルミーネちゃんや親父さん、ガンダル君は、ラルスさんを慕っているんです。だから……」


気が付くとソフィーが隣に立っていた。




顔を見ると薄くだが微笑んでいる。ケンカを見て楽しんでるのか……？



「もう、立派な村の一員なのです」


なんだ。そんなことを言いに来たのか。



「新参者だから一員というには、まだ早いだろう」

「そんなことないですよ。嫌っている人なんて誰もいないんですから、そんなこと言わないでください。同期として一緒に頑張りましょうね」


もしかして、村人に関わる機会が少なかった俺を気遣っていたのか？　おせっかいな聖女め。




ソフィーの手のひらで転がされているようで微妙な気分になるが、別に悪いことをされているわけではない。気にするだけ無駄だ。




とりあえずは目の前の問題を解決することにしよう。



「俺のことよりも、あの三人をどうにかするぞ」

「そろそろお客さんも来ちゃいますからね」


一緒にこの場を何とか収めると、ようやく酒場の営業が開始されたのだった。






◇　◇　◇





今日を境にして俺の生活は一気に騒がしくなる。




相変わらず絡んでくる親父、仕事の合間に話しかけてくるようになったヘルミーネ、鍛えてくれとせがんでくるガンダルなどだ。




ガンダルについては、うるさいので朝の鍛錬に付き合わせることにした。すぐに逃げると思ったが意外に根性はあるようで毎日来ている。とりあえずは俺が飽きるまでは続けようと思っている。




ちなみに元聖女様は、そんな俺の困っている姿を見て微笑んでいることが多い。




絶対に性格が悪いだろ。だから追い出されたんじゃないか？　と思わずにはいられないが、さすがに言えるはずもなく好きにさせていた。




領主の娘





ヤンでようやく手に入れた平穏な日常は、馬のいななき声とともに終わりを告げた。




長い間、ヤンを留守にしていた村長が貴族と共に帰ってきたのだ。




派遣された騎士は三名。その他、奴隷や従者などが十人程度いるらしい。この集団のリーダーは、領主の娘でもあるゼルマ・エルラー。家の爵位は子爵だったはずだ。正式な名前はもう少し長いかもしれないが、誰も知らない。連れてきた村長やオルレも同じだろう。




今はっきりしているのは、この地方を治めているエルラー家が発見されたダンジョンの調査に入ったことだ。




有効活用できるとわかれば、エルラー家が統治しているクルトのように、ダンジョン都市としてヤンも成長する可能性はあるし、それを期待しているのは間違いない。ヤンにとってはターニングポイントを迎えたといっても過言ではないのだ。




色々なことが、これから大きく変わっていくだろう。




とはいえ、自警団の一員でしかなく新人の俺には関係のない話だ。




お偉方だけで悩みながらもことを進めていくと思ってノンビリと過ごしていたのだが、なぜかオルレに呼び出されていた。



「ゼルマ様がダンジョンの話を聞きたいそうだ」


執務室に入った途端、領主の娘と話をして来いと言われて戸惑っていた。





貴族とは近寄りたくないというのが本音だ。





「代わりにオルレが行ってくれないか？」

「人伝ではない、発見者からの話を聞きたいらしい」


ずいぶんと慎重じゃないか。普通は「平民ごときの話なぞ参考にならん！」とか言って無視するか、どうしても平民の持つ情報が知りたければ、部下に任せることが多いのだ。




そのために従者を連れてきたんだと思うのだが……。




平民の声を直接聞きたいなんて、変わり者の貴族がいるとは知らなかった。



「お前が何を心配しているのかはわかる。貴族様にとって平民の命は虫とおなじぐらいだからな。この土地を直接管理している騎士様だったらどうなるかわからんが、エルラー家であれば大丈夫だ。俺も意外だったが、普通に話せる人たちだぞ」


そう思わせて後で罠にはめるパターンもありそうだが、考えすぎだろうか？




いや、貴族と相対するなら、臆病なぐらいがちょうどよい。




俺の話を聞くより現場に行ったほうが早いんだし、さっさとダンジョンに行けよ。最悪、道案内ぐらいはしてやるからさ。



「断ることはできないんだから、さっさと行ってこい」


気楽に言いやがって。




だがオルレの言っていることは事実だ。俺に選択権なんてない。




全く気が進まない。が、行くしかないだろう。







オルレの執務室を出た俺は、村長家に入ると客間に案内された。部屋の中心には十代半ばの女性がいる。彼女がオルレから聞いていたゼルマだろう。




肩甲骨まで伸びた銀髪を後ろで束ねている。猛禽類のような目をしていて、獲物を見るような鋭さがあった。魔力は全身を淀みなく循環していて、それだけで魔力操作の技術が高いことがわかる。




魔力持ちの平民は少ないが、貴族は全員が魔力持ちだ。その中でもゼルマはトップクラスかもしれない。




要は、見た目も中身も怖い女性って感じだな。




美人なのに損をするタイプだろう。




で、その後ろに腰に剣を二本もぶら下げている中年の男が一人いた。服の上からでもわかるほど鍛えられた体を持つ坊主頭で、若いが威圧感はある。魔法を使えるほどの魔力はないようだが、身体能力は底上げされていそうだ。



「この家はご自由にお使いください」

　主である村長が俺を置いて出て行ってしまった。ドアがバタンと音を立てて閉まる。

　生け贄に捧げられてしまった気分だ。

「お前が、ダンジョンの第一発見者か？」

　見た目にそぐわずゼルマの声は意外に可愛らしかった。


自己紹介もなしに質問とは貴族らしい。自分のことは知っていて当然、もしくは知る必要はないとでも思っているのだろう。




観察するような視線が気になるが、さっさと反応しなければ失礼な態度などと叱咤しったされてしまう。



「はい。私、ラルスが発見しました」


普段は使わない丁寧な言葉で返事をした。




どんな穏やかな性格だろうが、平民にタメ口で話されたら怒るからな。そこら辺にいるガキよりキレやすい。言葉一つ一つに注意が必要だ。



「結構。では質問だ。クルトで数々のダンジョンに入り、踏破した経験を持つ上位冒険者のラルスから見てどうだったか？」


俺のことは調査済みか。




村長から聞いたのか？




いや、それだと冒険者時代の話はわからないはずだ。冒険者ギルドから情報を手に入れたのだろう。なぜそこまでして、俺のことを気にする？　何を狙っているんだ？




俺自身に心当たりはない。リヒトがらみの可能性も低いだろう。今持っている知識だけでは答えが出ない。圧倒的に情報が不足しているのだ。




諦めて思考を停止すると質問に答えることに集中する。



「クルトの最難関ダンジョンと同レベルか、もしかしたらそれ以上かもしれません」

「なるほど。そこを一人で調査して生き残ったか。勇者に最も近い冒険者と言われていただけはあるな」


そこまでご存知ですか。リヒトと一緒に行動していたことも、最近になって追い出されたことも知っているのは間違い無いだろうな。




勝手に俺のプライベートの情報を渡すなんて、ギルドも信用ならん。いつか仕返ししてやる。



「想定していた以上だが、許容範囲だろう。ヴィリー卿！」


ゼルマは納得したようにうなずくと、後ろに控えていた男に話しかける。



「はっ！」

「例の計画も一緒に進める。ラルスに協力してもらい、成功させるように！」

「ゼルマ様の命令とあれば、命に代えてでも必ず！！」


初期の危険な調査はヤンを直接管理している騎士に任せたほうが安全なのだから、戦えるとはいえ、領主の娘がここまでくるのはおかしいと思っていたんだ。




他に狙いがあるなら納得だった。




ダンジョンの調査のほかに、ゼルマが乗り込まなければならないほどの事情があるんだろう。




そして俺は、それに巻き込まれたと。




ちょっとばかり運がなさすぎじゃないか？



「よろしい、この場は任せた」


ゼルマが歩き出し、立ち去ろうとする。




すれ違いざまに肩に手を置かれた。



「私はお前に期待している。ヴィリー卿からの依頼を受けてほしい。もちろん、報酬はちゃんと渡す。裏切らない限り命と立場の保証もする。だから、レギーナを頼んだぞ」


レギーナとは誰でしょうか？　と質問する間もなく出て行ってしまった。




ダンジョンのことが知りたいという話は建前で、依頼をするために呼び出したことまでは理解できるし、護衛をしてほしいといった当たり障りのない依頼ではないだろうことも予想できる。




だが、その先が全くわからない。




そこまでして俺に何をさせたいのだ？



「ゼルマ様に代わり俺が説明しよう。この家には俺とお前しかいないからな、楽にしてよいぞ」


ヴィリーの言葉を拒否してしまえば失礼にあたるので、断ることはできない。しかし、本当に楽にしてはダメだ。隙を見せたら、そこからつけ込まれる。油断はしてはいけないのだ。



「それでは、お言葉に甘えさせていただきます」


体の力を少しだけ抜いた。口調は変えない。一応、これで命令には従った形になるだろう。



「本当に楽にしていいのだが……まあ、そのぐらい慎重なほうが、仕事は任せやすいから良しとするか」


そんなことより早く要件を言ってくれ。




俺はどんな無茶ぶりが来るのか気が気でない。




じらされている間にも嫌な想像ばかりが膨らんでいく。




仕事が終わったら殺されるような依頼は仲介人をはさむことが多い。さらに目撃者が何人もいる状況で直接依頼してきたってことは、使い捨てることはないと思う。だが、人払いしてまで平民と会わなければいけない話なのだから、まともだとも思えない。安全な依頼ではないことは確定だ。



「具体的な話を聞いてもよろしいでしょうか？」

「うむ。すでに予想していると思うが、ちと面倒な話になる」


思わず口元が引きつってしまう。




それに気づいたのか、ヴィリーはこの場を和ませようと軽い口調で言う。



「なーに。冒険者の中でも数えるほどしかいない、上位冒険者だったお前なら、簡単にこなせる仕事さ」


文句は山のようにあるが、大人しくして続きを待つ。



「明日、二名の騎士とその従者、そして案内人としてお前が新しく発見されたダンジョンの調査に向かい、事故が起こる」

「その事故は必ず起きなければならない、と？」

「そうだ。調査隊はダンジョンでトラブルに遭い、不幸にもヤンを管理しているブレート家の当主クリスト卿が死んでしまうのだ。もう一人のレギーナ卿が情報を持ち帰り、そしてゼルマ様が率いる第二次調査隊が派遣されることとなる」


そういった筋書きを用意したから実現しろってことか。




この手で殺せと命令されないだけ、マシな部類だったので安心した。




証人がいるので事故に見せなければいけないのがやっかいだが、入り口でアンデッドナイトが出てくるようなダンジョンだ。調査をしていれば、事故死に見せる機会の一つや二つはあるだろう。



「ゼルマ様より、必要な物があれば可能な限り要望に応えろと言われている。遠慮なく言ってみるがよい」


従者は巻き込まれて死んでもよさそうだし、道具も用意してもらえるのであれば、難易度はそこまで高くない。




ここまで話を聞いて断ったら即座に斬りつけられるだろう。覚悟を決めて依頼を受けることに決めた。




とりあえず、必要な物をおねだりしてみるか。



「依頼の成功率を上げるために必要な物が二つあります。アンデッドに有効な武器を用意してもらえないでしょうか？　聖刻文字があると助かりますが、なければ一般的なものでも大丈夫です」


なまくらの剣では激しい戦闘に耐えられない。魔法の武具があれば最高なのだが、もしなければ耐久性の高いものでもよい。




レイスなどの実体を持たない魔物に対して対抗できる手段が欲しいのだ。



「アンデッドが出現すると聞いていたので、聖刻文字入りの武器なら用意してきた。他の騎士も使っている片手剣だが、これで大丈夫か？」


装備品をおねだりすることぐらい予想済みだったらしい。ヴィリーは腰にぶら下げていた剣を鞘ごと外すと俺に渡してきた。




刀身を確認する。聖刻文字が二つ刻み込まれていた。




文字一つ一つの意味は遙か昔に忘れ去られてしまったが、組み合わせ次第ではアンデッドに対して特別な効果が発揮する特別な文字だ。




このパターンは『ターンアンデッド』の効果を刀身に宿すだったはず。スケルトンナイトなら、ある程度の傷を与えれば塵になるぐらいの効果はある。




ちなみに、俺が創り出した聖剣には聖刻文字は五つもあり、いくつもの効果が発揮されるようになっている。『ターンアンデッド』の魔法が使えたのは、付与された効果の一つに過ぎない。



「はい。この武器を使わせてください」

「よろしい、今からその剣はお前が使え。防具も必要か？」

「不要です。あとはマナポーションをいくつか融通していただければ十分です」


本当であれば防具のほうも欲しかったのだが、そこまで優遇されてしまうと同行する騎士に不審だと思われてしまう。最低限の装備だけ用意した、そんな風に見えたほうがいいのだ。



「消耗品は遠慮なく使うがよい」

「ありがとうございます。必要なものは以上です。早速、明日から仕事に入らせてもらいます」

「ふむ。平民というのは、もっと強欲な生き物だと思っていたが、お前みたいに道理をわきまえたヤツもいるのだな」


この一言にイラッとするが、表に出すわけにはいかない。




ゼルマよりヴィリーのほうが平民を見下していそうだ。コイツが依頼者だったら、もっと劣悪な条件だっただろう。




その点については彼女に感謝してもいいぐらいだ。



「依頼の達成が確認でき次第、報酬として金貨十五枚を渡そう。期待しているぞ」

　しばらくは遊んで暮らせる程度の金額だ。騎士を事故死させる対価としては微妙な金額だが、価格交渉は難しい。受け入れるしかないだろう。

「承知しました。不肖ラルス、ゼルマ様の期待に応えてみせます」


目の前で傲慢な笑みを浮かべているヴィリーに頭を下げる。




マナポーションのビンを三つ受け取ると、ようやく貴族から解放された。






　仕事の話が終わり家に帰ると、保存食や食事用のナイフ、ランタン、ロープといった、ダンジョン探索用の道具を背嚢はいのうにまとめる。


マナポーション三つは、ウェストポーチに入れた。衝撃吸収用の素材が使われていて、剣でぶっ叩いても中のビンは壊れないという優れものだ。これだけで金貨十枚はする。




どれも冒険者時代に使っていたものばかり。




懐かしさ半分、使う機会がこなければよかった気持ちが半分といった感じだ。



「少し、情報を整理するか」


騎士を一人この世から消す仕事を、ゼルマが独断で依頼はしないだろう。裏にはエルラー家がいるはずだ。




哀れなクリスト当主は、エルラー家にとって邪魔になったから排除される。




ここまでは確定と思って問題はない。




重要なのは、なぜ殺されなければならないか、という部分だ。




理由が大事なのだ。裏で罪を犯していたのであれば、領主が法で裁けばいいだけ。平民に頼むようなことはしない。




今回は、クリスト・ブレートが、エルラー家からヤンを借り受けて管理している騎士家の当主、というのが重要だ。ブレート家が村を管理して、収穫物や家畜、貨幣をエルラー家に納める。この流れを変えたいのかもしれない。エルラー家の直営地にすれば収入は増えるだろうからな。




しかし、秘密裏に貴族を殺す理由としては弱い。




ダンジョン発見によってヤンが大きく成長する道筋は見えている。人が集まればエルラー家に納める金額も自然と増えていくわけだから、無理に殺す必要はないのだ。じっくりと時間をかけて乗っ取る方法もある。むしろ、その方法が王道だ。それを選ばないということは、急がなければいけない理由が他にあるのだろう。




それが合理的なものなのか、感情的なものなのかはわからない。




ゼルマが去り際に頼んできたレギーナが鍵を握っているのか、それとも他にもあるのか……これ以上は考えても結論は出ないだろう。依頼はこなす。もし貴族が裏切るようなら、創造のギフトを使って反撃し、国外に逃げればよい。俺一人なら、なんとかなるはずだ。




明日は早いことだし、考え事はここまでにして今日はもう寝よう。




部屋の明かりを消して固いベッドの上で横になる。気疲れをしたこともあり、すぐに眠りに落ちるのだった。







翌日、ヤンで育てている家畜の鳴き声によって目が覚めた。気分は悪くない。体調は万全だ。




まとめていた荷物を持つと村長の家に向かう。農場へ行く村人とすれ違い、共同施設の洗濯所を通り過ぎようとしたところでソフィーと出会った。



「おはようございます」

「おはよう。朝から頑張ってるな」

「ラルスさんもですよ。調査隊に参加される話を聞きました」


情報源はオルレあたりか？




隠すことではないので、うなずいて肯定する。



「少し、心配です。大丈夫ですか？」


危険なダンジョンに向かうことを言っているのか、それとも貴族と一緒に行動をすることを指摘しているのか……どっちにしろ答えは変わらない。



「安心しろ。すぐに帰ってくるさ」


背が小さく、ちんまりしていることもあり、ついついヘルミーネと接するような感じで頭を撫でてしまった。



「もう、子供じゃないんですから！」


言葉と違って嬉しそうな顔をしながら、俺の手を優しく払いのけた。




それからすぐに真面目な顔に切り替わる。



「詳細まではわかりませんが、今回の調査隊はいろんな人の思惑が絡んでいるようです。仲間だからといって信じすぎないようにしてくださいね」

「わかってるって。これでも元ベテランの冒険者だからな。臨時パーティとの付き合い方は心得ているさ」

「本当ですか？」

「本当だって」

「……わかりました。信じます。ずっと待っているので、必ず、無事に帰ってきてくださいね」


そんなこと言われたら死んでも帰ってこないといけないじゃないか。




さすが元聖女様、他人の扱い方が上手い。




本当に心配してくれているから嫌な気分にはならず、むしろやる気が出てくる。



「もちろんだ。じゃ、行ってくるな」


名残惜しそうにしているソフィーを置いて先に進む。




村全体が完全に目覚めて騒がしくなったころになって、ようやく村長の家の前に到着した。玄関にはオルレと村長が立っている。



「お前が一番乗りだ」

「貴族を待たせるわけにはいかないからな」


オルレに軽く返事をすると、隣に立って調査隊のメンバーを待つが……来ない。




村長が「まだか、まだか」と、つぶやいている。オルレは何度も舌打ちをして苛立ちを隠せていない。




二人とも甘いな。貴族なんてそんなもんだぞ。平民と約束した通りにすることのほうが珍しい。




待ち合わせの時間を大幅に過ぎ、農民が全員仕事に出かけ残された妻や子供たちが家の仕事を始めるころになって、ようやく目的の人物が姿を現した。




従者と思われる十代前半の少年二人の肩を借りて、三十代に見える男騎士がこちらに近寄ってくる。その後ろには女性の騎士がいた。




男のほうがクリストだろう。近寄るとわかるが、顔が青白い。病気にでもなったのか？



「うっぷ、気持ち悪い」


と思ったら違ったようだ。酒臭い息が俺のところまで来やがった。




これから高難易度のダンジョンの調査に行くというのに、前日は深酒をしていたというのか！




俺にとっては非常に都合の良い展開ではあるが、お仲間にとっては迷惑でしかないだろう。その証拠に他の奴らからは疲れが見えるぞ。



「さっさとダンジョンに、うっぷ、いくぞ……うっぷ」

「それでは、私がご案内いたします」


最低限の礼儀として頭を下げる。




すると、近くから何かが吐き出される音が聞こえた。



「「「「…………」」」」


あまりのタイミングの悪さに、この場にいる全員が黙り込んでしまう。




貴族の許しが出るまで頭は下げたままだ。さっさと許可を出してもらいたいのだが、ゲロロと音が聞こえているので、クリストには期待できないだろう。




許可を出せる相手は残り一人しかいない。



「クリスト卿の代わりに私、レギーナが答えましょう。顔を上げなさい」


気が利くじゃないか。言われたとおりにすると、長い金髪に優しい瞳をした女性がいた。




身に着けている金属鎧は魔法の効果が付与されているらしく、魔力を感じる。クリストは期待できないが、レギーナはまともに戦える騎士に見えて安心した。



「落ち着いたら案内を頼みます。これから、よろしく頼みますね」


従者たちが水袋を渡してクリストの世話をしている光景を見ながら、これからの段取りを考えるのだった。






◇　◇　◇





二日酔いで死にそうなクリストを引き連れて森の中へ入る。




相変わらず動物はいない。ゴブリンを数体発見すると『エネルギーボルト』を放って近づく前に倒す。



　雑魚を倒すのも案内役としての仕事だ。


その後も順調に行程を消化すると予定より少し遅れてしまったが、森の中にある湖についた。



「もうすぐダンジョンにつきます。その前に休憩をしたほうがいいと思いますが、どうしますか？」

「少し休みたいと思っていたところだ。お前の提案を受け入れよう」


クリストが許可を出したので休憩することに決まった。




貴族の集団から少し離れて、魔物の襲撃に備えつつ干し肉をかみちぎる。




前回はここでスケルトンナイトに襲われたので油断はできない。




休憩したことで、クリストの二日酔いは良くなってきたようだ。ダンジョンにつくころには調査隊のリーダーとして元気に活躍してくれることだろう。




クリストの活躍を心の中で願っていると、スケルトンナイトが二匹こちらに向かっている姿を発見した。




早めに処理しようと剣を抜きかけたが、手を止める。




都合の良いことに、俺のことは無視して貴族たちのほうに歩いているのだ。




剣の柄から手を放して気づかれないようにゆっくりと離れる。ギリギリ視認できる場所まで移動して隠れると、ようやく貴族たちもスケルトンナイトの存在に気づいたようだ。




驚きながらもクリストが剣を抜いてから、指示を出して従者を後ろに下がらせる。レギーナはその二人を守るようにして前に立った。クリストが一人で前に出ると、スケルトンナイト二匹と戦いを始める。




戦いはレギーナに任せると思っていたので意外だった。しかも剣筋は悪くない。聖刻文字がある剣を使っているとはいえ、時間をかけずに倒してしまったのだ。もちろん、傷を負っている様子はない。




二日酔いの姿しか見ていなかったので、実力を低く見積もりすぎていたらしい。騎士としては並みか、それより少し上程度だろう。さすがは当主という感じだな。




ダンジョンの調査で忙しくなる前に正確な実力が把握できて助かった。




さて、そろそろ合流するか。



「だ、大丈夫ですか！？」


慌てたふりをしてクリストに駆け寄る。




すべてが終わってから戻ってきた俺が気に入らないのか、ヤツの機嫌は悪そうだ。



「こんな雑魚に俺がやられるはずがない。お前、バカにしているのか？」


元気になったらなったで、面倒な性格をしてやがるな。




反発したい気持ちを抑えて頭を下げる。



「決して、そのようなつもりで言ったわけでは……」

「所詮、俺の強さは平民ごときにはわからないか！」


怒り気味のクリストは、剣を鞘にしまって立ち去ってしまった。




反論は一切しない。侮ってくれればくれるほど、俺のことを意識しなくなるからな。裏で動きやすくなる。




せいぜい、残り僅わずかな時間を楽しんでくれればいいさ。



「休憩は終わりにして行くぞ！」


クリストが号令を出したので、俺たちはダンジョンに向けて歩き出す。




ダンジョンに近づくと空中を漂う魔力が濃くなり、スケルトンナイトの出現頻度が高くなってきた。何度か襲われたが、二日酔いから立ち直ったクリストの活躍により、たいした苦労もなく倒してしまう。順調に森の中を案内して発見したダンジョンの前に到着した。




目の前には墓が並んでいて、前に来た時から何も変わっていない。



「これが、ダンジョンか。いっきに景色が変わるとは……見ると聞くとでは印象は大きく変わるな」


クリストのつぶやきに、調査隊のメンバーは同意するような目をしていた。




冒険者にとっては当たり前の事実に驚くということは、ダンジョンに来るのは初めてなのだろうか？




経験の浅いメンバーばかりを集めて高難易度ダンジョンに挑戦させるなんて、死ねと言っているようなものじゃないか。エルラー家が仕組んだこととはいえ、なんとも酷いことをする。貴族の敵は貴族ってやつだな。



「これからダンジョンに入る。先頭はレギーナとそこの平民だ。早く先に行け！」


怖じ気づいたのか、クリストが隊列の変更命令を出した。




俺が勝手に判断するわけにはいかず、レギーナの顔を見る。




目が合うと彼女はうなずいた。



「ラルス、行くぞ」


意外にもレギーナは、俺の名前を覚えていたようだ。



「わかりました」


真面目な貴族もいるんだなと思いながら、先頭を歩き墓地のエリアに入る。



　立ち止まったままの三人から離れるとレギーナが話しかけてきた。

「クリスト卿が迷惑を掛けた。代わりに謝罪しよう」


二日酔いや高圧的な態度について言っているのだろうが、実はそんなに気にしていなかった。貴族は元々そういう生き物だと思っているし、何より始末する相手は無能なほうがいい。むしろ好都合だと感じていたほどだ。



「気にしていません。割り切っていますから」


ただ、それを馬鹿正直に伝えるわけにはいかないので、少しトゲを入れながらも失礼にならない程度に返す。このぐらいが、ちょうど良いのだ。本当に気にしていないような発言をしてしまうと、それはそれで疑問を感じるかもしれないからな。




貴族をこの世から一人消すのだ。僅わずかでも失敗する要因は排除しなければいけない。そういった慎重な立ち回りが必要なのだ。



「貴族全員がそういう……いや、よそう。それより、この先がどうなっているか教えてもらえないか？」


貴族の世界で生きていけるのか心配になるぐらい、レギーナは純粋でわかりやすい性格で助かる。




彼女は珍しく優しい貴族だ。この場だけでなく、様々な場所で平民の扱いに悩んでいそうだな。生きにくそうな性格をしている。今後の人生も大変だろう。



「まっすぐ進むと大穴があるので、階段を使って降ります。地下には廃墟都市があり、そこがダンジョンの一階になっています」

「なるほど、では、あそこに見える建物はダンジョンではないと？」


レギーナが指さした場所は、最初の探索で見つけた屋敷だった。ゴーストやレイスが屋根の上を回るようにして飛んでいる。



「そうですね。貴重な魔道具が保管されているとは思いますが、ダンジョン攻略とは関係ありません」


調査隊全員に聞こえるように、声のボリュームを上げて説明をした。



「なるほど、今回の調査とは関係がなさそうだな」

「レギーナ卿、それは違うぞ」


後ろを振り返る。クリストが嬉しそうに笑っていた。




屋敷に釘付けだ。目が欲望によって濁っている。



「あそこに貴重な魔道具があるなら、無視するのは惜しい。調査するべきだろう」


お前ならそう言うと思っていたよ。脳内には、貴重な魔道具を持ち帰って自慢している姿が描かれていることだろうな。ヤン一帯を管理しているクリストなら、夢を見る資格はあるかもしれない。




だが、忘れてはいけない。




高価なものはタダで手に入らないということを。




特別な場所にある魔道具は、強力な魔物が護っている場合が多い。今目指している屋敷には必ずいる。




ダンジョン内では貴族の権力は及ばず、手に入れるのには相応の力を示さなければいけない。戦って倒さなければダンジョンの富は懐に入ってこないのだ。




そこまで知っていて俺は、その事実をあえて言わなかった。ダンジョンを本格的に調査する前に死んでもらったほうが楽だからな。嫌な仕事は早く終わらせるに限る。




ダンジョンの一階に行くまでもない。クリスト、お前は屋敷で死んでもらうぞ。



「よし、私が先行する！　後からついてこい！」


欲望に目がくらんでしまったクリストが、従者の二人を引き連れて歩き出す。




屋敷の周囲を漂っていた、半透明の人型の影——ゴーストやレイスが襲い掛かるが、剣を振るうと霧のように消えてしまう。




鉄製の剣だと傷つけられない。特殊な魔物にありがちではあるのだが、本体の戦闘能力は高くない。適切な武器さえ持っていれば、容易に倒せる。




それでもレイスになると魔法を使ってくるので厄介ではあるが、最低限の戦闘訓練を受けた騎士には脅威ではなかった。魔法を剣で叩き落として防いでから、近づいて斬り捨てる。何度も繰り返していくと、すぐに屋敷の周囲にいた魔物は全滅してしまった。



「歯ごたえがない。ゼルマ様に気をつけろと言われたが、この程度では問題にならんな。報告した冒険者が弱すぎたのだろう」

「さすがクリスト様です！」

「強さに感動しましたッ！！　クリスト様を選んで正解でした！」


従者の二人が拍手をして褒めていた。




介護が終わると次はおだて役か。コイツらもクリスト側の人間だと思うと、一緒に死んでもらったほうがよさそうだ。




典型的な傲慢貴族のおかげで心が痛むことはない。







クリストは従者とレギーナを引き連れて屋敷の中に入っていった。




俺はトラップの利用方法を考えながら後をついていく。ダンジョンには傾向というものがあり、屋敷にどんなトラップが仕掛けられているのか大まかな予想は立てられるのだ。




貴重なアイテムを早く手に入れたいのだろう。部屋のドアを無造作に開けて荒らしていく。警戒もせずに先に進むので呆れてしまう。いきなり魔物が襲いかかってくるとか、そういった心配はしていないようだ。空き家を探索するような無防備さで突入するなんて、冒険者でもルーキーぐらいしかやらないぞ。




ダンジョンを舐めているが故に警戒心が薄すぎる。




なぜ冒険者が地形把握や罠を発見する斥候を重要視しているのか、その理由を少しは考えたことはないのか？　いや、違うか。重要視しているという事実にすら気づけていない。魔物と戦うことしか頭にないのだろう。




巷に溢れているありふれた物語のように、ダンジョンは危険な魔物がいて戦う場所だと思い込んでいるに違いない。先入観とは恐ろしいな。



「クリスト様！　こちらに宝石がありました！」

「引き出しの中に指輪の魔道具があります！　持ち帰って鑑定させましょう！」

「おぉ！　よくやったッ！」


次々とドアを開けては部屋をあさっていく。邪魔な家具は破壊しながら、めぼしいアイテムを探している姿は盗賊のようだ。




そんな様子を冷めた目で眺めていた。




救いなのはレギーナが参加していないことだろう。嫌悪していることがはっきりと判る表情をしている。




目の前の蛮行を見続けるのも苦痛だったので、俺は一つ試すことにした。




どのような返事をしても俺がやることは変わらないのだが、作戦を実行する前にどのような価値観や主義主張を持っているのか確認しようと思ったのだ。



「参加されないのですか？」

「私はエルラー家に仕える騎士だ。それにふさわしい振る舞いというものがあるので、遠慮しておこう」


騎士としての振る舞いときたか。




意外性はないが、珍しい。




確か、騎士の教訓みたいなものがあったな。うろ覚えだが、







弱きを尊び、守護者たるべし。




主君に仕え、その命令に服従すべし。




生まれし国家を愛すべし。




敵を前にして退くことなかれ。







みたいな内容だったはずだ。誰も守らない教えをレギーナは実践しているとでも言いたいのだろう。見た目は若いし、騎士になったばかりで理想に燃えているのかもしれないと思えば、納得できるか。




一人でもまともな騎士がいて助かった。そのまっすぐな性根を利用させてもらおう。



「今度はこの部屋だ！　屋敷の主が住んでいそうなドアだぞ！　何が出てくるか楽しみじゃないか！　根こそぎ持って帰るからなッ！」


盗賊でも言わないような言葉を口にしたクリストが、豪華なドアを開けて入っていった。







——ダンジョン内で豪華なドアを見つけたら注意しろ。死神が襲ってくるぞ。







冒険者になったばかりのころに教わるダンジョンの常識である。ドアを開けた先には、そのエリア一帯を支配している魔物か、凶悪なトラップが仕込まれている場合が多いのだ。




クリストが開けたドアの先には金貨や宝石、美術品が山のように積まれていた。貴族からしても、かなりの価値があるだろう。



「ク、クリスト様ッ！　財宝がありました！！」

「これでようやく領地の開拓ができるようになりますね！」


名も知らぬ従者の二人が財宝に駆け寄っていく。クリストも黄金にとりつかれたかのような笑みを浮かべていた。




無理もない。レギーナですら現実的ではない光景に唖然としているのだからな。




そんな彼女に声をかける。



「これだけの量の財宝を調べるのであれば、時間がかかると思います。私たちは入り口で周囲を警戒しませんか？」

「そ、そうだな。そうしよう」

「では、クリスト様に報告してきます」

「わかった。私は先に外に出ている」


レギーナが部屋を出て通路の警備についたのを確認してから、俺はクリストのほうに向かう。



「これは失われた魔法王国の硬貨ッ！」


興奮した従者の一人が金貨をつまみ上げようとする。その瞬間、部屋全体の魔力濃度が一気に高まる。さらに自動でドアが動き、クリスト、従者、俺が閉じ込められてしまった。




背後からドアを叩く音が聞こえる。残されたレギーナがやっているのだろうが、魔法で強化されたドアを物理だけで壊すのは難しい。中に入ることはできないだろう。



「ざ、財宝が消えただとッ！？」


山のようにあった財宝がキレイに消えていて、クリストが騒いでいる。




そんなすぐに金目の物が手に入ったら、冒険者は全員金持ちになっている。財宝はすべて幻だったのだ。




しかもトラップは、これだけでは終わらない。




部屋の中心から黒い煙が渦を巻いて立ち上っていく。クリストの背後で起こっていることなので気づいていないようだ。




次に引き起こされる悲劇が手に取るようにわかる。部屋の端に移動すると、近くの柱で身を隠しながら様子をうかがう。




黒い煙が一つの形になり、魔物が誕生した。



「—————！！」


無音の悲鳴を上げたのは人型の魔物だった。体は半透明で足はない。宙に浮かんでいるのだ。両手で大きな鎌を持っている。




見たことのない魔物だが、ゴーストやレイス系統だろう。体から溢あふれ出ている魔力からアンデッドナイト程度の強さはあるとわかる。



「化け物！？」

「クリスト様、助けてください！！」


魔物の魔力にあてられて一発で心が折れた従者たちは、クリストの腕にすがって助けを求める。




だが、その助けを求めた相手も無事ではなかった。



「な、なんだこれは……」


足をガクガクと震わせて、すぐにでも倒れてしまいそうなほど顔面が真っ白になっていたのだ。




怯えたところで魔物が哀れんで見逃してくれるはずがない。




今の状況を楽しんでいるかのように、クリストたちにゆっくりと近づいている。



「私にすがるな！　従者なら率先して戦え！」

「無理です！　あんなのとは戦えません！」

「クリスト様が手っ取り早くお金が稼げると言ったのに！　責任を取ってください！！」

「うるさい！！　お前らは命令された通りに動けばいいんだよッ！」


騎士とは思えない。いや、現実に即した騎士の姿がそこにあった。




腕にしがみついている従者の一人をクリストは引き離して蹴り飛ばす。




ゴロゴロと転がって、起き上がった先には魔物がいた。両腕を上げると、大鎌が振り下ろされた。



「あっ」


小さなつぶやきの後に、体がずりおちて両断される。クリストに助けを求めるような目をしたまま力を失っていった。





戦うことも、戦士として死ぬこともできなかった従者は、最後までクリストに助けを求め、叶わなかった。






残された最後の従者は、クリストから離れて剣を抜く。



「くそ！　貴族だからって調子に乗りやがって！　こうなったら殺される前に殺してやるッ！！」


魔物を前にして内輪もめをするなんて、恐怖で頭がおかしくなったと思われるほどの愚行だ。コイツらは面白いほど悪手を選んでいく。



「お、お前！　ブレート家に忠誠を誓ったのを忘れたのか！？」

「借金だらけの貴族だと知ってればお前のところなんて選ばなかったッ！　騙しやがって！」


従者が斬りかかろうとして剣を振り上げると、魔物の黒い手が伸びて頭を掴まれてしまった。




魔物を無視してるからそうなる。コイツはもう助からないな。




暴れて逃げ出そうとするが、肌から水分が抜かれてしわが増えていと、すぐに力が抜けて止まってしまった。ゴーストやレイスの得意技、エナジードレインを使われたな。生気を抜かれて死んだのだ。




ミイラになった従者を投げ捨てると、魔物はクリストに近づいていく。また生気を吸い取るつもりだ。




鎌を持った魔物に殺してもらうのもいいが、ここまで都合の良い状況が整ったのだ。もう少し欲を出しても問題ないだろう。




俺は聖剣を創り出して魔物とクリストの間に入る。



「コイツには用があるんだ。少し離れてな」


生気を吸い取ろうとした魔物の両腕を斬り捨てる。



「ァァアアアアーーーーーーーーーッ！！！！」


耳障りな金切り声を上げ、分離した腕は実体が保てず大鎌とともに消えた。




俺を脅威だと感じた魔物は斬られた部分を押さえながら離れる。




聖剣を警戒して俺には近づけないのだ。この部屋の支配者であるため逃げ出すこともせず、部屋の隅でじっとしていて動く気配がない。




時間稼ぎは成功だな。



「クリスト様、ちょっとだけお話ししましょうか」

「よくぞ魔物を退けた！　今なら何でも答えよう！」


俺が助けたと勘違いしてるようだが、それは違うぞ。




お前は死ぬことが確定しているんだ。諦めろ。



「なぜ、ご当主様が危険な調査隊に参加されたのですか？」


些細ささいなことだが、ずっと気になっていたことだった。




危険な役目を当主が担当する必要はないのだ。エルラー家との税金に関連する交渉や、周辺貴族との利害調整など、当主しかできないことは沢山ある。




調査は部下に任せるのが普通だ。現場が気になったとしても、情報が集まってから来てもよかっただろうに。




その疑問に対する答えを知りたかった。



「無能ばかりで他に任せられるヤツがいなかったからだッ！！　どいつもこいつも、俺をバカにしやがって！！！！」


痛いところを突いてしまったようで、いきなり怒鳴り声をあげた。




当主なのにバカにされていたのか。



「落ち着いてください。何があったんですか？」

「何があったじゃない！　投資に失敗して借金した程度で文句ばかり言いやがってッ！！！！　今回の調査で絶対に見返すと決めたのだ！！　平民、お前も手伝えッ！！」


ああ、この男は、エルラー家だけでなく家族からも見捨てられたってことだな。




もう少し詳しく話を聞きたいのだが、興奮していて俺にわかるように説明してくれそうにない。時間をかければ引き出せるとは思うが、ゆっくりとしていられる状況ではないから諦めるか。



「そうだったんですね。知らなかったとはいえ、無礼な質問をしてしまいました」


そう言った直後に聖剣を消す。



「もう、あなたは必要ないので死んでください」


持っていた武器で俺が戦うことを期待していたクリストは、間抜けな顔をさらすが、すぐに眉を吊り上げて唾つばを飛ばしながら叫ぶ。



「なッ！？　この俺に死ねだと！！　ふざけるなッ！！」


自分で生き残るチャンスをつぶすなんて救いようがないバカだな。




聖剣がなくなったことで魔物がこっちに近づいてくるぞ。



「——————！！」


両腕を斬られたままの魔物が、クリストを包み込んだ。




そのまま生気を吸い出している。




逃げ出そうとしてクリストは手足を動かしているが、無意味だ。



「な、なんで俺に！？　平民！　さっさと助けろ！！」


生気を吸われているのに元気なことだ。



「俺が襲われなかった理由は単純だ。傷ついた状態では勝てないと、魔物が判断したんだよ。先に弱いほうを狙うのは当然だろ？」

「ふ、ふざけるなッ！！　この私がお前より下だと！！」

「苦情は俺じゃなく、その魔物に言うんだな」


話している間にもどんどん皮膚から水分が抜けているようで、クリストの顔がシワだらけになっている。三十代中盤の野心溢れる顔から、死にかけの老人に変わってしまった。



「俺が悪かった……助けてくれッ！！！！」

「助ける理由がないな」


社会的な地位も金もある人物が、理屈の外側にいる魔物に殺されていく。




ダンジョンとは、そういうところだ。




体内の水分を吸い取られミイラになると魔物に投げ捨てられた。哀れなクリストだったものが床に転がっている。




この死に方なら魔物の仕業だと判断されるだろう。すべては予定通りだ。




視線をクリストから魔物に移す。吸収した生気によって、薄れていた黒い靄は濃くなり、両腕は再生されていた。




黒い塊を放ってきたので聖剣を創り出して斬り捨てる。



「そろそろ、お前も殺しておくか」


魔力をたっぷりと込めた刀身で、大鎌を振り上げて近づいてくる魔物を斬り捨てる。




傷口から聖魔法の効果が体内に侵入すると、毒のように魔物の体を蝕んでいく。二度、三度と斬り刻んでいくと魔物は力尽きたようで霧散した。




部屋には魔石が一つと大鎌。それとミイラが二つに、切断された死体が一つある。




生き残っているのは俺だけだ。




魔物が死ぬとトラップは解除されるので、ドアもすぐに開くはず。その前にちょっとした工作をしておくか。




クリストのミイラと剣を魔石の近くに置いて、俺はその場でひざまずいた。



「大丈夫か！！」


ドアが勢いよく開きレギーナが入ってきた。




俺と目が合うと駆け寄ってくる。



「よかった！　ラルスは無事だったか！　クリスト卿たちはどうなった？」

「残念ながら、生き残っているのは私だけです」


悲しそうに見えるように表情を作りながら目線を下に向ける。その先にはクリストのミイラが横たわっていた。



「これは……」

「部屋に閉じ込められた後、レイスの上位種が出現して戦った結果です。クリスト様はエナジードレインで生気を吸われながらも、強烈な反撃をして、相打ちとなりました」

「上位種……そんな強力な魔物が現れたのか」

「はい。クリスト様が奮闘されたおかげで、何とか私は生き残ることができました」

「そうか、彼は騎士として正しく戦い、亡くなったのだな」


弱者を守って戦い、死ぬ。レギーナが理想とする騎士の生き様を演出してみたのだが、気に入ってくれたようだな。




目に涙を浮かべながら死者に祈りを捧げている。




彼女好みのストーリーを創り上げたことで、多少の違和感は無視されてしまうだろう。人は自分にとって都合が良いことを信じるものだから、レギーナの脳内では果敢に戦うクリストの姿が浮かんでいることだろう。




騎士が魔物相手にビビって戦うことすらできなかったなんて、理想的な騎士が大好きなレギーナには想像できない。これが人の限界なのだ。



「こうなってしまえば調査は中断するしかない」


祈りを終えて立ち上がると俺のほうを向く。



「亡骸を持って帰ることは無理だ。形見として三人が使っていた剣を持って帰ろうと思う。荷物持ちは任せても大丈夫か？」


すべて持って帰れと言われなくて良かった。




断る理由はない。



「もちろんです。他にも魔物が残したアイテムも持ちます」

「頼んだ。その代わり、帰り道は私がラルスを守ろう」


この程度の荷物であれば守ってもらわなくても問題ないのだが、そんなことを言ってプライドを傷つける必要もない。




命令に従って剣と彼らが懐にしまっていた魔道具や金貨を回収していく。最後に魔物が残した魔石を拾って、レギーナの後を追って屋敷を出て行くことにした。




突然の再会





犠牲者三名を出した俺たちは、ダンジョンから撤退してヤンに戻っていた。




面倒な報告はレギーナに任せたいところではあるが、依頼の件もあるので俺も同行しなければならない。




村長の家に入ると、滞在していたゼルマに報告をした。



「では、トラップで部屋に閉じ込められ、従者は死亡。クリスト卿も魔物と相打ちになったと？」

「はい。私がこの目で確認しました。間違いございません」


レギーナが答えた後、室内は重苦しい空気で支配されていた。




報告を受けたゼルマは黙ったままで、何を考えているのかわからない表情をしている。後ろに控えているヴィリーも同様だ。




部屋の外から村人の声と家畜の鳴き声が聞こえる。




そろそろ仕事が終わって、家に帰る時間なのだろう。



「当主が死んでしまえばヤンの管理は困難だろう。直営地に戻すことも考えないとな」


たっぷりと時間をかけてから放たれた言葉は、家の利益を優先する内容だった。



「ヴィリー卿はどう思う？」

「ゼルマ様のおっしゃる通りかと。あそこの跡継ぎが、ヤンを管理できるとは思えません」


内心は上手くいったと笑いが止まらない状態だろうな。事情を知っている俺からすると、口元が緩んでしまうのを必死に我慢しているように見える。




調査の失敗と当主が死んだことを理由にヤンからブレート家を排除できたら、エルラー家の得られる利益は莫大なものになるはず。脳内では色々と計算していることだろう。



「調査で手に入れたアイテムを調べたい。レギーナ卿はヴィリー卿とともに、詳細をまとめるように！」

「はっ！　それでは倉庫で確認してまいります！」


ヴィリーが返事をすると、二人はすぐに部屋から出て家の隣にある倉庫へ向かった。




この場には俺とゼルマしかない。彼女はこの状況を意図して作り出したのだろうから、依頼の話をすることになるだろう。



「よくやったな。お前の仕事は完璧かんぺきだった」


ニヤリと野性味溢れる笑みを浮かべる。




美人が台無しだ。貴族たちの間で猛獣といった陰口を叩かれてそうだな。



「満足していただけたようで、安心しました」

「ああ、大満足だッ！　お前が出してくれた結果は最高だよ。特にアイツが魔物に殺されたというのが良い！！」


だから、そんな肉食動物のような笑みを続けていたら婚期を逃すぞ。



「浅い階層に出てくる魔物ごときに負けてしまうなど、騎士としては汚点でしかないからな！　報告を聞いたときは思わず声を上げて笑いそうになってしまった！！」


騎士は他国や魔物から国を守る戦力として期待される存在だ。高貴な存在を守ったわけでもなく、相打ちだとはいえボスでもない魔物に負けた。その事実が汚点になる、と言いたいのだろう。




借金だらけだったようだし、家に止めを刺すには十分。これでエルラー家の思うように処理できる状態になったわけだ。



「さて、無駄話はここまでにして報酬を渡そうか」


ゼルマが金貨の入った布袋を無造作に投げる。




テーブルに着地すると硬質な音が室内に響いた。




雑な渡し方に少し苛立ちを感じたが、貴族に逆らうほどではない。



「ありがとうございます」


お礼を言ってから、硬貨の入った袋を持ち上げる。約束の報酬は金貨十五枚だったはずだが、手には報酬以上の重みを感じていた。




袋を開けると金貨が大量に入っていた。袋から出して数えると五十枚ある。最初に提示された報酬の三倍以上だ。依頼を完璧にこなしたボーナスだと考えても多い。




これを渡したゼルマは一体何を考えているのだ？




顔を上げて彼女を見る。また、野性味溢れる笑みを浮かべていた。



「今回の依頼内容を外部に漏らすことは許されない。当然、この秘密を知っている人は少ないほうがよいと考えることもできる。本来であれば、ここで始末したほうがよいのだが……」


ゼルマから笑みが消えた。




一呼吸置いてから、再び語り出す。



「やめておこう。お前は義理堅く有能との話だからな。実際、今回の依頼は秘密を守り一人で完遂した。試験は合格だ。追加の金貨三十五枚でしばらく雇うことに決めたのだ」


口止めのために殺すと言われれば、今後のことなど忘れて全力で逃げ出しただろう。ゼルマ相手では苦戦するだろうが、ヤンにきた騎士たち相手なら難しい話ではない。




だが、雇うとなると話が変わる。将来を投げ捨てるほどには切羽詰まった話ではなく、貴族に逆らってまで断る理由としては少し弱い。即時、命に関わるわけでもないので、詳しい話を確認する。



「また依頼したいことがある、ということでしょうか？」

「何かあれば依頼する、といった程度だ。必要であれば追加の報酬も渡そう。期間は……そうだな、とりあえず半年だ」

　何かあれば、か……。今回みたいに魔物に人間を処分してもらう方法ならよいが、子供殺しや薬物の密輸といった依頼は絶対に受けたくない。ここで釘をさしておくか。

「私は治安を守る自警団の一員です。ゼルマ様の依頼であっても、後ろ暗い、非合法な仕事は受けるつもりはありません。それでもよろしいですか？」


反抗的な言葉に、ゼルマは目を細めて鋭く睨みつけてきた。



「ほう、この私に逆らうとは、覚悟はできているのだろうな？」


彼女は発する圧力を一気に高めると、腰につけていた剣を抜いて俺の目の前に切っ先を突き付けてきた。




ここで怯んではいけない。ゼルマをまっすぐ見る。




腕がゆっくりと動いて剣が俺の額を薄く斬り、血がしたたり落ちる。



「逆らったわけではございません。私は正しい仕事をしたいだけなのです。もし、それが気に入らないというのでしたら、この場で斬り殺してください。ですが、私のわがままを聞いていただけるのでしたら、今後もゼルマ様に全力で仕えましょう」

　さあ、ゼルマ。お前はどう出る？　俺は譲れない一線を引いた。今度はお前が試される番だぞ。

　返答次第では戦いになるだろうが、使い捨ての存在として扱われるぐらいなら、それでも構わない。先ほどの言葉を発した時点で、その覚悟はできている。

「…………」


無言のまま時間だけが過ぎていく。




冒険者ギルドで情報を調べたのであれば、俺の経歴はすべて知っていると思っていてよい。自慢ではないが多大な功績は残してきた。ゼルマの依頼は完璧に達成したのだ。




使える従順な手駒をこの程度のことで殺すのはもったいないと、判断する可能性はある。



「フッ」


短く息を吐くと、威圧感が霧散した。




ゼルマは剣を素早く鞘に戻す。



「いいだろう。お前には、まっとうな仕事を回してやる」

「ありがとうございます。依頼があれば全力を尽くさせていただきます」

「ならよい。何かあれば使いを出す」

「承知しました」

「良い返事だ。もう用はない。帰れ」


命令に従って部屋を出ようとする。




ドアノブに手が触れたところで呼び止められた。



「そうだ。一つ、伝え忘れていたことがある。お前は、第二次調査隊にも参加するんだぞ。期待している」


さっそく仕事の依頼ですか。当然、俺に断る選択肢はない。




笑顔で承諾することになった。







ゼルマから解放されて外に出ると、夜になっていた。『ライト』の魔法を使って周辺を照らしながら、親父の店に向かう。今回は仕事ではない。客として腹を満たしに行くのだ。




スイングドアを開けて店内に入ると、野太い声が歓迎してくれた。



「無事だったか！　ゴブリンの被害が急増してるから、心配してたんだぞ！　ダンジョンの帰りに襲われなかったか？」


カウンターから親父が手を振っている。返事をするように俺は軽く手をあげた。



「物騒な話だな。道中は平和だったぞ！」


店内は客でにぎわっていて、カウンター席は全部埋まっていた。しかたなく、空いている隅のテーブル席に座ることにする。



「とりあえずエールを二つ」

「すぐにお待ちしますね！！」


近くにいたヘルミーネに注文して、ようやく気持ちが落ち着く。




怒涛どとうの一日だった。




二日酔いの貴族から始まり、最後は別の貴族に脅されるとは、普通の冒険者だったら何度か詰んでいた状況だったぞ。




特に今回の依頼は俺以外だったら達成できなかっただろう。だからこそ、ゼルマに捕まったんだがな。




次の仕事は第二次調査だが、実際に動くのは少し先になる。ダンジョンに入る前にクリストの死を家族に伝えて、諸々の手続きを終わらせる必要があるからだ。




今日ぐらい酒を飲んで貴族のことを忘れても問題ないだろう。



「お待たせしました」


エールがなみなみと注がれた木製のジョッキが二つ、ドンッと音を立てて置かれた。




雑な仕事をするなと思い視線を上げると、ソフィーが威圧感のある笑みを浮かべていた。




ゼルマとは違う、静かだけど恐ろしい暗殺者のような雰囲気がある。



「あ、ありがとう」


なんだかわからないがご立腹のようだ。本当に、本当に今日はツイてないぞ。




逃げるようにしてエールを一気に喉に流し込んで飲み干す。



「ふぅ……」


その間にいなくなるかな？　と思っていたが、逆だった。




椅子に座ってこちらを見ている。



「接客はいいのか？」

「今日のお仕事は終わったので。ご安心ください」


冷たい目をしたソフィーがいると安心できないんだがな……。




動く気はなさそうだ。仕方がない。さっさと飲んで帰るとするか。




もう一つのジョッキを持とうとすると、ソフィーの手が重なって止められてしまった。




ダンジョンのボスからは逃げられない。そんな言葉が脳裏をよぎった。



「ダンジョンの調査、お疲れ様でした」

「あ、ありがとう」

「騎士様が亡くなったようですね」


もう騎士が死んだ噂が出回っているのか。まあ、帰ってきた人数が減っているのだから、すぐにわかるか。



「そうだ。騎士が一人と従者の二人がダンジョンで亡くなった」

「それなのに、のんきに飲んでて大丈夫なんですか？　逃げ出すなら協力しますよ」


そうか！　ソフィーはゼルマとの取引を知らないから、貴族を死なせた責任を取らされるかもしれないと、心配しているのか！




だから、のんびりしている俺に苛立っていたと。おせっかいな元聖女様らしい気の使い方だ。



「大丈夫だ。ゼルマ様に報告したが〝完璧な仕事をした〟と、褒められたぞ」

「騎士が死んでいるのに？　どういうことでしょうか……？」


俺よりも貴族には詳しいはずだ。ここまで情報を渡せば、そのうち答えにたどり着くだろう。ソフィーの手を優しくどけてから残っていたエールを飲み干す。




短時間の内に二回も酒を一気に飲んだので少し頭はふらつくが、構わず立ち上がった。



「そんなわけで俺の心配は無用だ。また明日からよろしくな」

「本当に大丈夫なんですか？」

「当たり前だ。嘘だと思うなら本人に聞いてみるといい」


さて、家で飲みなおすか。




テーブルに銅貨を数枚置くと十分足らずで店を出ることにした。






◇　◇　◇





数日後、思いのほか早く第二次調査隊の出発が決まった。




事前の顔合わせとなる今日、また俺は村長の家に呼ばれる。




もう見慣れてしまった部屋に入ると先客が一人いた。教会関係者の証明である黒い神官服を身に着けている。確か、血の色を隠す黒い服は戦闘もできる司祭以上の聖職者にだけ支給されたはずだ。




手には見覚えのあるスタッフを持っており、後ろ姿しか見えないが腰回りのシルエットからして女性なのは間違いない。光沢のあるセミロングの金髪には見覚えがあった。



「ソフィー、なのか？」


声に反応して女性が振り返った。



「私も参加することになりました。よろしくお願いしますね」


あまりにも自然な流れだったので、思わずうなずいてしまいそうになった。




いや、よろしくお願いしますね、じゃないだろ！



「なんで、参加することになったんだ？」

「ゼルマ様からの要望ですよ。私の力が借りたいとのことです」

「要望があった？　もしかして——」

「はい。私の正体を知っていました」


ゼルマはソフィーが元聖女だと知って参加を要請したということか。




貴族であれば聖女と会ったことはあるかもしれないし、追い出された聖女とソフィーをつなげることもできる、か。




アンデッドが出現するダンジョンなので、元聖女は強力な助っ人となるだろう。ヤンの酒場兼宿で給仕をさせるより適切な配置ではある。俺から見ても心強い味方が現れたと喜んでもいいのだが、そんな単純な話ではない。



「大丈夫なのか？　教皇にバレたら問題になるぞ」


ソフィーが大人しく暮らしている分には見逃されているかもしれないが、貴族と関わるのであれば別だ。




力をつけて教皇を失脚させるために動いていると勘違いされてしまう。そうなってしまえば平穏な生活は望めない。教皇は刺客を放つだろう。襲撃しゅうげきに怯える生活を送ることになる。



「心配してくれてありがとうございます。やっぱりラルスさんは、優しい方なんですね」

「俺のことはどうでもいい。どうなんだ？」


危機感が足りないソフィーに苛立ちを感じながら睨にらみつける。




すると、すぐに答えが返ってきた。



「エルラー家はクルトから膨大な利益を得ています。その一部は教会にも流れていて、教皇にとってはお得意様なんです」


金を仲介役として、教皇とエルラー家は良好な関係を築いているのか。




話が見えてきたぞ。強力なアンデッドが出現するとわかっていたので、事前にエルラー家が教会と取引をしたのだろう。




権力とのつながりを強化した教皇だからこそ、貴族が取引できるようになった、ということか。



「多額の寄付金と、ヤンに教会の礼拝堂を作る約束をしたそうですよ」


その代わりにソフィーの参加を認めた。そういうわけか。




理屈はわかるが納得はできない。



「それで、いいのか？」

「私としてもアンデッドの存在は許せませんし、ラルスさんのお力にもなりたかったので、文句はありません。むしろやる気が出てるんですよ」


笑顔で語るソフィーを見て苛立ちがさらに高まる。




元婚約者に追い出されたうえに都合良く利用されて、なぜそこまで平然としてられるんだ！




恨みごとの一つや二つ出ても許される状況だというのに。もし同じ立場だったら絶対に納得しないし、別れた後の人生まで関わってくるなんて許せない。俺なら徹底的に抗うが……その気持ちをソフィーに押しつけるのは違うだろうな。




全身の力を抜いて気持ちを切り替え、先ほどの感情を沈める。




所詮、他人事だ。感情的になっても意味はない。無難な言葉をかければよいのだ。



「なら、よかった。一緒に頑張ろうな」

「はい！」


他人の悪意に翻弄ほんろうされながらも、純粋な笑顔を失わないソフィーが羨ましい。そう思ってしまうのであった。







その後しばらく沈黙が続いたが、ドアが開く音によって終わる。




始めに入室したのはヴィリーだ。数歩進むと端に寄って道を譲る。



「そろっているようだな」


後ろにいたゼルマがズカズカと足音を立てて歩き、俺たちの横を通り抜けて部屋の奥で立ち止まった。




レギーナ、ヴィリーが後に続き、ゼルマの左右に並ぶ。



「この五人が第二次調査隊の主力だ。ダンジョンの脅威度を調査するだけなので、最少人数でいく。ソフィーにはアンデッドの処理を、お前は道案内が仕事だ。二人とも私の命令には逆らうなよ？」

「はっ！」

「はい」


ダンジョンを攻略するのであれば別だが、調査や戦闘については十分なメンバーだな。特に対アンデッドの切り札であるソフィーの存在は大きい。彼女がいるだけで難易度は大きく下がる。ゼルマは貴族の中ではまともな部類に入るので、指揮も不安はなかった。



「他に身の回りの世話をするメイドを一人と、奴隷を二人連れて行く」


ゼルマが指をこすり合わせるとパチンと乾いた音が鳴った。



「失礼します。ゼルマ様の専属メイドをしているエリザと申します」


黒いメイド服を着た女性が入り口に立っていた。横一線に切りそろえられた前髪、細い目つきのせいで冷たい印象がある。




その後ろには奴隷の首輪をつけた人が二人立っていた。一人は中年の男だ。体の線は細く戦闘ができるような見た目ではないので、荷物持ちだろうな。もう一人は長い緑髪の女性だ。目に隈があり疲れた表情をしている。背も丸まっていて覇気がないのだが、俺が気になったのはもっと別のことだった。



「……ローザ？」


声を聞いてようやく気づいたのか、女奴隷は俺のほうを見る。



「まさか……ラルス？」


この反応で確信した。女奴隷は、元パーティメンバーであり、勇者リヒトの女だった魔法使いのローザだ。




リヒトが男爵の怒りを買ったせいで奴隷落ちした話までは聞いていたが、ここで再会するとは思ってもみなかった。




ローザは手を前に出し助けを求めそうになったが、すぐに中断した。少し丸まっていた背をピンと伸ばして睨みつけてきたのだ。




先ほどまでの奴隷人生に絶望していた表情はなくなり、一緒に活動していたころの自信に満ち溢れた顔をしている。



「なれなれしく名前を呼ばないで。私を馬鹿にでもするつもりなの？」


奴隷、しかも犯罪奴隷に落ちたのであれば、解放されることは絶対にあり得ない。使い捨ての人材として扱われるため、人生のどん底といってもよい状態だ。それなのに虚勢を張れるとは心が強いな。



「するわけないだろ。興味がない」


リヒトやコレットに再会したら何か感じただろうが、目の前のローザは追い出すことに賛成しただけで、俺に何かしたわけではない。強い恨みはなかった。



「嘘ね！　本当は恨ん——」

「黙れ」


勝手に喋るローザに苛立ったゼルマが命令すると、奴隷の首輪が締まる。




ヒュー、ヒューとよくわからない声を出しながら、ローザが首をかきむしって苦しむ。顔色が青くなり倒れたところで解放された。



「ゲホッ、ガハッ、ガハッ……」


目や鼻、口から液体を流しながらも、新鮮な空気を取り入れるために必死に呼吸をしている。




奴隷になるということは、生死ですら他人に操られてしまうということだ。その恐ろしさを目の当たりにした気分だった。



「エリザ、奴隷の教育はしっかりとするんだぞ」

「申し訳ございません。調査が終わった後に再教育いたします」

「入念にな、任せたぞ」


メイドのエリザとの会話が終わると同時にゼルマが俺を見る。



「奴隷は奴隷だ。知り合いだろうが、扱いは変えんぞ？」


貴族のご機嫌とローザを比べるまでもない。




もう仲間でも何でもないので、どうなろうが俺には関係ない。



「承知しております」

「ならよい。それでは調査の詳細を伝えよう」


その後は何事もなく話が進み、三日後に調査隊が出発すると決まるが、俺は参加メンバーに少しだけ不安を覚えていた。






◇　◇　◇





第二次調査隊が出発する日の早朝。ゼルマの号令とともに一行はヤンを出た。




先頭は案内人である俺だ。その隣をヴィリーが歩く。後列はローザとメイドのエリザ。中心に大量の荷物を背負っている男奴隷と、ゼルマとレギーナ、ソフィーが歩くといった隊列だ。




ゼルマとレギーナは親しそうに話している。爵位を越えた何か、例えば友情といった見えない絆があるのではないかと思ってしまうほど親密な様子だ。




少し気になったので軽く探りを入れてみよう。




隣を歩くヴィリーに声をかけようとした瞬間、俺の耳が怒号と悲鳴を拾った。




すぐに軽く手をあげて全体の動きを止める。



「ヴィリー様、この先で戦闘が発生しているかもしれません」

「何か聞こえたのか？」

「はい。誰かが争っている声がしました」

「ふむ……」


顎あごに手を当てて悩むこと数秒。ヴィリーが再び口を開く。



「お前の言葉を信じよう。俺はゼルマ様に報告してくる。偵察してこい」


指示を出し終わるとヴィリーはゼルマのほうに向かった。




魔力で身体能力を強化して現場へと走り出す。




一歩踏み込むごとに地面が沈み、およそ五メートル間隔で俺の足跡が点在している。




これなら後を追うのは楽だろう。



「——守れッ！」

「ゴブ————助け——」


やはり戦闘が始まっているのは間違いない。しかも劣勢のようだ。




さらに速度を出して走る。曲がりくねった道を進むと、荷馬車を中心に三人の冒険者が複数のゴブリンと戦っている光景が目に入った。




依頼人らしき商人の男は山のように積まれた商品の上で怯えている。これは、しばらく放置しても大丈夫だろう。問題は冒険者のほうだ。



　二十匹ものゴブリンに囲まれて満身創痍、致命傷はないものの浅くはない傷を負っている。男二人はまだ戦えているが、女性のほうはゴブリンに手足を掴まれ、引きずられている状態だ。


このまま巣まで連れて行かれると、ゴブリンを生み出すための母体として昼夜問わず犯され続けることになる。それは死ぬよりも苦しく、人としての尊厳を失う悲劇でしかない。彼女を最優先で助けるべきだ。




立ち止まり、手を前に出す。



『エネルギーボルト』


魔力を練り上げて俺の周囲に光る矢を何本も創り出す。




ゴブリンはまだ気づいていない。今なら必中のタイミングだ。




放たれた魔法は、女性の冒険者にまとわりついていたゴブリンどもを貫いた。穴だらけになり青い血を流して倒れる。




今の一撃で七匹は処分すると、ようやくこの場にいる全員が俺の存在に気づく。



「ヤンで自警団をしているラルスだ！　今助ける！」


そう宣言してからゴブリンの群れに飛び込んでいった。




女性を取られたことで怒りに我を忘れ、無謀にも近づいてくるゴブリンの集団に魔法を放つ。



『エアハンマー』


上空に発生させた空気の塊をたたきつけると、ゴブリンは地面に押しつぶされて内臓を吐き出した。即死だ。俺が魔法を使っている隙に近寄ってきたもう一匹は、攻撃される前に斬り捨てる。




戦いは順調でゴブリンはほとんど残っていない。もうすぐ戦闘は終了すると思っていたが、突然、背筋に悪寒が走った。




すぐさま大きく後ろに跳躍すると、先ほどまで立っていた場所に巨大な斧が叩きつけられた。




地面には小さいクレーターができ小石や土が飛び散ると、荷馬車を護衛していた冒険者たちが小さな悲鳴を上げる。




その声を煩わずらわしく思いながら、乱入した敵を見た。





全身は緑色の肌、濁にごった目をしていて、額に小さな角がある。どれもゴブリンに共通する特徴だが、目の前のそいつは身長が二メートル以上あり、引き締まった筋肉を持っている。普通のゴブリンではない。さらに体内に魔力を感じるので、見た目以上に肉体は強化されているだろう。腰巻きしかつけていないが、防具が不要になるほど肌が硬いのかもしれない。






このゴブリンに似た魔物の存在に心当たりがあった。



「上位種のゴブリンバーサーカーだッ！！」


ゴブリンの世界は厳しい階級社会だ。最下層のノーマルから始まり、エリート、キングの三つに分類され、さらに種類が細かく分かれている。棍棒や錆びた剣を持ったやつらはノーマルタイプのソルジャー種といった感じで呼ぶ。




出会ったゴブリンがノーマルなら気にすることはないが、これがエリート以上の階層に位置するタイプ、例えばゴブリンマジシャンやゴブリンナイト、ゴブリンロードだったら油断できない。単体の戦力が上がっているのはもちろんのこと、最悪の場合、数千という数のゴブリンを率いていることもあるからだ。




過去には、一つの街がゴブリンによって蹂躙され、男は食事に女は苗床に利用されたという歴史があるほど危険な存在である。エリートタイプ以上のゴブリンが出現した場合、貴族ですら侮るようなことはしない。




今、目の前にいるゴブリンバーサーカーは戦闘能力に特化したタイプで、エリート階層の中でも上位に位置する。単独行動を好むため比較的戦いやすい部類であり、俺なら倒せる相手なので焦ることではない……のだが、大きな問題があった。



「キングタイプのゴブリンが作った拠点があるな……」


ゴブリンの集団の中にバーサーカー種がいる場合、近くにキング階層のゴブリンがいることが多い。この近くに、強烈なカリスマ性でゴブリンを率いるゴブリンロード種がいるのだろう。




ダンジョン調査前に、やらなければいけないことができたようだ。繁殖力を考えると野放しにすればヤンが壊滅してしまう。この場で倒すしかない。




ゴブリンバーサーカーが振り下ろした斧をかわして懐に飛び込む。すれ違いざまに腹を斬りつけた。



「やはり、硬い」


岩を叩いたような感触だった。手がしびれて力が入らない。自警団で支給された、なまくら剣だったら折れていただろう。借りっぱなしのこの剣だって、どこまでもつかわからない。




聖刻文字は対アンデッドには強力な効果を発揮するが、純粋なパワーで対抗されてしまうと無力なのだ。



『エンチャント・ソード』


武器の切れ味や強度を高める魔法を使うと、刀身が淡く光った。




振り返りながらゴブリンバーサーカーを見る。斧を水平にして横に振るおうとしていた。




真っ向勝負してやる。




迫り来る斧を剣で受け止める。ゴブリンバーサーカーは全力で押してくるが、ピクリとも動かない。俺の力が上回っているのだ。




さらに斧の刃には小さいながらも亀裂が生じ始めている。



『エンチャント・ソード』によって強化された切れ味は、鉄でも斬り裂くことが出来る。普通の武器が耐えられるはずがない。まともに打ち合うことすら難しいのだ。


斧の異変に気づいて慌てて離れようとする。



『アイスバインド』


細い氷で作られた紐が地面から伸びて、ゴブリンバーサーカーの腕に絡みつく。引きちぎろうとする力に負けて氷にヒビが入る。数秒後には拘束から抜け出してしまうだろう。




だが俺にとっては、一瞬だけ動きを止められれば十分だった。




自由になった剣を下から上に振り上げて右腕を斬り落とす。さらに上がった剣を今度は振り下ろすと、左腕が宙に舞った。



「グガガガガァアアアア！！！！」


ゴブリンバーサーカーは数瞬遅れて痛みによって悲鳴を上げた。




恨みがこもった目で俺を見ている。駆け出しの冒険者程度なら、その視線だけで動けなくなるほどだ。



「ゴブリンの中では負け知らずだったかもしれないが、バーサーカー種は何度も殺したことがあるんだよ」


最後の抵抗とばかりにゴブリンバーサーカーが蹴ってくる。




両腕がなくなったせいでバランスが取れず力は入っていない。そんな攻撃に当たってやるほど優しくもないので、跳躍してかわすと剣を横に振るって首を切断した。




血が噴水のように勢いよく噴き出し雨のように降り注いだ。



「残りは……逃げたか」


生き残っていたゴブリンの姿はない。




追いかけて殺したいところだが、ゼルマたちの姿が見えたので中断して事情を伝えるべく彼女の元へ向かうことにする。



「何があった」


近づこうとした俺をヴィリーが呼び止めた。




子爵の娘様に直接声をかけるのは許されないのか？　向こうは勝手に話してくるクセに、なんとも身勝手な考え方だ。



「行商人がゴブリンに襲われていたので助けました」

「ゴブリンか、そういえば最近になって見かけるようになったと、村長が言ってたな」


手で顎を触りながら答えると、そのまま黙ってしまった。




話の続きを待っているのだろう。



「ゴブリンバーサーカーと呼ばれる、エリート階層のゴブリンも混じっていました。奴は単独で行動することを好むタイプなのですが、例外として、キング階層のゴブリンロードがいる場合は群れの中で暮らす習性があります」

「なるほど。お前は、この近くにゴブリンロードの拠点があると言いたいのか？」

「はい。しかも積極的に人を襲うようになっているので、近いうちにヤンに侵攻してくる可能性も高いと考えています」

「……面倒な話になってきたな。仕方がない、私からゼルマ様に報告しよう。お前は周囲を警戒しろ」


俺への命令が終わると、ヴィリーはゼルマとレギーナが待つ場所に向かって行った。




周囲を警戒するふりをして貴族三人を見る。




ヴィリーが報告をしてゼルマがいくつか質問をし、時折レギーナが意見するといった流れで会話が進んでいるようだ。




ダンジョン調査前に問題が発覚したことで、さすがのゼルマも悩んでいる。すぐに結論は出せないようで、レギーナとヴィリーにそれぞれ指示を出してから一人になった。木に寄りかかり今後のことを考えているように見える。




しばらくすると、ソフィーを連れたレギーナが俺のところに来た。



「ケガ人がいると聞いた。行商人と冒険者はどこにいる？」


貴族が平民のケガを気にしているだと？　珍しい。いや、物語の騎士が大好きなレギーナだったらありえるのか。



「すぐにご案内します」


二人を連れて、先ほど戦っていた場所に戻る。




商人は荷馬車や商品の破損状況を確認していて、冒険者はお互いに傷を治療しているところだった。




包帯を巻く手つきは慣れていない。




改めてみると防具もそろっておらず、鎧だけで腕や足を守るものがない。装備に金をかけていないので、駆け出し冒険者なのだろう。本来死ぬべき相手に出会って生き残れたのだから運だけは良さそうだな。




商人を護衛していた冒険者の内、男のほうが重傷で息が浅く荒い。全身に斬り傷があって、包帯を真っ赤に染めている。このままだと死ぬのは間違いない。




女性のほうはかすり傷と軽い打撲だけだ。軽傷である理由は明白で、ゴブリンどもが苗床にしようとしたからだ。母体は健康であるほうがいいからな。まったくクソッたれな考え方で反吐が出る。



「ひどいケガですね……」


重傷人を見たレギーナが悲壮な声でつぶやいた。




もうすぐ死んでしまうような人を見るのは、初めてなのだろう。




多くの冒険者がそうであるように、俺も死には慣れてしまったので何とも思わない。元聖女のソフィーも同じだろう。全く知らない他人の死を悲しめる当たり前の感性が、その純粋な視線が、少し羨ましいと思ってしまった。



「このままだと、あと数分で死んでしまうでしょう。数が多かったとはいえ、ノーマルゴブリン程度でこのありさまでは、冒険者を続けていたとしても長くは持たなかった。ここで死んでしまうのは仕方がないですね」

「ラルス！？」


突き放すような言葉に、レギーナは非難するような目で睨にらみつけてきた。




やはり貴族らしくない。感覚が争いから離れて暮らす平民に近い。ゼルマと気軽に話せる関係からして貴族なのは間違いないので、なんとも不思議な人間だ。少し興味が出てきた。



「冷たいように聞こえるかもしれませんが、これが平民の現実なのです。ですが彼らは運がいい。本来だったら死ぬべき運命を、二回も覆すことができるのですから」


一回目は俺の助けが間に合ったこと、二回目は聖魔法のエキスパートであるソフィーがいることだな。




冒険者を続けるうえで運は欠かせない。たとえ、それが悪運だったとしても。そう考えると、もしかしたら彼らは冒険者に向いているのかもしれないな。



「ソフィー、いけるか？」

「もちろんです。必ず、全員助けますから」


気負うことはなく自然体で返事をすると、ソフィーの魔力が練られていく。



『エリアヒール』


魔法名を口にするのと同時に、冒険者が座っている地面が光った。




男の荒かった呼吸が落ちついて穏やかになる。女性のほうも体中にいくつもあった小さな傷が、いつの間にか消えていた。




範囲系の回復は扱いが非常に難しい。冒険者としては上位だった回復師のエヴァですら、失敗する可能性が高くて実戦では使えなかったのだ。




それをソフィーは普通のヒールと同じ感覚で使った。聖女と呼ばれていただけはあるな。



「ありがとうございます！！！！」


女性の冒険者が泣きながらソフィーに礼を言うと、ケガの状態を確認するために倒れている二人に駆け寄った。




お互いに生きていることを喜んで気遣うその光景は、俺が失ったものだった。




長く見たいものではないので、気づかれないようにその場から静かに離れる。




ゴブリンの残党がいないか周囲を歩いているとゼルマが視界に入った。




木に寄りかかっていたが、俺の存在に気づくと顔を上げて真剣な表情をしながらこっちに向かってくる。



「少し聞きたいことがある」

「なんでしょうか？」

「ゴブリンの拠点はこの近くにあると思うか？」

「活動範囲を考えると、離れていたとしても半日以内の場所には必ずあります」

「半日か……近いな。先に潰すしかないか」


俺の話が決め手になったのか、ゼルマはようやく決断したみたいだった。



「集合だッ！」


ゼルマのよく通る声が響き渡る。




行商人たちを残して調査隊のメンバーだけが集まった。



「ゴブリンの拠点が近くにある可能性が高い。ダンジョンの調査は中止して、そっちを探すことにする」


もちろん誰も反対はしない。ヤンがなくなってしまえば、ダンジョンで利益を上げる計画が狂ってしまうからな。



「拠点は特定できるか？」

　俺に質問したのはゼルマだった。

「逃げたゴブリンの足跡を追えばわかります。お任せください」

「わかった。それでは隊列は先ほどと同じで進むぞ。場所の特定と規模の把握を優先する。もし我々だけでも叩けそうなら、全力で潰すぞ」

「「はっ！」」


この場にいる全員が魔力持ちだからこそできる強引な作戦だ。




もしこれが冒険者の集まりだったら話は違っていた。なんせ冒険者や平民の九割以上は、魔力を持っていないからな。戦闘力に圧倒的な差があるのだ。



「それでは、ご案内します」


ゴブリンが逃げた先は森の奥だ。道を外れて草木をかきわけながら、足跡を確認して先に進む。




痕跡こんせきはしっかりと残っている。隣にいるヴィリーですら見つけられるほどだ。




簡単に見つかるから調子に乗って俺よりも先に行こうとするので、声をかけて止めることにした。



「ヴィリー様、少し待ってもらえないでしょうか？」

「なぜだ。わかりやすい痕跡が残っているじゃないか。この先に進むのが正解だ」

「その通りですが、罠があります」

「なっ！？　ゴブリンごときに、そんなことが可能なのか？」


見えにくいが糸がピンと張られていた。よく調べると、先の尖った木の枝がいくつもあり、飛び出す仕組みになっている。キング階層が率いているゴブリンは知能も上昇するので、こういった罠ぐらいなら作れるのだ。



「これを見てください。糸を踏むと、矢のような木が飛び出る仕組みになっています。先には何かが塗られていますね……これは、糞尿だと思われます」


ソフィーがいるから大きな問題にはならないが、もし普通の冒険者パーティが罠に引っかかったりしたら、やっかいなことになっていた。



「離れてください。解除します」


顔色を悪くしたヴィリーが後ろに下がってから、ナイフを取り出して投げる。




糸を切断すると何本もの木の枝が飛び、反対側にあった木の幹に刺さった。




威力からして革鎧程度であれば貫いていたな。



「ゴブリンが仕掛ける罠にしては威力が高いですね。ゴブリンロードの入れ知恵があったのでしょう」

「そ、そうか」


怖じ気づいたヴィリーは、俺の後ろにまで下がってしまった。




態度がデカいわりには実戦には慣れていないようで怖気づいている。クリストといい、ゼルマの周囲にはロクな人材がいないな。




再び俺が先頭となり根気よく痕跡をたどっていると、ある地点を境にしてゴブリンの足跡が急増した。至るところに折れた草があり、獣道ができている。拠点が近いことを確信した。



「もうすぐ目的地に着きます」


異変をいち早く察知できるようにと、すべての感覚を総動員して匂い、音、魔力の動きの変化を警戒しながら、先ほどよりもスピードを落として慎重に進む。敵の規模がわからないので油断するわけにはいかないのだ。




獣道からあえて外れて奥に進むと、突如として丸太で作られた人の背丈以上もある塀が出現した。




向こう側からは、ギャハギャハとゴブリンの不快な笑い声が聞こえる。



「これを……ゴブリンが作ったとでもいうのか？」


俺の後ろにいるヴィリーは、驚愕した様子で立ち尽くしていた。



「そうですね。まだできたてといった感じでしょうか。あと一ヶ月ぐらい放置していると、監視塔も作られて近づくのも困難だったはずです」

「これでまだ、完成ではないというのか……」


やはり実戦経験が足りなさすぎる。ゴブリンへの常識が一般人レベルだぞ。訓練ばかりして外に出なかった騎士だな。実力はそこそこあるが、実戦になるとビビって動けないタイプ。コイツは役に立たなさそうだ。




ヴィリーを放置してゼルマに近づく。




隣にいるレギーナが間に入らないということは、今回は直接話して問題ないということだろう。



「これがゴブリンの拠点か。想像していた以上だな。規模はどのぐらいだと推測する？」

「数は多くはないと思います。最大でも二百程度かと。ただし——」

「問題は質と言いたいのだな？　エリート階層の数が気になると？」

「はい。数と種類によっては、即時撤退も視野に入れたほうがよいかと思います」

「戦力の調査は必要だが時間が惜しい。一回戦って試したほうが早いな」


悪魔のようは笑みを浮かべたゼルマが見たのは、ローザだった。



「お前は範囲魔法も得意だったな？」


この質問の意図がわからない人間は、この場にいない。




ローザもそうだ。嫌そうな顔をしている。しかし、鈍く光る首輪が拒否するのを許さない。



「……はい……単体より範囲魔法のほうが得意です」

「では問題ない。お前一人で正面から魔法を放って門を破壊しろ。その後、ノコノコと出てきたゴブリンどもを魔法で殺せ」


無茶な話だ。ローザ一人でできるはずがない。高威力、範囲魔法を使う際は、体内の魔力を練るのに時間がかかる。発動まで前衛が守らなければ戦いにならないのだ。




戦力を調べる方法ならいくつもあるのに、なんで使い捨てするような判断をする？




ローザが救いを求めるような目をして俺を見た。




手を差し伸べたい気持ちはあるが、貴族に逆らってまで助ける理由や義理がない。




俺が無言でじっと見つめ返すと彼女はすぐに視線を外した。




もう絶望したような表情はしていない。先ほどとは大きく変わって、この世のすべてに逆らうような気迫に満ちている。



「全力を尽くします」

「良い返事だ。ヴィリー！　お前は奴隷の後ろに立って監視していろ！」

「はっ！」


二人はすぐに準備に取り掛かった。




見守っている俺にソフィーが声をかける。



「いいのですか？　一緒に活動していた仲間だったんですよね？」


心の中を見透かすような目で見るんじゃない。




相手は俺をパーティから追い出すことに賛成した女だぞ！？




どうして危険を冒してまで助けなければいけない。ソフィーが俺に期待している感情は、ずいぶんと前に失ったものだ。




やられたら、やりかえす。冒険者の世界じゃ当たり前だ。舐められたら終わりだからな。むしろ俺の手で苦しめてやる、殺してやるって流れのほうが自然だろ？



「俺を追い出したヤツらだからな。別に何とも思わない」


この選択は間違っていない。間違ってはないのだ……が、心の奥底に沈めていた感情が、ざわざわと動き出していることに気づいてしまった。







拠点の正門は獣道の先にあった。門の前には二匹のゴブリンが立っているが、半分寝ているようで頭をカクカクと揺らしている。




隙が多い。周囲に他のゴブリンはいない。襲撃するチャンスだ。



「行け」


ゼルマも同じ判断をしたようで、短い命令を下した。




怯えるそぶりも見せずに、ローザは隠れていた場所から離れると、姿勢を正して表に出た。門から数百メートルほどの場所で立ち止まり魔力を練り始める。寝かけているゴブリンどもは、まだ気づいていない。




ローザの後ろにはヴィリーが立って背中に切っ先を当てていた。




逃げ出そうとしたら刺し殺すつもりなのだろう。




これが犯罪奴隷の身分にまで落ちた人の末路。ゴブリンに捕まって苗床にされるのか、それとも逃げだそうとしてヴィリーに刺し殺されるのかわからないが、悲惨な結末が待っている。




きっとソフィーは助けたいと思っているだろう。この場で言わないのは、ローザの処遇に対して発言するべき立場ではないと理解しているからだ。




では、因縁のある俺はどうしたい？




自滅する人を助けるつもりはない。奴隷落ちした話を聞いても特に心が動かされることはなかったんだが……どうやら俺は自分が思っていた以上に甘いらしい。




知らないところで死ぬのであれば別に構わないが、目の前で使い潰される姿を見るのはムカつく。納得できない。情に流されているとは理解しているが、ローザの運命を変えたいと感情が訴えかけてくる。




それに、心優しいソフィーの前で知り合いを見殺しにするような、カッコ悪い姿は見せたくはない。



『ファイヤストーム』


考えごとをしている間に魔力は練り終わったようで、ローザが魔法を発動させた。




炎の竜巻が出現して門と近くにいたゴブリンを焼きながら上空に打ち上げていく。しかも、それだけでは終わらない。左右に動いて丸太の塀や近くにあった粗末な小屋も吹き飛ばし、魔法が消えると門の周辺には何も残っていなかった。




相変わらず威力がすさまじいな。




ドンドンと太鼓の音が拠点の中から聞こえ、すぐにゴブリンの影が見えた。




その数は約五十匹。最前列の十匹はノーマル階層で、その後ろはエリート階層だ。ゴブリンバーサーカーにゴブリンマジシャン、他にも見たこともないゴブリンもいて、最奥には巨大な両手剣を持つ、キング階層のゴブリンヒーローが睨みつけていた。




ローザは『ファイヤランス』の魔法を放ってゴブリンを撃退しているが、ゴブリンマジシャンが使った防御魔法によって威力が減衰させられてしまい、ゴブリンを一匹殺すだけでも時間がかかっている。




このままではダメだ。数は多くないがゴブリンの質が高すぎる！




撤退を提案しようとゼルマを見た。



「これまた、とんでもないのが出てきたが、ちょうど良い。ここで処分するか」


何が楽しいのか、今まで一番の野性的な笑顔を浮かべていた。



「ゼルマ様！　逃げましょう！」


直後にヴィリーが、こちらに戻ってきた。




実戦経験が不足している騎士だ。大量の魔物を前にして一人で立ち向かう勇気などなかったのだろう。




これだから温室育ちは使えない。



「何故、戻ってきた？」

「あの数ではローザはすぐに捕まってしまいます！　巻き込まれる前に戻って参りました！」

「……そうか」


ゼルマの魔力が高まり、髪がふわりと浮く。



「命令に従えない部下は不要だ。死ね」


何を言われたのかわからず、一瞬だけ呆けた顔をしていたヴィリーだったが、すぐに言葉の意味を理解したようで、怒鳴り声をあげる。



「ふざけるなッ！　女のクセに調子に乗るなよ！！　俺はエルラー家当主様から——」


怒りに任せてヴィリーが何かを言おうとしたが、途中で首を両断されてしまった。




剣を振り抜く速度、刀身にまとった魔力、どれも高レベルだ。貴族は全員が魔力持ちで、さらに上位貴族であるほど強くなると言われているが、ゼルマがこれほどの実力を持っているとは思わなかった。



「ゼルマ様……！？」


不思議とソフィーは静観したままだったが、レギーナが驚いた顔をしながらゼルマに詰め寄る。




もしかしたら彼女も斬られるかと思ったが、そういった事態にはならなかった。




剣を鞘に収めると、優しい手つきでレギーナの頬をなでたのだ。



「後で説明する。それまで良い子にしているんだぞ？」

「は、はい……」


さっきまではゼルマを責めるような勢いだったのに、すぐに大人しくなってしまった。目を潤ませて顔を赤くしているだけだ。




もう、コイツらがどんな関係がわからない。



「さて、次はお前だ」


レギーナから手を離すと俺を見た。




今度は挑発するような目をしている。表情がコロコロとよく変わるな。



「処分したい者には消えてもらった。アイツが生きようが死のうが、私はどちらでもよい」


アイツと言ってゼルマが指さしたのはローザだった。




彼女は今もなお、魔法でゴブリンを殺しているが、そのペースは遅い。もう、僅わずかな距離しか残っていない。




大の男でも逃げ出してしまうような恐怖と戦いながら懸命にも攻撃を続けている姿は、あまりにも儚い。



「どうしたい？　選択肢を与えてやろう」


ローザを助けるか、否か、それを俺に決めろと言ってきたのだった。



「私はどちらを選んでも正しいと思います。どうしますか？」


気遣うような目でソフィーが見ていた。ローザを助けてほしいという本音を押し殺して、俺に負担がかからないように言ってくれたのだろう。




その気持ちを汲んで助けることを選んでもいいとは思っている。




コレットを奪ったのも、俺をパーティから追放すると決めたのもリヒトだ。ローザは嫌みぐらいしか言ってこなかった。




勝ち気な性格が裏でコソコソと動くことを許さなかったんだろう。




男の好みは最悪で金や権力が大好きなのもどうかと思うが、真っすぐで一途な部分もあるので、積極的に死んでほしいと願う相手ではない。



「そうだな……」


とはいえ、即決はできない。




相手がヘルミーネあたりだったら無条件で助けに行った。だが、相手はローザだ。




打算抜きで助けるのは違う。




理由がいる。理由がなければ助けてはいけない。無償で助けたらローザからの謝罪がないまま、今までの出来事をすべて許してしまうことになるからだ。



「どうした？　もう時間がないぞ」


ゼルマの声で我に返る。




ローザを見るとゴブリンに捕まって引きずられていた。




その光景が、少し前に助けた女冒険者の姿とかぶる。あの仲間想いだった駆け出し冒険者たちだ。




俺が冒険者だったころ、アイツらのように死にそうになったことは何度もあり、その度にパーティメンバーに助けられてきて、ここまで生き延びたことを思い出す。



「そうか、俺はずっと借りっぱなしだったのか」

　パーティを組んでいるのだから助けるのは当たり前だと考える人もいるだろう。だが俺は少し違う。駆け出しのころから、危険を顧みずに何度も助けてくれたことがあったのだ。最初から理由はあり、薄情な俺はそれを忘れていただけだった。

『エンチャント・ソード』

　魔法を使い、さらに体内の魔力を練り上げて自身の身体能力を向上させる。

「ほう、珍しい魔法を使う。どうやら、助けることを選んだようだな」


うるさい。貴族は黙って見てろ。




ここからは、俺たち冒険者の戦い方を見せてやる！



『ホーリーブレス』


聖魔法がかけられ、俺の身体能力がさらに強化されるのを感じた。




ソフィーを見ると微笑んでいる。



「生きていれば絶対に死なせません。必ず治しますから」

「それは心強いな」


元聖女様の加護つきだ。これは負けるわけにはいかないな。




足に力を入れて矢のように飛び出した。




ローザの腕を持って引っ張っていた、種類がよくわからない小さめなゴブリンの両腕を斬ってから頭を潰す。さらに服を剥ごうとしていたゴブリンバーサーカーの心臓を貫き、騎士のマネをしているゴブリンナイトの首を切断する。




俺に魔法を使おうとしているゴブリンマジシャンには『エネルギーボルト』を放った。途中で『魔法障壁』に当たるが、破壊してそのまま進み頭に穴を空ける。




近くにいたゴブリンは全滅させた。



「よう、苦戦しているみたいだな」


倒れているローザの手を引っ張って強引に立たせる。服が所々破れているようだが、大きなケガはしていないようだ。




女で良かったな。男だったら、なぶり殺しにされていたぞ。



「な、なんで？」

「ここで見殺しにしてもよかったんだが、一緒にパーティを組んでいたころ、何度もお前に助けられたことを思い出した。借りは返す、それが冒険者の流儀だろ？」

「はぁ！？　そんな理由で助けに来たの？」

「そうだ」

「バッカじゃないの！！　パーティ内で協力するのは当たり前よ！　脱退した後まで恩を感じるなんて普通じゃないわッ！」

「だからなんだ？　それが俺の生き方だ。嫌なら俺が借りを返し終わった後に、勝手に死ねばいい」

「…………バカなうえに頑固ね」


言われなくても自覚はしている。もっと賢く生きろ、世渡りが上手くなれと、何度も指摘されたことがあるからな。



「だからリヒトと揉めたのよ」


それも知っている。リヒトとは性格や考え方が合わなかったから、見せしめとしてコレットを奪ったうえに俺を追い出したんだろ？




そういう幼稚なことをするヤツだった。大人しく従っていたらコレットと別れなくて済んだかもしれないが、リヒトの傍若無人な振る舞いを見過ごすわけには、いかなかったんだよ。



「なんだ、文句を言う元気はあるようだな。助けは不要だったか？」

「……そんなことない。助かったわ。このまま一緒に戦うつもりはあるの？」

「もちろんだ。俺が守るから、魔法をゴブリンどもにぶち当ててくれ」

「いつも通りね」

「そうだ、いつも通りの戦い方だ」


久々にローザの楽しそうな笑顔を見た気がした。




続々と応援が来るゴブリンどもと対決するべく、俺は一人、走り出す。




最初に仕留めるのはゴブリンマジシャンだ。防御魔法を使われたくないからな。ローザの魔法が発動する前に始末しなければならない。




普段よりも多くの魔力を練って、魔法を放つ。



『エネルギージャベリン』


槍のような形をした大きなエネルギーの塊が三本現れた。




俺の意思によって放たれると、進行上にいるゴブリンを貫きながらも威力は落ちず、ゴブリンマジシャンの体を貫く。数は三。これでゴブリンマジシャンは全滅したはずだ。



　あとは接近戦で……と考えたところで、十本以上の矢が俺のほうに向かってくる。木に登ったゴブリンアーチャーが狙ってきたのだ。


ローザを狙わなかったのは、まだ苗床として使うことを考えているからだろう。母体は健康なほうがよいからなッ！！




魔法障壁で迫り来る矢を防ぐと反撃のために魔法を使おうとするが、



「グギャガガガァァァアアア！！」


通常よりも二回りは大きいゴブリンバーサーカーの接近によって、中断させられてしまった。




両手に持った太く長い鉄の棒を振るってくる。剣で受け流して反撃しようとするが、再び矢を放たれて動きが止まってしまった。




二本の鉄の棒が俺の頭を潰しにくる。




しかたなく、それを真っ向から剣で受け止めた。




ガンと強い衝撃が手から脳に伝わり全身に痛みが走った。




ゴブリンバーサーカーの中でも特別な種類なのだろう、簡単に押し返すことはできない。




お互いに動きを止めている間に木の上から矢が放たれ、子分を連れたゴブリンヒーローが俺の横を通り抜けようとしていた。狙いはローザだ。直接捕まえに行くつもりなのだろが、そうはさせないッ！！



「うぉぉぉぉおお！！」


魔力を燃料にして一時的に身体能力をさらに強化すると、受け止めていた鉄の棒をはじき、目の前のゴブリンバーサーカーを蹴り飛ばした。当たりそうになった矢を全て切り落とすと、ゴブリンヒーローに斬りかかる。



「女のケツばっか狙ってんじゃねぇよッ！！」


ゴブリンヒーローは大剣で受け止め、お互いに剣で押し合う。力は互角。拮抗していたが、また矢を放たれたので後ろに引いて距離を取った。




後方からは怒り狂ったゴブリンバーサーカーの雄叫びが聞こえた。しばらくは動けないようにしたつもりだったが、どうやら想像を超えるほどタフらしい。




正面にはゴブリンヒーローと取り巻きのゴブリンナイトが三匹もいる。前後を挟まれた形になってしまった。




大量の魔力を消費して、先ほどよりもさらに身体能力を向上させる。体に負担をかけすぎたせいで頭痛がひどいが、無視して戦いを再開した。




正面にいる四匹のゴブリンをまとめて相手取る。ゴブリンヒーローにはエネルギーボルトを連発して動きを止めながら、三方向からくるゴブリンナイトの剣をかわし、盾ごと切り裂く。




さらにゴブリンナイトを掴むと、跳躍して頭上から鉄の棒を振り下ろしてくるゴブリンバーサーカーに向けて投げ飛ばした。



「グギャ！！？」


哀れなゴブリンナイトは、俺の代わりに潰されることとなった。




最近は我慢することも多かったから何も気にせず戦えるのが楽しい。




全てを忘れて戦っているこの瞬間が最も自由な時間なのかもしれない。




貴族に気を使う必要もなく、助ける、助けないで悩むこともない。ただ、目の前のゴブリンを叩き潰せばいいだけだからな！！




近くにいた取り巻きどもは全員殺した。あとはゴブリンバーサーカーとゴブリンヒーローのみ。浅い傷は与えられているが、あと一歩足りず、致命傷には至ってない。




他のゴブリンが離れて見ているだけなのは、ボスたちの戦いを邪魔したくないからだろう。




俺の持っている剣の刃はボロボロになり、エンチャント魔法で保護しているとはいえ、そろそろ限界だった。



「ラルス！！」


ローザの声が聞こえたのは、そんなタイミングだった。




何を伝えたいのかはわかる。即座に行動を開始した。



『アイスバインド』


地面から氷の紐が伸びて戦っていた二匹のゴブリンに絡みつく。




煩わしそうに振りほどいている隙に跳躍をして逃げ出すと、ローザの後ろに立った。



「頼んだ」

「任せなさい！」


自然な笑顔でローザが答えると、練りに練った魔力を言葉に乗せて、魔法を発動させる。



『ダイヤモンドダスト』


発動と同時に、目の前が白銀の世界に変わった。




小さな氷の結晶が空中で舞っている。その密度は濃く、真っ白に見える。ゴブリンだけではない。周囲にあった木々すら隠してしまっている。




目を奪われるような光景の中では悲鳴がこだましていた。氷の結晶が肌や肉を切り裂き、ゴブリンを傷つけているのだ。




一つ一つは大きくないが、その数が万を超えれば脅威になる。城壁すらも破壊できる威力がある上位魔法の前に、対抗手段を持たないゴブリンどもが生き残れるはずがなかった。




魔法の効果が切れると、周辺にあったものは無差別にすべて破壊し尽くされていた。




上空からだと森の中でこの一帯だけ、ぽつんと何もない空間ができたように見えるだろう。



「腕は鈍ってなかったようだな」

「そっちもね」

「借りを返しただけだ。二度目はないぞ？」

「わかってる。今回だって特別だったんでしょ」

「……そうだな」


もう、借りは返し終わったからな。貴族から買い取ろうとは思わないし、犯罪奴隷の身分から救おうとも考えていない。俺が一方的に助けるのは今回限りなのは間違いないだろう。




お互いに気軽に話す関係ではないので会話が止まる。ゼルマたちが来るのを待っていると、ローザが唐突に話しかけてきた。



「リヒトの意見に従ってパーティから追い出してごめんなさい……男を見る目がなかったわ」


突然の謝罪に驚き、顔を見る。




勝ち気なローザの仮面が剥がれ、その下にあった弱く脆い彼女自身が持つ本来の素顔が出ていた。



「リヒトがあそこまでバカだって気づかなかったのよ。私たちが、まともにやってこれたのもラルスのおかげだった。そのことに気づいたときは手遅れだったわ……」


目を伏せながら懺悔するように言った。




ソフィーであれば気の利いた言葉を返したかもしれないが、俺にそのつもりはない。慰めることも優しい言葉をかけることもしない。



「男爵を斬り殺したんだっけ？　バカなことをしたもんだ」

「そうね。しかも、最初は私たちの責にして逃げようとしたのよ？　最悪よ。さっさと死んでしまえばいいのに」


アイツならやりそうだと思ったが、ローザたちは守ってくれると、期待はしていたのだろうな。



「そりゃあ、盛り上がっていた恋も一気に冷めるな」


結局、ローザも恋人に裏切られる道をたどったのか。



「そうよ。私は冷めたわ。ただ、まだあの二人は引きずっていると思うけど……」

「後に引けないって感じなんだろうな。まあ、俺には関係ないさ」

　俺の前にでてきたらどうなるかわからないが、言葉だけでは何も感じない。好きに生きてくれ。そう思うのだった。

「そうね。関係ないわね……ラルスがリーダーだったら、もっと先に行けたかな」

「そんな道もあったかもしれないな」


冒険者としての先、人によってイメージは異なるだろうが、可能性はあったな。




だが、もう終わったことだ。かもしれないといった妄想をしても意味はなく、現実を受け入れて前に進むしかないのだ。



「さすが同じパーティで活動していただけはあるな。見事な戦い方だった」


パチパチパチと、手を叩く音が聞こえてローザとの会話が中断された。




ゼルマが隠れていた全員を引き連れて、こちらに来たのだ。




嫌になるほど上機嫌だ。すべてがゼルマの思惑通りに進んでいるのだろうから無理はない。楽しくて仕方がないんだろう。



「残念なことにヴィリー卿はゴブリンヒーローとの戦いで戦死してしまった。子守されながらでしか戦ったことがない彼にとっては、荷が重かった仕事だったみたいだな。何とも情けない。これは当主に苦情を申し上げなければならないぞ」


今度はそういった筋書きで邪魔者を排除したってことか？




周囲がどう思っているのか気になり反応を見る。




レギーナはゼルマの後ろに立って従っているだけで、外からでは何を考えているのか読み取れない。ローザと奴隷の男は関係ないとばかりに話を聞いていなかった。




気になるソフィーだが、何故か受け入れている様子だった。元聖女という肩書きを知っている身からすると違和感が残る。ゼルマと何か取引をしたのかもしれない。



「さて、ダンジョンの調査は後日だな。魔石の回収が終わったら、ヤンに戻るとしよう」


指示に従って、奴隷の男が近くに倒れているゴブリンから魔石を取り出す作業を始めた。数が多いので一人に任せていたら日が暮れても終わらない。




俺も魔石を拾うふりをしてソフィーに近づく。



「何か思うところがあるなら聞くぞ？　我慢は良くないからな」


貴族の横暴に腹が立っているのであれば、せめて話ぐらいは聞いてあげたいと思っての発言だ。



「気にしてくれてありがとうございます。ゼルマ様のやり方は間違っていると思いますが、みんなで幸せに暮らすためには必要なことなんだって、納得もしているんです……そんな私を軽蔑しますか？」

「そんなわけないだろ」


そう言ったソフィーの頭を撫でる。




理想を追い求めずに現実と折り合いをつけたのだろう。貴族と関わるときには必要な考え方だ。俺だって似たようなことをしてきたのだから、褒めることがあっても批判するようなこことはしない。そのことを伝えようとした瞬間、全身に悪寒が走り俺の動きは止まってしまった。




魔物の襲来





空を見上げると、そこにはボロボロの外套をまとい、いばらの王冠をつけたスケルトンのような魔物がいた。



　右手には先端に三日月の装飾がついた長い杖を持っており、禍々しい狂気の魔力を発している。あの杖には呪いの魔法が付与されていそうだ、と感じた。

「アンデッドに使えそうな素材がそろっているな。失った二匹は、ここで補充するか」

　スケルトンがゴブリンの死体の群れを見下ろしてつぶやく。失った二匹？　言葉の意味はわからなかったが、人の言葉を使う魔物は例外なく強い。コイツは普通のスケルトンではなさそうだ。

　スケルトンが発する邪悪な魔力は周囲を汚染し、近くにいるものを狂い殺すだろう。

「「「アアアァァァァアアアアアア！！！！」」


叫び声が聞こえたほうを向くと、荷物持ちの奴隷男、同行していたメイドが発狂しながら白目をむいて倒れた。




痙攣しているが、すぐに泡を吹いて動きが止まる。




魔力を持ってなかったため、スケルトンが発する邪悪な魔力に抵抗できずに死んだのだ。



「素材以外にもいたか」


悲鳴によってようやく俺らの存在に気づいたようだ。




ただそこにいるだけで人を殺める能力を持つ上級のアンデッド。代表例としては、アンデッドの王と呼ばれているリッチが近いが、目の前の魔物はそんな優しいものには見えない。




様々な魔物と相対した経験から、この直感は間違っていない。もっと別の存在だと本能が教えてくれる。



「消えろ」


杖についている三日月が輝く。



『カース』


毒、麻痺、石化、発狂といった、状態異常をランダムで発生させる呪いの魔法が発動した。粘り気のある液体のような半透明の黒い衝撃波が向かってくる。普通の魔法では防ぐことはできず、対抗するには聖魔法しかない。




俺たちを守るようにして飛び出したソフィーが魔法を発動させる。



『ホーリーサークル』


術者を中心に光の輪が広がり『カース』の魔法と衝突した。




魔力の嵐が吹き荒れ、数秒後に二つの魔法は消滅していた。



「ほぅ、私の魔法に対抗するか」


カタカタカタと、顎を上下に動かして不気味な音を鳴らしながら笑っていた。




予想を覆されたことが楽しいと見える。




そこには絶対的な強者としての余裕があった。



「面白い、少し遊んでやろう」


また、三日月の杖が輝く。



『クリエイトアンデッド』


ゴブリンの死体が急速に変化する。肉が腐敗して骨だけが残り次々と立ち上がる。アンデッド化したのだ。



「数を減らします！」


悲鳴に似た声を上げると、ソフィーはスタッフをかかげる。先端には虹色に輝く水晶が取り付けられていて、周囲に小さいクリスタルがいくつも浮かんでいる。今はそれが強い光を発していた。



『ターンアンデッド！！』


ソフィーを中心に光の柱が出現すると、周囲のゴブリンスケルトンを包み込んでいく。当然、空中で静観していたスケルトンも同様だ。




光が消えたとき、元がノーマル階層のゴブリンだったものはすべて塵となっていた。エリート階層も多くは半壊状態で、まともに戦える状態ではない。




ゴブリンヒーローだったスケルトンは、もう少しまともな状態だ。魔法の抵抗力が強かったのだろう。戦うには十分なほど原型をとどめている。




即席で作られたアンデッドどもに聖魔法が効いて安心したが、それもすぐに終わる。



「ほう、私の防御魔法を貫くか」


声につられて上空を見る。防御魔法だと思われる黒い膜が消えて、スケルトンの姿が現れた。




顔の部分などが少し溶けているように見えるが、言ってしまえばそれだけ。ソフィーの聖魔法は人類でもトップクラスなのに、かすり傷程度のダメージしか与えられないとは……。



「どこまで戦えるか見せてみろ」

「皆さんは、私が守りますッ！！」


空中に浮かぶスケルトンとソフィーが魔法の打ち合いを始めた。




手助けをしたいところではあるが、消滅を待逃れたゴブリンスケルトンの集団が迫ってきているので、それどころではない。



「ローザ！　魔力は！」

「ほとんどないわ！」

「クソッ！！　仕方がない！　俺の後ろに隠れてろ！」


魔法が使えない後衛ほど脆いものはない。




助けを求めてゼルマを見るが、頭のない騎士——ヴィリーに襲われていた。レギーナは発狂死した奴隷男とメイドの二人組と戦っており、援軍は期待できそうにない。




他のヤツらも動けないのであれば俺が前に出るしかない。ローザほどではないが、俺だって残りの魔力は乏しい。魔法は節約しつつ戦うしかない。ここまで厳しい状況は久々だ。




緊張で乾いた唇を舌で舐める。




迎え撃つのではなく、走り、積極的に斬り込んでいく。




時間はかけられない。聖刻文字の入った剣がようやく本来の能力を発揮する。一定のダメージを与えると、ゴブリンナイトだったスケルトンは塵になって消えていった。




アンデッド化したことで知能が著しく低下し、目の前で動く俺ばかりを狙っているため、生身だったころより戦いやすい。




次々と襲い掛かる相手を走りながらも塵に変えていく。




魔法は使えないからとにかく動き回って、ローザやソフィーに近寄る前にこちらから叩く！　防御は一切考えない。




いくつもの傷を負いながらも、特殊なゴブリンバーサーカー、ゴブリンヒーローだったスケルトンを塵に変えていく。そのすべてを処分すると、ようやく立ち止まることができた。



「はぁ、はぁ、はぁ……」


呼吸を整えながら周囲を見る。




ゼルマはヴィリーを倒し終わっていて、今はレギーナの敵を塵に変えているところだった。あの強さならすぐにでも終わるだろう。




残るはソフィーだ。聖魔法を使って、やっかいな敵を抑えてくれていたおかげで雑魚は処分できたが、宙に浮かぶスケルトンはそう簡単にはいかないだろうな。



『カースジャベリン』

『ホーリーアロー』


すべてを飲み込むような漆黒の槍が空中から放たれると、光を束ねたバリスタに使われるような大きな矢が迎撃する。激しくお互いがぶつかり合って消滅した。



「少し遊びすぎたな。そろそろ消えてもらう」


スケルトンがソフィーに向かって急降下してきた。




その瞬間、考えるよりも早く俺の体は動き出す。スケルトンとソフィーの間に体を滑り込ませると、禍々しい杖を剣で受け止めた。




勢いに押されて倒れそうになるが、足に力を入れて根性でこらえる。



「邪魔をするな」


杖があたっている刀身の部分が黒く変色していく。




見立て通り杖には呪いの魔法が込められていた。聖刻文字が刻まれているというのに、浸食されているのだ。




この呪いをソフィーにかけるつもりだったのだろうが、そうはさせないッ！



「まぁ、落ち着けよ。まずは俺と遊ぼうぜ！」

「ゴミと遊ぶ趣味はない。消えよ」


剣にかかる圧力が増した。それと同時に浸食が進む。ゴブリンとの戦いで刃こぼれしていたこともあり、そろそろ折れてしまいそうだ。




俺一人であれば逃げ出すしかない状況だが、今は違う。ここには他にも仲間がいるのだ。



『エアハンマー』


ローザの声が聞こえると空気の塊がスケルトンの横に出現し、吹き飛ばした。地面をゴロゴロと転がって距離ができる。




ダメージはないだろうが時間が稼げたことに価値がある。



「これで魔力はゼロ！　もう何もできないからね！！」

「わかっている！　後ろでゆっくりと、俺が勝つところを見学してなッ！！」


俺の持っていた剣は刀身がボロボロと崩れだしていた。使えない武器を持っていても意味はない。最後に残っていた柄を投げ捨てる。




ゆっくりと立ち上がるスケルトンを見ながら戦い方を考えていると、ゼルマが全力で走り、斬り込んでいった。遅れてレギーナも参戦する。




彼女らが何を考えているのかわからないが、この状況で一つの考えが浮かんだ。



「ここで二人が死ねば、厄介ごとは一気になくなるか？」


思わずつぶやいてしまったが、悪くはないと思った。




ゼルマが死んでも別の貴族が派遣されるので、ダンジョン運営でヤンが成長する未来は変わらない。俺への面倒な依頼だけが消滅するのだ。しかも金貨はもらったままの状態で。




ローザだって主のいない犯罪奴隷に戻るだけだ。メリットしかない。




このまま見学したほうがよいと思い、戦う気力が抜け始めると、俺の考えを否定するような発言をソフィーがする。



「違います。むしろ、大変なことになりますよ」


何かを確信している言葉の強さに怯み、戦闘中だというのに後ろを向いてソフィーを見た。



「ソフィーは何を知ってるんだ？」

「エルラー家は、ヤンをダンジョン都市として作り替えようとしています。その方法の一つとして、今住んでいる村人を全員、別の村に移住させる計画があったと聞きました」


全員を移住？　その後に新しい住民を入れるって考えか！？




あまりにも人の感情を無視した判断に驚愕した。




ダンジョンを発見したこともあり、ヤンはこれから短期間で村から街に成長する可能性を大いに秘めているが、成長の裏には痛みがある。




宿、冒険者ギルド、教会、居住地、様々な建物が作られるだろう。そのためには土地が必要になる。代々受け継いだ畑や牧草地などは、潰されることになるだろう。




それを今の住民が簡単に許すか？




そうはならない。必ず一部は反対する。立場を追われる村長が中心になって行動を起こすかもしれない。




それらの問題を一気に解決するのが移住で、エルラー家からすると、合理的で冴えた考え方だと思っているのだろうが、それは違う。ろくに現場を見ていない貴族特有のバカな判断だ。



「それに反対しているのがゼルマ様です。その土地のことを知らない人だけになれば、ヤンの発展は逆に遅れてしまうと説明して、計画は凍結してもらったそうです」


俺も同意見だ。住民は家財を持ち出して移住するだろうし、無理やり移住させられた腹いせに建物を壊すことだって考えられる。畑には塩をまいてしまうかもしれない。その上、今まで蓄積された地域特有の知識が失われてしまうのだ。




ゼロどころかマイナスの状態から生活を始めるのであれば、その土地になじむのに相当な時間が必要となるだろう。



「あの方が成果を出せば問題ないのですが、ここで死んでしまえば、別の貴族が派遣されて、私たちは住む場所を追われることになってしまいます」


教会と話がついているとはいえ、ソフィーが協力的な理由がわかった。




俺も一気に意識を変える。



「それは、ダメだな」

「はい。私は、みんなと一緒にいたいんです」


宿屋の親父やヘルミーネ、ソフィー、あとは……まぁ、ガンダルも入れておいてやるか。そいつらがいるヤンが好きなんだよ。




結局、それが俺の本音だ。




こうなったら、どんなことがあってもゼルマには生きてもらわなければ困るな。



「まだ聖魔法は使えるか？」


スケルトンと戦うのにソフィーの力は欠かせない。



「はい。ですが、あのスケルトンには私の力は及ばないようで……」


もし使えないなら撤退も視野に入れなければいけなかったが、その心配は不要だった。




魔法が使えるなら十分勝算はある。



「一人でダメなら協力すればいい」

　マナポーションを三本取り出すとすべて飲み干し、回復した魔力を総動員して聖剣を創り出す。


これが本来の能力を発揮するには聖女の力が必要であり、今すべての条件がそろっていた。



「え！？　なんで、その剣が、ここに……」


震えた声で、俺が持つ聖剣を凝視していた。




教会が厳重に管理しているものが、突然この場に出現したのだから驚くのも当然だ。




時間に余裕があれば説明してもよかったのだが、今は戦うことを優先するべきなので、色々とすっ飛ばして強引に進めさせてもらう。



「詳細はあとで説明するが、これも間違いなく本物だぞ」


ソフィーは俺の顔、そして次に聖剣を見る。




言葉の真偽を確かめるように観察してから、ひとつ小さなため息をした。



「本当に、後で説明してもらいますからね」

「わかってる」


その説明はゼルマにも必要だろうな。本来の力を発揮させて戦うのであれば誤魔化しようがない。




話した後、面倒なことが押し寄せてきそうだが、ここを乗り切らなければ俺たちが望む未来が来ないのも確実。であれば、覚悟を決めてやりきるだけだ。




障害があるなら、すべて粉砕してやる！



「使い方はわかりますか？」


その心配は無用だ。




創造した瞬間に武器の使い方がわかるので問題ない。



「聖魔法の魔力を注ぎ込めば聖剣の威力が増す、だろ？」


聖女の魔力で聖剣が強化され魔物を斬り裂く。なんとも乙女が喜びそうな機能じゃないか。




まあ、聖魔法が使えれば似たようなことはできるので、聖女じゃないと強化できないわけではないが、威力に大きな差が出る。聖魔法のエキスパートである聖女以上の適任者はいないのだ。



「それも、知ってるんですね。では、すぐに取り掛かります」

「俺の手を離れると消えてしまうから、このままでいいか？」

「大丈夫です」


ソフィーは聖剣の刀身に触れると聖魔法の魔力を流し込んだ。




刀身がほんのりと輝きだしたが、まだ足りない。もっと力を注ぐべきだ。




待っている間、ゼルマとスケルトンの戦いを見る。




動きはゼルマとレギーナが上回っているが、攻め切れていない。剣やガントレットの一部が黒くなっている。呪いを警戒して攻め切れないのだろうな。




二人には頑張って倒してもらいたいと思うが、そうはいかないだろう。スケルトンは杖しか使っていないのだ。




一時的にゼルマたちが優位に見えるが、先ほど見せた呪いの魔法を使いだしたら、立場は一気に逆転する。防戦一方になるだろう。そうなってないのは、ただ遊ばれているだけ。




それはゼルマもわかっているようで、焦っているような顔をしていた。



「もう終わります！」


聖剣を見る。刀身が虹色のまぶしい輝きを放っていた。




これならいける！　と、確信すると同時にスケルトンがこちらを見た。




表情はわからないが焦っているような気配を感じる。



「その禍々しい光を消せッ！！」


こっちに向かって『カース』の魔法を放ってきたが、ソフィーの『ホーリーサークル』で相殺する。




その隙にゼルマたちは後ろに下がって距離を取る選択をしていた。




戦いの流れに敏感で判断は的確だ。こっちを見て笑いながら口を動かす。




声は聞こえないが、「やれ」と言ったのだけはわかった。すべて俺に任せるつもりなのだろう。




そのつもりだったのだが、ゼルマに言われると反抗したくなるから不思議だ。



「ラルスさん、大丈夫ですか？」


そんな心配そうな顔をするなよ。仕事はするさ。




魔物と戦うのは得意なんだ。



「サポートは任せても大丈夫か？」

「はい！　二人で倒しましょう！」


良い返事だ。




聖女に聖剣、この二つがあるんだ。負ける気がしないな。




魔力を下半身の強化にまわして、風のように走り出した。




一瞬にして魔法を使おうとしていたスケルトンの前に立つと、聖剣を振り下ろす。




杖で受け止められるが、呪いによる浸食はされず逆に呪いを浄化していく。逃げられないように体重をのせて圧力をかけていると、杖の先端についていた三日月の装飾が割れた。



「！！！！」


動揺したな！　今が好機！




さらに振り下ろす力を強めると、あっけないほど簡単に杖が真っ二つに切れた。




俺は動きを止めずに今度は聖剣を振り上げる。僅わずかな手ごたえとともに、腕がクルクルと回転しながら宙を舞った。



「素材でしかない人が、私を傷つけた、だと……？」


驚きを隠せないスケルトンは仕切り直そうとして『フライ』の魔法を使い、空中へ逃げようとする。




そう簡単に距離を取れると思うなよッ！



『ホーリーランス！』

「邪魔だ」


聖なる光で作られた槍をソフィーが放つが『魔法障壁』によって防がれてしまう。しかし、それが狙いだった。




初めて一緒に戦うというのに的確にサポートしてくれて本当に助かるよ。




せっかく作ってくれた隙を逃すはずがない。叩き落としてやる！！



『エアハンマー』


スケルトンの頭上から空気の塊を落とした。



『魔法障壁』は間に合わず、無様にも地面に叩きつけられる。肉体があったら内臓ぐらいは飛び出ていただろう。


このまま止めを刺すべく一歩足を踏み出したところで、強烈な悪寒を感じる。




全身に鳥肌が立ち、体が風邪を引き始めたころのような不調を訴えかけてくる。何が起こっているんだ……？



「私が、ここまで追いつめられるとは！　気に入ったぞッ！！」


立ち上がったスケルトンの手には、一冊の本があった。




表紙は様々な生物の骨で作られている。本そのものが生きているかのように、脈動して強い魔力を発していた。




使われている紙は羊皮紙ではなさそうだ。特別な素材を使っていると思うが、きっとロクなものではないだろう。



「この魔導書——サクリファイスを使って殺してやろう」


本に魔力を込めることで、悪魔や神のしもべ、もしくは精霊といった上位の存在の力を借りる、もしくはその存在そのものを召喚することができる。それが魔導書だ。




非常に貴重なもので、普通は国の宝物庫に眠っているか、危険なものは封印されている。




コイツは間違いなく封印されるタイプだろうな。



「我がダンジョンにて用意した生贄を使い、新しい生物を生み出せ！」


地面から魔方陣が浮かび上がり邪悪な魔力が周囲を汚染していく。聖剣を持たない人が近づくのは難しいだろう。



　すぐにでも破壊しなければいけないのだが、俺は他のことが気になっていた。


あのスケルトンは、魔道書を使う際に「我がダンジョン」と言ったのだ。




その言葉に当てはまる存在は、一つしかいない。







ダンジョンの支配者——ダンジョンマスターといわれる魔物だ。







誰も見たことはないが、いるだろうと噂だけが一人歩きしている存在で、ダンジョンマスターを倒せばダンジョンを支配できる、隠された財宝で一攫千金が狙える、なんて話は、俺が駆け出しのころからあるくらい有名だ。



「ラルス！　なんでもいい、ダンジョンマスターがいたという証拠を手に入れろッ！！」


命令を出したゼルマを見ると、例の野性的な笑みをしていた。




彼女もその噂を知っている一人ということか。




何を狙っているかはわかる。




ダンジョンマスターをエサにして人を集めるつもりなのだろう。噂が広がればヤンの注目度は一気にあがり、欲望に目がくらんだ冒険者が殺到する。貴族や教会は兵士、騎士を派遣するはずだ。ダンジョンマスターがアンデッドなので、特に教会の動きは早いだろうな。




戦える人が集結するならヤンの安全性は上がり、普通の人々も住みだす。飲食店も繁盛するだろう。そんな先のことまで考えて命令を出したはずだ。




ゼルマが成果をあげなければいけない理由を知ってしまったので、断るわけにもいかない。なんとも困難でやりがいのある依頼だな。




魔方陣の光が消えるのと同時に、三メートルもある肉塊が出現していた。外からでは足は見えないが、触手のような手が十二本もある。顔は至るところについていて、目からは常に血が流れていた。



「アァァァアァアア！！」


世を恨むような声を上げると口から黒い塊を吐き出す。真っ黒なスライムみたいだ。それが不格好な人の形になって、襲いかかってきた。




聖剣の一振りで消滅させることができる。強くはないのだが、数が多い。




俺をサポートするべく、ソフィーが『ホーリーランス』で肉塊を攻撃しているが、周囲の邪気によって威力は著しく落ちている。表面に刺さり白い煙を出すが致命傷にはいたらない。



「取り込まれるか、殺されるか好きなほうを選んでいいぞ」


ダンジョンマスターは上空に退避すると、楽しそうに顎をカタカタと鳴らしながら笑っていた。それにあわせて肉塊が叫び声をあげると邪悪な魔力が噴出する。




周囲への汚染はさらに広がっていき地面が黒く変色。木々は腐っていく。




長引かせればこの地は使えなくなる。ダンジョンマスターだって、いつ参戦してくるか全くわからない状況なので、早期に決着をつけたい。



「黙れ。肉塊なんてすぐに消してやる。そうしたら、次はお前の番だ！」

「それはいい。楽しみにしてる」


また不快な笑い声を出しやがって！　絶対に消滅させてやる！




環境汚染を進めている肉塊を潰すべく、黒い人型を斬りながら進み、表情がわかるほど近づく。




何人を犠牲にして創られたのかわからないほど顔が多い。なんとも哀れな。すぐに消滅させてやるよ。




近くにあった顔を聖剣で突き刺そうとする。だが、俺の手は止まってしまった。



「ハンス、なのか？」


髪の毛はなくなり顔が歪んでわかりにくくなっているが、酒場で出会い、家に泊めたハンスなのは間違いない。周辺を注意深く見れば近くにパーティメンバーもいる。




血の涙を流し続ける濁った目がキョロキョロと動き、俺の姿をとらえると、止まった。



「ウゥゥァァ……？　ラ……ル、ァァァァアアアアアア！！！！！」


もしかして、まだ生きてて意識があるのか……？




いや、そんなはずはない。目の前の魔物はアンデッドで間違いないのだ。恐らく、グールのように生前の記憶が漏れ出ただけだろう。




冒険者なんて、いつ魔物に殺されるかわからない職業ではあるのだが……さすがに、これは惨い。




ハンスたちを哀れんでいると、別の顔が次々と叫び声をあげる。



「ラ……スアァァァアァアア！！！！」


肉塊についた十二本の腕が、カエルの舌のように伸びて押し潰そうとしてきた。




一撃の威力は驚異だが、工夫もされていない大雑把な攻撃など、当たるほうが難しい。迫り来る触手をかわしながら、肉塊を創り出した憎きダンジョンマスターを睨みつける余裕ぐらいはある。




コイツは絶対に許さないと、心の中で叫ぶ。



「よい目だ。早く私のものにしてやりたい！　が、そろそろ時間のようだ。今回は良い素材に出会えたことで満足するとしよう」


ダンジョンマスターは俺を見てからソフィーのほうを向く。



「お前たちの魔力の波動は覚えた。ダンジョンの最奥で待っているぞ」


阻止する時間などなく、数秒で姿が薄れて消えてしまった。




失われた魔法——『テレポート』に似ているが、魔法に必要な言葉を発していなかった。



　逃げられた悔しさを感じるよりも前に目の前の敵を処理することを優先する。


十二本の触手が黒い人型を吹き飛ばしながら襲いかかってきた。




魔法で軌道をそらすのは難しく、避けるにしても敵が多くて場所がない。しかたなく『魔法障壁』で耐えることを選ぶ。




ガンガンと、触手が『魔法障壁』を叩く。ソフィーの援護が来るまで、中に閉じこもっているしかなさそうだ。




待っている間に肉塊の動きを監視していると、体の形が変わっていること気づく。いや、まだ変化の途中のようだ。




いくつもあった顔が減っていき、体のサイズが縮小されていく。肉に埋もれていた二本の足が見えるようになる。触手は残ったまま肉がむき出しになった人の姿に変わったのだ。




口を開けて叫ぶような体勢を取る。



「————！！」


突如、頭痛が起こり、集中力が乱される。




触手に耐えていた『魔法障壁』が揺らぐ。




阻害そがい魔法の一種か……？




攻撃の幅が広がっている。しかも的確な攻め方だ。時間をかければさらに進化をして、強力な魔物に変わっていきそうだ。




さらに悪いことは重なる。そろそろ、ゴブリン戦からかかっていた支援魔法が切れてしまいそうなのだ。残された時間は少ない。



「早く倒さなければいけない理由が増えたな」


片手で頭を押さえて、頭痛に耐えながらも機会をうかがう。




変形したことで黒い人型は新しく発生していない。残っているやつらは、触手の攻撃に巻き込まれて数が減っている。もうすぐ全滅するだろう。



「————！！」


クソ、まただ。頭痛で集中力が切れる。立っているだけで精一杯だ。もう一度、使われたら意識が飛んでしまうかもしれない。




亀のように守りを固めていたら負けてしまう。ソフィーも同じような状態であれば、援護は期待できないので攻めに転じるしかないッ！



『魔法障壁』を消して走る。頭痛のせいでとっさに魔法は使えず、近づいてきた触手は斬り捨てる。だが、すぐに再生されてしまい数は減らない。


それでも前に進み続ける。足を止めてしまえば、そこで終わってしまうからだ。



「なっ！？」


前だけを見て触手を斬り捨てながら進んでいたからだろう。地面から突き出てくる触手に対応できなかった。不意の一撃に体勢が崩れてしまい、その隙を狙われて他の触手が手足に絡みついた。




俺の体を持ち上げると、肉塊だった魔物の目の前にまで移動させられる。顔が真っ正面にあり腐った臭いで鼻がおかしくなりそうだ。




人のマネをしているのか口の端を歪めて上げて笑う。




残っていた触手も絡みつき首や体も締め付けられる。



「グッ」


喉を潰されそうになり息が詰まる。



　お前らは勝ったと思っているだろうが、もう終わりだ。


最後は俺が看取ってやるよ。



『聖なる光よ……不死者に滅びを…………ターン……アンデッド！』


聖剣に込めたソフィーの魔力を使って魔法が発動した。威力を高めるために直径が小さくなった光の柱は、俺と肉塊だった魔物だけを包み込む。




体を締め付けていた強い力は次第になくなり、足が地面につく。




魔法の発動が終わり視界が戻ると肉塊だった魔物は魔石すら残さず、存在していた証は一つも残っていなかった。




ハンス、ルッツ、ゴトルフ、デア。お前たちと過ごした一夜は楽しかったよ。




エピローグ　ソフィーの騎士





ダンジョンマスターと戦った翌日。ゼルマたちはヤンを出ていった。




貴族、教会、冒険者ギルドといった各所に、報告と根回しをしに行ったのだろう。




ダンジョンマスターの腕という証拠品はあるが、決定的なものではないため、説明と理解には時間がかかると予想していた。が、意外にもたった二週間で戻ってきてしまった。しかも、その日にゼルマから呼び出されてしまう。




心当たりはいくつもある。嫌な予感がするので行きたくはないが、例のごとく拒否権はない。忠犬のように急いで村長の家に向かうことになった。



「よく来た。お前たちに話がある」


俺とソフィーは今、村長の家にある客間にいる。




正面には足を組んで薄く笑っているゼルマがいて、後ろにレギーナが立っている。



「ダンジョンマスターがいる可能性が高いと認められた。冒険者ギルドはヤンに大規模な支店を作ることが決まり、教会も戦闘司教の派遣を決定、腰の重い貴族どもも子飼いの騎士を使うことになるのは間違いない。三つの組織が同時に動くのだ。ダンジョンの攻略は捗はかどるな」


冒険者ギルド、教会、貴族、そのすべてがヤンに注目することになるのか……。




どうなるか予想はつかないが、ひどい争いが起こることだけはわかる。



「ヤンの開発と管理責任者は、今後も私に任されることとなっているので安心していい。好き勝手にできるぞ」


そんなわけないだろ！




ゼルマとはいえ当主の意向に従わなければならない。自由に動いてよいはずがないのだ。だが、この女の怖いところは、本当に好き勝手やってしまいそうなところで、しかも隠れて動くので誰も気づけないだろう。



「それで、おまえたちを呼んだ理由だが……ラルスは騎士に、ソフィーは神官として、私に忠誠を誓ってもらおうと思っている」


狙った獲物は逃がさない。そういった意図を込めた野性的な笑みを向けられた。




何度も思っているのだが貴族の子女として、その表情はマズイだろう？




普通の男ならビビって逃げだしているぞ。



「もちろん、私に従う限りはいろいろと便宜を図ろう。だが裏切れば……残念なことになるだろうな」


都合の悪い人を消すのに躊躇ちゅうちょしない。冷酷な一面を持っていることを知っているので、脅しとして非常に効果的だ。絶対に口だけとは思わない。やると言ったら、やる女だ。




すべてを言い終わったゼルマは、こっちをじっと見つめたまま黙っている。




返事を待っているんだろうが、人生を決める重要な選択を迫られているのだ。すぐに答えを出せるはずがない。




それが当然だと思っていたのだが、ソフィーは違った。



「私はゼルマ様の神官として協力します」

「よい返事だ。活躍を期待している」


横目でソフィーの表情をうかがうと笑顔だった。



「で、ラルスはどうするのだ？」


なんだか決断力のない男みたいな感じに言われているが、即決できるはずがない。




どちらにも相応のリスクがある。




何を狙っているのかさえわからない状況で、答えをすぐに出すのは危険だ。



「少し、考えさせてください。できれば数じ——」

「レギーナ卿とソフィーは先に帰るように。ラルスがこの場で決断をするまで、じっくりと待とうじゃないか。フフフ、私を待たせるなんて罪な男だ」


数日待ってくれと言おうとしたら先手を打たれ、ゼルマと二人っきりという地獄のような環境で、結論を出さなければいけない状況に追い込まれてしまった。



「それでは、失礼します」

「ラルスさん、ヘルミーネちゃんと酒場で待ってますね」


レギーナがソフィーを連れて部屋を出る。




パタンと、閉まる音がいつもより大きく聞こえ、逃げ場を失ってしまう。



「さて、ようやく二人っきりになれた」


俺が判断を先送りにすることも予想していたかのような言い方だった。




もしそうなら、ここからが本題となるはずだ。何が飛び出してくるのかわからない。




今まで以上に下手な発言はできないな。




魔物と戦うよりも緊張して、喉が渇く。



「なに、恐れることはない。ソフィーの事情を少し教えてやろうと思ってな」

「どういうことでしょうか？」

「なぜ、すぐに神官になると決断したか不思議だと思わなかったか？」


無言で首を縦に振った。




思った。ああ、思ったさ。




俺と同じく居場所を追われた人で、静かな暮らしをしたいと願っていたはずだからな。




それが貴族のお抱え神官になるなんて正反対の決断を、すぐにできるはずがない。何らかの事情がなければおかしい。



「やはり、ラルス。お前は最高だよ」


なぜか腹を抱えて笑い出したゼルマを、冷たい目で見る。




この大げさな動作が素なのか、それとも演技なのかわからない。




感情的になっては負けだ。強力な魔物を相手しているかのように、常に冷静でなければならないのだ。



「保有している魔力量は上級貴族と対等かそれ以上、冒険者特有の思考の浅さや感情的な言動が少なく、さらに権能を持っているんだからな。あれは、聖剣を創るだけじゃないんだろ？」


権能？　ギフトのことを貴族はそう言っているのか？




神から使うことを許された能力。選ばれた人。すなわち、創造神の使徒とでも言いたいのだろう。




選民思想が強い貴族や教会が好きそうな言葉だな。



「……見たことがある武器なら創れます」


コレットは俺が普通の剣を創れることは知っていた。それを他人に漏らしている可能性はある。少し迷いはしたが正直に言うことにした。



「さらに重ねて聞く。勇者の称号は本来お前が受け取るはずだったが、上を目指したいリヒトに功績を譲った。それであってるか？」


また、無言で首を縦に振った。




リヒトは勇者になるために冒険者をしていた。性格はあわなかったが恩はあったので、戦果の大半をリヒトに譲っていたんだ。そうすれば、すべてが丸く収まると思っていたんだが……。戦果を譲ったことが原因で、アイツの性格がさらにねじ曲がってしまったのは想定外だった。



「やはり私が想像していた通りの男だな。強力な力を持ち知り合いに優しいお前は、ソフィーの話には興味を持ってくれるだろう」


前置きが長かったな。何を言うつもりなんだ？



「ソフィーが生かされている理由はただ一つ。教皇の地盤固めが終わっていないからだ。あのまま生活を続けていたらどうなったか想像できるか？　数年後、現在の教皇が大抵の問題を握り潰せる程度にまで派閥を統制し、教会内で誰も逆らえなくなったとき、存在を消されるだろう。現聖女より、聖魔法の適正やカリスマ性も高いだなんて、邪魔でしかないからな」

「だから、ソフィーは保護を求めて神官の道を選んだということでしょうか？」

「そうだ。国外に逃げることもできない彼女は、賢明な判断をしてくれたよ。教皇とは知らない仲ではないから、エルラー家から話を通せば、いきなり暗殺されるという危険はない。戦力として使っていいと言われているし、条件付きだが聖女のスタッフも使用は認められているぞ」


そういった事情があるならソフィーの行動にも納得する。




生きるために神官の道を選んだということだ。




だが、それだけであれば俺が騎士になる理由にはならない。ゼルマだってそのことぐらいはわかっているはず。




ということは、まだ別の問題が残っているということだ。



「ただ現聖女は、ソフィーに強烈な対抗意識を持っているようでな。エルラー家と話がついた後も、暗殺してくれと教皇にせがんでいるようだ。今はまだ抑えられているが、そのうち爆発するだろう。女性の嫉妬心ほど怖いものはない。側で守ってくれる騎士が必要だと思わないか？」


現聖女か。表向きはソフィーが引退して後を継いだという話だが、常に比較されているだろうし、前のほうが良かったと陰口ぐらいは言われてそうだ。




やりにくいだろうな。そこは同情してもいい。だが、暗殺者を雇うといった行動までは許せない。



「ゼルマ様の騎士になれば、守れると？」

「その通りだ。確実に守るためには、強い騎士が近くにいる必要がある。私に忠誠を誓うなら、村の外でも一緒に行動できるように取り計らう。さらに教会の内部情報も定期的に伝えようじゃないか」


今の話が実現するなら、ソフィーを守ることに関しては自警団を続けるより騎士のほうが都合は良い。




俺の忠誠心を期待しているのであれば、ここで嘘をつくメリットはない。すべて真実だと思って考えよう。




俺が思い描いていた理想の生活とソフィーの安全を天秤にかける。




一人ならゼルマの追跡を振り切って他国に逃げることもできるだろう。だが、その場合、知らないところでソフィーが暗殺されてしまうかもしれない。




それが許せるか？




無理だ。もしそんなことになったら逃げ出した俺自身を許すことができない。




可能性があるとわかったうえで見なかったふりをするのは、俺の信念に反するのだ。



　あのお節介な元聖女は、俺が村に馴染めるように気をつかい、貴族に狙われたと勘違いして逃がそうとした。そんな心優しい友人を見捨てて得た自由なんていらない。そんなことをするぐらいなら悪魔とだって契約してやろうじゃないか。

「わかりました。ゼルマ様の騎士になります」


そう思った瞬間、自然と提案を受け入れる言葉を発していた。



「良い判断だ。ラルス、君を歓迎しよう」


本当に悪魔と契約してしまった気分ではあるが、ソフィーの安全をエサとしてぶら下げられてしまったら断ることはできない。仕方がない。運命だと思って受け入れよう。




思い返してみれば、コレットを奪われたときも、パーティを追い出されたときも、そうやって受け入れたな。実は諦めやすい性格なのかもしれない。



「さて、この場で約束してもらったが、すぐに騎士として叙任するわけではない。もう少し先になる予定だ」

「それは、どのぐらい先なのでしょうか？」

「少なくとも、私が当主になるまでは待ってもらう」


嫌な予感がする。




ここは少し突っ込んで聞く必要があるだろう。



「……すでに、ゼルマ様が当主になるといったお話があるのでしょうか？」

「ない。私はエルラー家では四番目の子供となる。正妻の中では二番目だな。上には二十以上も離れた兄がいる」


何を言おうとしているのか、わかってしまった。




頼む、この先を言わないでくれ。聞いてしまったら後戻りができなくなる。




早くも騎士になると約束したことを後悔し始めていた。



「エルラー家の当主は六十を過ぎ、もうすぐ死んでくれる。その後は兄が跡を継ぐ予定だ」


つまりゼルマは現当主の意向を無視して、家を受け継ごうとしているということだ。



「ゼルマ様はエルラー家に逆らってでも当主になると？」

「それだけではない。爵位を上げる準備すらしているさ。すでに伯爵への道筋は見えている。あとは転ばないように道を歩きながら、欲しいものを手に入れるだけだ」

　今のゼルマはリヒトに似ていると感じてしまった。


貴族の中でもお付き合いしたくないトップ３に入るほど、厄介な貴族だったようだ。



　逃げるか？

　そんな考えが脳裏に浮かぶ。


騎士になると誓ったとはいえ誰も見ていない場での口約束だ。ソフィーと一緒に黙って姿を消しても、すぐには追ってはこないだろう。だが、過酷な逃亡生活に、まだ少女といっていいソフィーが耐えられるとは思えない。それに教会に追われたら他国に移動したぐらいでは逃げ切れないだろう。逃げ出すのは最終手段だ。



　ゼルマの考えを変えてもらうことはできないが、一線を越えてしまわないように念を押しておくか。

「私は——」

「安心しろ」


法に反することはしない。そう言おうとしたが止められてしまう。



「後ろ暗いことは別のヤツにやってもらう予定だ。ラルスは騎士として活動していればよい。ただ、助けが間に合わずに、誰かが死んでしまうことぐらいはあるかもしれないがな」


許容できるギリギリを狙った言い方だな……。




これでは拒否できない。



「ソフィーの側にはローザを置いて、身の回りの世話をさせよう。そこにラルスもいれば、現聖女が暗殺者を雇っても負けることはないだろ？」


ゼルマは立ち上がると近づき俺の肩に手を置いた。顔が近い。唇が耳に近づく。ここまで接近したのは初めてだ。



「平民に、ここまで便宜を図るのは、ラルスが最初で最後になるだろう。期待しているぞ、未来の勇者君」


全くもって似合っていない甘い香りを残して離れる。ソフィーの安全とゼルマの野望。この二つが俺に重くのしかかってくるのであった。




特典ＳＳ　人食いオーガ討伐




　ラルスがリヒトのパーティから脱退する五年前。ヤンは人食いオーガの被害に遭あっていた。


付近の森に住み着いたオーガは定期的にヤンに侵入すると、村人を攫さらって食べていく。その被害は甚大じんだいで、村を訪れる行商人がいなくなるほどだ。




この問題を解決するために、ヤンの村長は冒険者を雇ってオーガ討伐に向かわせたが、結果は惨敗。冒険者は全滅してしまった。近辺に自分を脅かす存在がいないと気づいたオーガは、ヤンに侵入する頻度を増やし、村人の被害が拡大していく。攫われた人の中に、ヘルミーネの母親もいた。



　冒険者をもう一度雇う余裕はない。ヤンの村長は、ヤンの統治を代行しているブレート家に討伐を依頼するが、冒険者が全滅した話を聞いて怖じ気づいてしまう。結局、理由をつけて兵を派遣することはなかった。




◇　◇　◇




「お願いです！　どうか、オーガを倒してください！」

　十歳にも満たない少女が俺たちに声をかけてきた。

　目は赤く腫れていて隈くまもある。もう、何日もまともに寝ていないのだろう。

「ガキのクセに仕事の依頼か。いくら払えるんだ？」

　俺たちのパーティリーダーであるリヒトが、見下すような態度で質問した。

「こ、これでお願いします」

　リヒトの横暴な態度に怯えながらも少女は銅貨を五枚、手のひらに乗せて見せてきた。

　この金じゃ俺たちの晩飯代にもならない。当然、オーガ討伐の相場にも満たない。せめて銀貨数十枚からでないと話にならないのだ。

「バカか？　そんなはした金で仕事を受けるわけないだろッ！」

　目の前に出された少女の手を叩いたリヒトは立ち去ってしまった。パーティメンバー兼リヒトの恋人のローザとエヴァも後をついて行く。この哀れな少女を助けようと思う気持ちはなかったようだ。

「どうするの？」

　俺の恋人であるコレットが聞いてきた。

「リヒトのところに行っててくれ。俺はこの子の話を聞いてみる」

「ラルスは誰にでも優しいもんね……そう言うと思った」

　コレットとは長い付き合いだ。何を考えているのか理解している表情をしていた。言いたいことはあるんだろうが、俺の行動を止めることも咎とがめることもしない。そういった気遣いが嬉しかった。

「気を付けてね」

　小さく手を振ってからコレットが立ち去る。

　ようやく一人になれたので、地面に落としてしまった銅貨を拾っている少女に話しかける。

「オーガの話を詳しく聞かせてもらえないか？」

　急に声をかけられて驚いたのか肩をビクッとさせて動きが止まった。リヒトの蛮行で怖い思いをしたばかりだ。そのまま逃げていっても仕方がないと思って待っていると、少女は急いで銅貨を拾い終えると顔を上げた。

「優しかったお隣のおじさんも、強かった自警団のお兄さんも、村で雇った冒険者の人も、そして私のお母さんも、みんな食べられちゃって……」

　ここまで言って我慢できなくなったのだろう。少女の目から涙が流れ、止まらなくなった。こうなったら落ち着くまで話せない。


オーガの討伐依頼を受けた冒険者が全滅したとなれば、通常より強い可能性がある。そんな魔物の討伐依頼を、銅貨数枚で受ける冒険者はいないだろう。普通なら、な。



「わかった。俺が倒してやる」

「え……」

　俺の返事が予想外だったのか少女は泣き止んで驚いていた。

「その代わり、料金は前払いだぞ？」

「……はい」

　他に頼める相手のいない少女は、文句を言わずに銅貨を手のひらに乗せて差し出した。

　銅貨は形が歪で欠けている。店によっては受け取り拒否されるかもしれないほど劣化していた。きっと少女が必死になって集めたお金なのだろう。

「出現場所はどこだ？」

「森の中……」

　範囲が広い。それだけでは探しに行けない。少女はこれ以上の情報は持っていないだろうから、聞き込みから始める必要がありそうだ。

　小さくため息を吐いてから少女の頭を優しく撫でる。

「森の中は広い。この件に詳しい大人に——」

　喋っている途中で後ろが騒がしくなった。振り返ると三メートル近い身長があり、長い一本角と緑色の肌をしたオーガが立っていた。右手に村人の男を握っていて食べようと口を開いている。

「た、助けてくれッ！！」

　男の叫び声を聞きながら魔力を練って魔法を使う。

『エネルギーボルト』

　光り輝く数本の矢がオーガの頭と腹に直撃した。たいした傷は与えられなかったが、痛みによって掴んでいた男を手放してくれた。

「ォォオオオオオ！！！」

　オーガは憎しみのこもった目で見てくる。食事を邪魔されて怒っているのだろう。叩き潰そうとして、こっちに向かって走ってきた。

「後ろに下がってろッ！」

　少女に言うが、腰を抜かして地面に座り込んでいる。動けないようだった。

　正面からオーガの攻撃を受け止めるしかない。

　腰にぶら下げていた片手剣を鞘から抜く。

『エンチャント・ソード』

　武器を強化して、さらに体内の魔力を練って身体能力を向上させる。

　振り下ろされるオーガの拳を剣の腹で受け止めた。


片手剣ごと押し潰そうとしてくるのを耐えていると、男の野太い声が聞こえる。



「ヘルミーネッ！！」

　目を僅わずかに動かして様子を確認すると、中年の男が少女を抱きかかえていた。父親か親戚だろう。俺が指示するまでもなくオーガから逃げていった。

　それでいい。ようやく全力で戦える。

　刀身を斜めにして拳を受け流し、バックステップで距離を取る。

『エネルギージャベリン』


槍のような形をした大きなエネルギーの塊を二本創り上げ、オーガに向けて放つ。拳を振り下ろした直後だったこともあり、動きが鈍ったオーガは避けられなかった。二本とも右胸に深く突き刺さる。



「ウォオオ！！」

　口から血を吐き出しながらオーガは叫び、無軌道に腕を振り回す。危なくて近寄れないが魔法を使えば攻撃はできる。

『ファイヤボール』

『エネルギーボルト』

『アイスボール』

　初級レベルの魔法を連続して使ってダメージを蓄積させていく。一つ一つは小さい傷だが、数が増えれば体力は削っていける。


魔法を絶え間なく放つ。オーガは俺に近寄れず、またダメージが蓄積されているため、避けることもできない。俺が一方的に攻撃をする状況が続き、全身の至るところから血を流す。




しばらくすると、何もできないまま力尽きて倒れてしまった。



　警戒しながらオーガに近づき首を斬る。これで復活することはないだろう。

「た、倒したの……？」

　声がしたほうを見ると、中年の男に抱きかかえられた依頼主の少女が俺を見ていた。

　剣を鞘にしまいオーガの首を地面に投げ捨てる。

「見ての通り、依頼は達成した」

　俺の言葉を聞いて本当にオーガが死んだという実感が湧いたのだろう。少女は声を出して大泣きする。


慰なぐさめようとして近づき頭を撫でるが効果はなかった。号泣している少女の代わりに中年の男が口を開く。



「よくわからないが、娘が世話になったみたいだな。ありがとう。助かった」

「彼女からオーガ討伐の依頼を受けて仕事をしただけだ。礼はいらない」

「そうかヘルミーネが……」


中年の男は少女の頭を優しく撫でる。




親が子供に与える愛情表現というのを久々に見た気がした。



「子供が支払える金額ではないだろう？　追加でいくら必要だ？」

　別に金のために戦ったわけじゃない。自分が満足するために依頼を受けたんだから、親から金を巻き上げようだなんて思っていない。そもそも村の問題なのだから、代表者の村長が支払うべきなのだが、そこまで事を大きくするつもりはなかった。

「俺にとっては十分な金額だった。追加の料金は不要だ」

「…………すまない」

　これ以上は何を言っても無駄だと悟ったのだろう。言い返すことはなかったが、このまま引き下がるつもりもないようだ。

「今日はオーガのくそ野郎が死んだめでたい日だ。俺の店で祝杯をあげるが、お前も来るよな？」

　依頼を受けた礼なら断ったが、祝いというのであれば誘いに乗っても良いだろう。酒を飲むのであればコレットも楽しめるはずだ。

「もちろんだ。祝い事であれば遠慮なく楽しめる。仲間も連れて行っていいか？」

「ああ、店で待ってるぜ！」

　中年の男から店の場所だけ聞いてから歩き出す。


これからリヒトやコレットに合流して事情を話さなければならないのだが、タダで飯が食えるのだから文句は言わないだろう。







その日の夜。招待された店で中年の男や村長とともに飲み明かして、昼過ぎまで寝てしまう。ヤンを救った英雄のような扱いをされて恥ずかしかったものの悪い気分ではなかったが……リヒトが嫉妬するような目をして俺を見ていたのが気になって仕方がなかった。





万能の魔法剣士は真の能力を隠して田舎暮らしを目指す〜貴族の令嬢や聖女様に目をつけられて理想の生活が遠のいてしまったのだが！？〜







２０２１年７月３日発行







発行者：わんた




発行所：わんた文庫




連絡先：https://twitter.com/123wanta




お問い合わせ、誤字報告などはＤＭにてお願いいたします。







本書の無断複製、複写、ネットオークション、フリマアプリなどへの出品を禁止させて頂きます。
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